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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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善人おっさん、生まれ変わったらＳＳＳランク人生が確定した２


三木なずな









書籍版書き下ろし

善人、お嫁さんはＳランク







　生前の行いで次の人生が決まる。

　罪を犯おかせば犯すほど次の人生は悲惨なものになるし、逆に善行を積めば積むほど生まれ変わった先で報むくわれる。

　因いん果が応おう報ほうは、来世にも適用される話だ。

　彼女は今、死後の世界にいる。

　天使の前に、数年ぶりに自分の足で立っている。

「魂ナンバー１９５６７２３９８６、人間名メイリン・ホワンさんですね」

「ええ、その通りです」

「あっ、いい人生でしたか？」

「ええ、一〇〇人の孫に囲まれた、これ以上ない幸せな人生でした」

「大だい往おう生じようでしたもんね」

　天使はにこりと微笑んだ。

　目の前の老婦人は人生の全てを知ったような、穏やかな笑顔を返した。

「チェックしますね――あっ、前回と同じＢランクですね」

「あらあら、それはどうなるのですか？」

「そうですね。いまこのタイミングだと――自分の代では絶対につぶれない商人の家と、村で一番の天才が空あいてます。生まれと能力、どっちがいいですか？」

「そうですねえ」

　老婦人は穏やかに微笑みながら考える。

　それなりにいいことをしてきた一生、それを認められて次の人生にいい選択肢を与えられる。

　それがこの世界の理で、周りの天使たちは粛しゆく々しゆくとそれを処理している。

「今回みたいな、人に囲まれた人生はありませんか？」

「なるほど、そうですね……えっと」

「ちょっと待て、お前見落としてるぞ」

　老婦人の担当天使が調べもので唸うなっていると、別の天使がやってきて、指摘した。

「見落としてる？」

「その人の九回分の人生を並べてみなよ」

「九回分……まさか！」

　指摘された天使はハッとして、慌あわてて言われた通りに調べた。

　すると――

「すごい！　九回の人生で一度も犯罪を起こしたことがない」

「あらあら」

　老婦人はまるで他ひ人とごとのように驚いた。

「前回の生まれ変わりを担当したのは俺だから、『リーチ』してたの覚えてたんだ」

「はあ……ありがとうございます！」

「うん。あっ、おめでとう」

　後から来た天使は頷うなずき、その後思い出したかのように老婦人に祝福の言葉をかけてから、そのまま立ち去った。

　残された担当天使は一通りあれこれ調べてから。

「すみません、いま調べ直しました。一回一回はそこそこいい人ですが、九回連続で犯罪歴なしだとそれが考慮されて、加味されます」

「そうなんですかあ」

　老婦人はやはり穏やかなまま応じた。

　魂は死亡した時の精神年齢でここに来るので、老婦人のような、良く言えば穏やか、悪く言えば枯れた精神の魂を天使はたくさん見てきた。

　だから、よどみなく話を進めた。

「Ｂランクにそれを加算させて、人間限定ですがＳランク相当に生まれることができます」

「ええっと……つまり？」

「ご希望通り、多くの人……それもいい人に関かかわれる人生ですよ」

「そうですか、それはよかった」

　やっぱり他人ごとのような老婦人。

　天使は次々と手続きを済ませて、最後に一杯の茶のようなものを出す。

「じゃあこれを飲んでください。これを飲んだら新しい人生ですよ」

「はい」

　老婦人は穏やかな笑顔のまま、疑うことなく出されたものを飲み干した。

「では、良い人生を――アンジェリカ・シルヴァさん」

　天使に見送られて、老婦人は転生した。




　　　　　☆




　善人は報われる、悪人は報いを受ける。

　行いに応じて、次の人生が決まる、そんな世界。

　犯罪を起こさずに過ごした、九回の人生。

　それを認められ、彼女は、最高の幸せが約束された来世へ転生していった。







第三章

01◆善人、千五百人からモテモテになる







　魔法学校、第三校庭。

　実習用に使われるそこで、私は生徒たちの授業をしていた。

　肉体はまだ九歳児の私、それに対して三〇〇人あまりいる生徒たちは卒業間ま際ぎわの一八歳ばかり。

　年齢差は倍あるけど、みんな、真剣に授業を聴いてくれていた。

　私は魔力をゆっくりと、まるでタバコの煙のように指先から放出していた。

「見ててわかると思うけど、僕がいま出してる魔力ってところどころ濃かったり薄かったりするよね。これが僕の魔力周期なんだ。で、そのリズムが一定だよね？」

　魔力の濃淡が同じ周期で繰り返していることを告げてから、魔法を使う。

　初歩的な魔法、ファイアボール。赤の魔力球とも違う、シンプルな炎の魔法。

　魔力が一番濃い時と、一番薄い時でそれぞれ同じ魔法を使って、離れた場所に設置されているデコイを撃った。

　デコイに直撃したファイアボール。

　その威力――巻き起こった火柱の太さがはっきりと魔力の濃淡に正比例していた。

「こんなふうに、自分の魔力周期を把握して、常にピークの時に使うようにすれば自分の限界近くのパフォーマンスが出せる」

「「「おおおおお……」」」

　生徒たちが揃そろって感かん嘆たんの声を漏もらした。

「これ、ムパパト式っていう制御法なんだ。さあ、みんなも自分の中にある魔力の波を感じとってみよう」

　私が言うと、生徒たちは素直に言われた通りのことをやり始めた。

　賢者の石。

　数年前に私が作った、この世に存在するあらゆる知識が収められた石。

　そこから私は伝える者がいないことで失われてしまっていた、ムパパト式と呼ばれる魔力制御の方法を引き出して、生徒たちに教えた。

　名誉校長としてだけではなく、授業も受け持つ私はこうして、賢者の石から少しずつ知識を引き出して生徒たちに教えている。

「本当だ！　普段よりも魔力が強い！」

「あたしも！　こんなに威力を上げられたんだあたしの魔法」

「ムパパト式を使わないと、平均でピークの八〇パーセント程度にしかならないな……」

　生徒たちはやる気に満ちて、魔法がみるみる上達していく。

　私の授業は、これまで概おおむね好評だった。




　　　　　☆




　授業が終わって、校長のイーサンと一緒に学校の敷地内を歩いていた。

「今回もありがとうございました、副帝殿下」

「どういたしまして」

「いやあ、ムパパト式とは。そういう方法があるとはまったく知りませんでした。さすがは副帝殿下ですな。私も今日からそれを意識してさらに精しよう進じんします」

「校長先生がやるのはいいけど、低学年の生徒たちにはまだ教えないでね」

「ほう、それはどうしてなのですか？」

「常にピークを意識するのは大変だからね。体力と集中力がいるから、ある程度の基礎がないと逆効果なんだ」

「なるほど、だから卒業間際の子たちにだけ教えたのですな」

「そういうこと」

「いやはや、そこまで考えていたとは。ますます感服しました」

　イーサンは歩きながら腕を組んで、しきりに頷うなずいた。

　そしてふと、何かを思い出したかのように、ポンと手を叩いた。

「ところで副帝殿下、折り入って一つご相談があるのですが」

「相談って、なに？」

「先ほどの上級生たちがそろそろ卒業するのはご存じだと思います」

「うん、一八歳だったね、みんな」

　イーサンは頷いた。

　この魔法学校では、一八歳でひとまずみんな卒業していくことになっている。

「ですので、そろそろ進路指導の時期なのです」

「進路かあ」

「まあこの学校ですから、大半は王宮勤めか、軍への入隊か、あるいは貴族のお抱かかえになることを志願する生徒がほとんどなのです。王宮や軍で勤務するなら生活には困りませんし、実力でお抱えの立場を勝ち取れば高収入が約束されます。学校に残り続ける子もいますな」

「なるほど」

　私はかつていた、私とアンジェの家庭教師たちのことを思い出した。

　公こう爵しやく子息の家庭教師ということで、彼らも結構いい賃金をもらってたのを聞いたことがある。

　魔法学校からも、そういう進路に進む生徒がいるだろう。

「そこでなのですが、副帝殿下が領地を持たれたとのことで、卒業生を受け入れていただけないでしょうか」

「副帝家に就職先の枠をくれってことだね」

「その通りでございます」

　イーサンは「なにとぞ！」って顔で私を見た。

　しかし……就職先か。

　副帝領。

　父上と義父ちち上うえ、そしてホーセンの三人が手を組んで立ち上げたアレクサンダー同盟。

　それを皇帝のエリザが承認して、この三人の領地を副帝領と総称することになった。

　魔法学校の名誉校長になって三年目だけど、副帝領というのが出来たのは今年だから、就職枠の相談を受けるのはこれが初めてだ。

　私は少し考えて、頷いた。

「じゃあ一人だけ」

「ありがとうございます副帝殿下！　では早速公示して参ります」

「うん」

　イーサンはペコッと一礼して立ち去った。

　就職かあ……どんな生徒が希望してくるのかな。




　　　　　☆




　翌朝、ホーセン邸。

　魔法学校で授業がある時は、学校に近いホーセンの屋敷に泊まることになっている。

　泊まらずに瞬間移動魔法でカーライルの屋敷に戻ることもできるけど、それをすると次にホーセンに会った時にすごく悲しい顔をされるから、来た時は泊まるようにしてる。

　今回もいつものように泊まった翌日の朝、起床した私がリビングに降りると、ホーセンが待ち構えていたように言う。

「はっはっはー、起きたか義弟おとうとよ」

「おはよう、ホーセン。何を見てるの」

「おう、おもしれえことになってるぜ」

「面白いこと？」

　首をかしげて、訊きき返す。

「魔法学校から義弟への連絡だ。副帝家で卒業生を一人受け入れるって話じゃねえか」

「その話ね。うん、頼まれてね。それのどこが面白いの？」

「もう応募が殺到してるらしいぜ？　倍率は――五〇〇倍ってとこか」

「早すぎるよ！　――ってそれはおかしい！」

　私はビシッ、と突っ込んだ。

「おかしいって何がよ」

「だって、卒業生の数は三〇〇ちょっとなんだよ？　昨日もその生徒たちに授業したんだから。それに対して枠は一つ……どうやっても五〇〇倍にならないよ」

「なんだそのことか」

　ホーセンはニヤリ、と笑った。

「ほらここに書いてるぜ。義弟が一人採用するって公示が出た途端、若い子から飛び級の試験の申し込みが殺到したらしいぜ」

「……飛び級？」

「おう、飛び級して、今年の卒業に間に合うようにして、義弟のところの採用試験を受けたいって奴らが二〇〇人近くいたってことだ」

「えー……」

　私は苦笑いした。

　そんなことになるなんて……って、それでいいのか？

「すげえな義弟よ、大人気だ」

「いやいや」

「旦だん那な様、魔法学校からさらにご連絡が」

　リビングにメイドがやってきた。

　彼女はしずしずと一礼して、ホーセンに封筒を渡した。

　ホーセンは無ぶ骨こつな武人らしく、封筒を適当に破って中身を取り出して、読んだ。

「…………がっはっはっはっは」

「な、なに？　どうしたの？」

「いや、たいしたことじゃねえ。魔法学校への転入希望が殺到してるってだけの話だ」

「なんだ、転入希望か……って殺到!?」

「おう」

「ま、まさか……」

　ホーセンはニヤリと口角をゆがめた。

「察しがいいな、さすがだ義弟。その通り、ほかの魔法学校からこっちの最上級生として転入したいって希望が殺到してるらしいぜ。ざっと五〇〇人」

「噂うわさ広まるの速すぎるよ！」

「これでざっと千人、さすがだな義弟」

　公示からわずか一晩。

　一枠で、卒業生三〇〇人、それに加えて飛び級組の二〇〇人と転入希望者の五〇〇人の総勢千五百人。

　通常なら最高三〇〇倍の、さらに五倍の倍率になってしまったのだった。










02◆善人、永久凍土を溶かす







　カーライルの屋敷に帰る前に、魔法学校にやってきた。

　今日は受け持ってる授業はないが、そのかわり個人的に教えている子と会う約束をしている。

　ホーセンの屋敷から魔法学校に飛んできて、着地した後は徒歩でその子が待つ場所に向かった。

　小川が流れる、校舎から少し離れたところ。

　そこに、少し成長したシャオメイ・メイがいた。

「アレクサンダー様！」

　シャオメイは顔を上げて、嬉しそうに私の名前を呼んだ。

「ごめん、待ったかな」

「いいえ！　私もいま来たところ――じゃなくて！　アレクサンダー様の宿題をしてましたから、全然大丈夫です」

　シャオメイは慌あわてて言い直した。
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　長くて艶つややかな黒髪も、愛らしい容姿も、ちょっとだけ小動物チックな性格も。

　出会ってから二年、一二歳になった彼女はほとんど変わってなかった。

「それじゃあ、今日の授業を始めよう」

「はい！」

　彼女こそ、私が個人的に教えているたった一人の生徒だ。

「宿題をやってきたと言ったね、じゃあやってみせて」

「はい！」

　シャオメイは勢いよく答えた後、目をつむって深呼吸した。

　次の瞬間、カッと目を見開いた時、シャオメイはもう小動物じゃなかった。

　ものすごい集中力で、鬼気迫るほどの真剣な顔つきで、手をかざして魔力をゆっくり放出。

　昨日私が三〇〇人の生徒の前でやった、魔力を煙のように放出するのと同じヤツだ。

　シャオメイが放出する魔力ははっきりと濃淡が分かれていた。

「――すぅ」

　シャオメイはさらに深呼吸、すると、放出する魔力が途切れ途切れになった。

　途切れているのは淡い時、出してるのは濃い時。

　シャオメイは、一定以上濃くなった時だけを出した。

「――すぅ！」

　そして、さらに深呼吸。

　魔力が途切れる間隔がさらに大きくなった。

　出しているのは、さらに一定以上濃い時だけだ。

　一通り終わった後、シャオメイは息を深く吸い込んで、魔力の放出をやめて、私を見た。

「どうですかアレクサンダー様」

「バッチリだよ。普通のムパパトだと九五パーセント以上のところをすくい上げて魔法を使うんだけど、シャオメイはもう、九七パーセント以上だけを選んで使えるようになってるね」

「本当ですか！」

「うん。僕がシャオメイに噓をついたことはあった？」

「――っ！」

　シャオメイは一瞬びくっとして、その後プルプルと首を振った。

「魔力の量と、ムパパト式での効率を考えたら……うん、シャオメイはもう、この魔法学校で一番の魔法使いだね」

「本当ですか！」

「うん。シャオメイの歳としならまだ先だけど、卒業する時にはもうどこでも引く手あまたになってるよ。僕が保証する」

「ありがとうございます……」

　シャオメイは手を胸元で合わせて、嬉しそうに微笑んだ。

　花のような微笑み。知らない人が見たら、とても魔法学校最高の魔法使いには見えないだろう。

　シャオメイの成長を、私は自分のことのように嬉しく感じた。

　しかし、そんな嬉しさの余よ韻いんに浸ひたる間もなく。

「先生！　校長先生！」

「うん？」

「助けてください校長先生！」

　突然、シャオメイよりも何歳か上の男の子たちが、血相を変えて、私のところに駆け込んできた。




　　　　　☆




「私の部屋が……」

　氷漬けのドアの前で、シャオメイが絶句していた。

　男の子たちに連れてこられたのは魔法学校の寄宿舎。

　戦時には砦とりでとなるこの魔法学校では、学生は全員寄宿舎暮らしである。

　当然だけど箱だけあって中身がないんじゃ意味がない。中身は常にあるようにするための全寮制だ。

　シャオメイも例外ではなかった。

　そのシャオメイの部屋がなぜか氷漬けになっている。

「どういうことなの……えっと」

　私をここに連れてきた男の子を見た。

　一六歳くらいで、やんちゃな感じのする少年だ。

「パトリックって言います、校長先生」

「パトリック君だね。これはどういうことなの？」

「すみません、俺が悪いんです。実家から送ってきた勉強用の魔導具をうっかりここで暴発させてしまって」

「なるほど」

「お願いです校長先生、このままじゃ俺、ほかの先生にしかられます。校長先生の噂うわさは聞いてます、なんとかこの氷を溶かしてもらえませんか」

「……そうだね」

　私はシャオメイを見た。

　男の子に頼まれるまでもなく、部屋を凍らされたらシャオメイが困るだろうから、助けなきゃ。

　ちなみに騒ぎが徐々に大きくなっていた。

　同じ寄宿舎で暮らしてる生徒たちが「何々どうしたの？」って次々と集まってくる。

　このままじゃ他の教師の耳に届いてしまう。早くしないと。

「じゃあ溶かすから。パトリック君も、シャオメイも下がってて」

「わかりました！」

「はい！」

　生徒たちが氷漬けのドアの前から離れると、私は氷にそっと触れた。

　魔導具でなったものだから、氷に含まれた魔力を分ぶん析せき、その特性を賢者の石に伝えた。

　単純に炎の魔法で溶かさないのは、魔導具でこんなふうになったものは、時として呪いのようなものがかかってることがあるからだ。

　その場合溶かすときに正しい手順を踏まないと氷もろとも全て崩壊する可能性がある。

　その判断は正解だった。

　賢者の石から返ってきた答えは、超高純度の無属性魔力を注入すること。

　炎の魔法では逆に吸収されて氷の強度を増すだけだ。

　というものだ。

　ホッとしつつ、必要魔力をはじき出す。

　ムパパト式を使って、瞬間的に一二〇パーセントの高出力にする必要がある。

　人間は限界を超えることがある、いつでもどこでもできることじゃないが、確かに、自分の限界を超える瞬間がある。

　ムパパト式を、シャオメイに教えたものよりもさらに高精度な検知をかけて、自分の限界を探す。

　一万分の一秒にも満たないわずかな瞬間にそれが存在したので、それに合わせて魔力を一気に放出した。

　超高純度の、無属性の魔力。

　魔力が氷漬けのドア――そして部屋に吸い込まれていく。

　瞬またたく間に、氷が跡形もなく消えてなくなった。

「よし、これで大丈夫のはずだよ」

　振り向く私、するとシャオメイがホッとしているのはわかるが、パトリックが顎あごが外れそうな勢いで啞あ然ぜんとしているのを見て怪け訝げんに思う。

「どうしたのパトリック」

「噓だろ……パーマフロストを溶かしただって？」

「……パトリック君、君は何を企たくらんでたの？」

「えっ……あっ」

　反応がおかしいから目を細めて、トーンを落とした声で問い詰めた。

　パトリックは青ざめた。

　どうやらただの過失じゃなかったみたいだ。




　　　　　☆




　校長室で、パトリックから話を聞いたイーサンが私に報告をした。

「副帝殿下を困らせたかった、と白状しました」

「僕を？」

「ええ、自分より年下の子供のくせに校長とか先生とかをやってて生意気だ。それにみんなが副帝家への就職ばかりを話題にしてるのも気に入らなかったみたいです」

　やっかみじゃないか。

「それで取り寄せた魔導具のパーマフロストをただの氷と偽いつわって、溶かすことに失敗させて笑いものにしよう、という狙いだったそうです。仲間たちが噂うわさを広めて、ほかの寄宿舎の生徒も見物人として呼んできていた、と言ってました」

「そんなことを……って、パーマフロストって？」

「過去数百年、人の手では誰も溶かしたことがないという、永久凍結の魔法です。人の手や自然にでは決して溶けないから、亡くなった大切な人の遺体を保存する為に使われてます」

「……」

　イーサンは尊敬の目で私を見た。

　それよりも……あの氷はそんなにすごいものだったのか。










03◆善人、魔法理論を復活させる







　パトリックにはそれなりのバツが与えられることになった。

　まず、副帝としての私に対する不敬罪は私自身が許した。

「いいのですか？」

「うん。だって、彼は学校の一教師にイタズラをした、それだけでしょ」

「……そうですな」

　イーサンは驚き、その後また尊敬の目で私を見た。

「寛大な裁き、感謝します」

「寛大もなにもその通りのことを言っただけだから」

「そうでしたな。ごほん、パトリック・ハンス君」

「は、はい！」

　悪わる企だくみを暴かれたパトリックは、年相応の男の子らしく、校長であるイーサン相手に畏い縮しゆくしていた。

　そのイーサンはパトリックに厳しい顔をして、処分を言い渡す。

「罰として、一週間校内の草むしりをしなさい。もちろん一人で、魔法の使用は禁止です」

「えええええ!?」

　パトリックが悲鳴を上げた。

　魔法禁止で一週間、この砦とりでにもなるものすごく広い魔法学校敷地内の草むしり。

　うん、妥だ当とうなところだ。

「先生にタチの悪いイタズラをしかけた罰ですから。それとも一教師に対してではなく、名誉校長に対する行いとして考えますか？　それなら一発退学ですよ？」

「今から草むしりしてきまっす！」

　パトリックはパッと敬礼して、逃げるように立ち去った。

　その後ろ姿を見送りつつ、イーサンは呆あきれ笑いでため息をついた。

　ちなみに名誉校長に対する扱いで処罰したら一発退学だけど、副帝相手の不敬罪だと最低でも本人と両親が縛り首だ。

　彼が大人になってそれを知った時、この黒歴史を思い出して青ざめるくらいで済んでよかった。

　まあ、パトリックの件は忘れよう。

　子供のイタズラだし、私に向かってくる分には問題はない。

　さて、一通り事が済んだし、そろそろカーライルの屋敷に戻ろう。

　と、考えながら、イーサンと寄宿舎の脇を通っていると。

「……シャオメイ？」

　シャオメイが、黙ったまま自分の部屋の前に立っているのが窓越しに目に入った。

　部屋に入るでもなく、ただじっと見つめている。

　なぜなのかと思っていると、彼女はおもむろに手を上げて、魔力を高めた。

　最高効率型・ムパパト式で、限界の九七パーセントで魔法を使う。

　次の瞬間、部屋のドアが凍った。

「どうしたのシャオメイ、なんでそんなことを？」

「あっ、ごめんなさいアレクサンダー様。さっきの魔法、私にもできないかなって思って」

「永久凍結のこと？」

「はい」

「そっか、シャオメイは氷属性が得意だったもんね。気になる？」

「えっと……はい」

　なぜか一瞬口くち籠ごもったが、その直後にはっきりと頷うなずくシャオメイ。

　私はシャオメイが凍らせたドアに手を伸ばして、直じかに触れて確認する。

「もう溶け始めてるね」

「はい……私には無理なんでしょうか」

　シュン、となってしまうシャオメイ。

　私は賢者の石に訊きいた。

　さっきは溶かし方だったが、今度は凍らせ方だ。

　永久凍結の魔法。

　あらゆる知識を持っている賢者の石。すぐに答えが返ってきて、一通りのやり方が私の頭の中に流れ込んできた。

　そんなに難しい魔法じゃなかった、シャオメイなら目の前でやってみせたらできてしまう可能性が高い。

　それを実演してみせるために、まずはシャオメイが凍らせたドアを溶かした。

「シャオメイ君、さっきも言いましたけど永久凍結はもう人間には――」

　ここでイーサンが口を挟むが、

「見ててシャオメイ」

　私はシャオメイに言って、彼女の部屋のドアノブに手を触れた。

　凍らせるのならそこまでの魔力は必要ない。

　ムパパト式でちょこちょこ拾える一〇〇パーセントのピークに合わせて魔法を使った。

　瞬間、ドアノブが凍った。

　凍ったそこを中指の第二関節でコンコンとノックしたあと、軽く炎の魔法であぶってみた。

　私の炎の魔法でもまったく溶ける様子はない。

　パーマフロスト、永久凍結の魔法、成功だ。

「――なっ！」

　イーサンが横で絶句していた。

　さっきのパトリックと似てる、顎あごが外れそうなくらいの驚きようだ。

　それはそれとしてシャオメイだ。

　彼女は驚かなかった、むしろじっと私の手と、凍ったドアノブを凝ぎよう視しした。

「どう？　シャオメイ。今の見てやり方わかった？」

「はい！　アレクサンダー様が三カ月前に教えてくれた、アモルファスの魔法式と似てました」

「しっかり復習してるね、その通り。オーケー、じゃあやってみて」

　私は一歩引いて、シャオメイがチャレンジするのを見守った。

　シャオメイは息を吸って、真剣な表情で永久凍結魔法への挑戦を始めた。

　ドアノブを凍らせては溶けるかどうかを確認。

　連続で五回チャレンジしたけど、どれも永久凍結にはならなくて、凍ったあと手で触ったら早くも溶け始めていた。

　失敗が続いたが、シャオメイはめげずに頑張った。

　その様子と過程を、私はじっと観察した。

　失敗は失敗だが、完全に失敗してるわけじゃない。

　もうちょっとなんだ、もうちょっとでいける。

　そのレベルでの失敗。

　物を押すとき、動きだしが一番力が必要で、いったん動きだせば後はわりとすいすいいけるのと同じように。

　シャオメイも、その『動きだし』をぎりぎりのところで超えられずにいる感じだ。

　一度でも成功すればあとは体が覚える。

　そう思った私は、手助けできる方法はあるかと賢者の石に訊いた。

　方法はあった。

　それをしっかり覚えた私は、六回目のチャレンジをするシャオメイの後ろに立って、小さい背中に手を当てた。

「ひゃあ！　ア、アレクサンダー様!?」

「集中して、いつも通りにやって」

「――はい！」

　シャオメイは言われた通りすぐに集中した。

　私に全幅の信頼を寄せて、静かに自分の魔力のピークを探した。

　手助けする私、やることは一つ、魔力の出力をシャオメイに合わせること。

　手で触れた背中から、彼女の魔力のリズムを感じとる。

　何回も間近で見てきた、シャオメイの通常時のピーク、ムパパト式の九七パーセントに合わせた。

　シャオメイが魔法を使う、それに合わせて「同じ出力」の魔力を彼女の身体を通して一緒に出す。

　次の瞬間、ドアノブが凍った。

　シャオメイはおずおずと手を伸ばして、触って確認。

「ひんやり……溶けない……！　溶けないですアレクサンダー様！」

「どれどれ」

　チェックの為に私は炎の魔法を使った。

　シャオメイが凍らせたドアノブ、そこに私の炎の魔法。

　ドアノブの凍結はまったく溶けなかった。

「おめでとう、成功だねシャオメイ」

「はい！」

　シャオメイはものすごく喜んだ。

　今度は自分の部屋のネームプレートに触れて、同じように永久凍結の魔法を使う。

　今度は手助けしなかったが――

「また成功ですアレクサンダー様！」

「やったね」

　見立て通り、一度成功したシャオメイは、自分の力でできるようになっていた。

　その後も自分の持ち物をいろいろ試しに凍らせたが、全部成功を収めた。

　やっぱりシャオメイは優秀で、賢い子だ。

「……ふ、副帝殿下」

　一方で、さっきからずっと啞あ然ぜんとしっぱなしのイーサン。

　彼はおっかなびっくりに私を呼んだ。

「どうしたの？」

「い、今のはなんですか？」

「今の？　見ての通り永久凍結だけど」

「いえそうではなく、それもそうですけど……それよりも副帝殿下がシャオメイ君にしたことです。あれはいったい……」

「ああ。魔力の波長を合わせて直列で出力を一時的に高めたんだ。シャオメイなら一度殻からを破ればあとは自分一人でできるって思ったからね」

「ちょく、れつ？」

　イーサンはまるで知らない言葉を聞いたかのように、おうむ返しした。

「うん、直列で出力を倍に……もしかして知らない？」

「は、はい！　初耳です」

「それじゃ並列で魔法や魔力の持続時間を延ばすのも？」

「な、なんですかそれは!?」

　驚きよう愕がくするイーサンに説明してやった。

　直列――ピークになる魔力を合わせることで、威力を人数分高くする方法。

　並列――使える魔力量が同じくらいの人間を組み合わせることで、持続時間を人数分延ばす方法。

　その二つの理論をイーサンに説明したが、彼はどっちも知らなかった。

「そのような魔法理論を開発していたとは……副帝殿下の魔法センスにはいつも驚かされますな……」

　イーサンは、ものすごく感心していた。

　別に私が開発したわけじゃないんだけど。

　突然、イーサンがカッと目を見開いた。

「――っ！　ふ、副帝殿下！」

「うん？　どうしたの？」

「そのちょくれつ？　と、へいれつ？」

　聞いたばかりの単語、直列と並列を探り探りで発音しながら、私に詰め寄る。

「なにとぞ！　我々に授けてくださいませんか！」

「教えろってこと？」

「なにとぞ！」

　ものすごく必死な勢いで私にせがむイーサン。

　少し考えて、理由がわかった。

「……そっか、直列も並列も、どっちも集団向けだよね。それしてこの魔法学校はいざって時は王室最後の砦で、生徒による集団戦闘の場になるから」

「はい！　その技術は革命を起こすかと!!」

　なるほど。

　そういうことなら、教えないわけにはいかないな。










04◆善人、一対三〇〇の特別授業をする







　魔法学校、第三校庭。

　急きゆう遽きよ集まってもらった最上級生たち三〇〇名は、イーサンの指示によって、いくつかのグループに分かれていた。

　グループ分けを終えたイーサンは、離れたところで待っていた私のところにやってきた。

「お待たせしてすみません、副帝殿下」

「大丈夫。それよりグループ分け早かったね」

「小さな頃から見てきた子たちですから。魔力の総量も最大出力も、私はもちろんですし本人たちもお互いよくわかってます」

「なるほど、それもそうだね」

　納得したところで、私は生徒たちに近づき、説明――臨時授業を始めた。

　直列。

　ピークになる魔力が近い人を組み合わせて、実行を一人にすることで、威力を人数分高くする方法。

　並列。

　使える魔力量が同じくらいの人間を組み合わせて、実行を一人にすることで、持続時間を人数分延ばす方法。

　その二つの理論を生徒たちに教えた。

　理論上は人数が増えれば増えるほど直列での魔法威力が高まり、並列では増えれば増えるほど魔法の持続時間が長くなる。

　話を聞いた生徒たちは半信半疑って顔をした。

　初めて聞いた話だから、そういう反応をするのは仕方がない。

「論より証拠だね。じゃあそこの二人、前に出て」

　私は最大魔力が同じくらいでグループ分けされたうちの二人に手招きした。

「まずはいつもの授業のように、それぞれそこにあるデコイをファイヤボールで撃ってみて」

「「はい」」

　一八歳の最上級生の二人は手慣れた感じで魔法を詠えい唱しようして、離れたところに設置したデコイにファイヤボールを撃った。

　この魔法学校の真の目的は帝都を奪われた場合の皇帝の再起のための砦とりでであり、生徒はそうなった時の兵力と考えられている。

　だから授業の中で、最も初歩的な攻撃魔法だけど、得意属性じゃなくてもそれなりに使えるファイアボールを誰にも使えるように教えている。

　手慣れた感じで撃ち出されたファイアボールはデコイを破壊した。

　いつもの彼らの威力で、二人とも同じくらいの破壊力だ。

「うん。じゃあ次は手を繫つないで。二人ともムパパト式で、楽にキャッチできる九〇パーセントくらいを意識してファイアボールを撃ってみて。あっ、撃つのは右の君だけでいい」

「「……はい」」

　二人は少し半信半疑の様子だったが、さっきと同じように私に指示された通りに動いた。

　手を繫いで、魔力の出力を合わせて、一つのファイアボールを撃つ。

　炎の玉がデコイを破壊する。

　威力は、はっきりとさっきの倍になっていて、デコイが跡形もなく消し飛んだ。

「本当に倍になった」

「こんなことで……？　マジかよ……」

　驚きよう嘆たんする二人をひとまずおいといて、今度は別のグループに顔を向けた。

「こっちのみんなは魔力量――つまりスタミナがだいたい同じなんだね」

「「「はい」」」

「じゃあ手を繫いで、その状態で……君、対物・対魔ま障しよう壁へきを同時展開」

「わかりました」

　こっちの生徒たちには並列を指示した。

　魔力を合わせて障壁が張られると、私の合図で、その生徒たちに向かって矢が飛んできた。

　離れたところにある台座固定式の弩いしゆみだ。矢は矢尻をつぶしたもので、殺傷力を極限まで落として障壁の練習に使われる代しろ物ものだ。

　サポートする別の先生が操作して放った矢が次々と生徒たちが張った障壁に防がれて、勢いを失って地面に落ちる。

　矢の雨あられ、その数――数百本。

　用意してあった矢が撃ち尽くされても、まだ魔法障壁は維持されていた。

「うそ……こんなに障壁が保もったの初めて」

「魔力も全然残ってる。まだまだいけるぞ」

　直列の生徒と同じように、並列で障壁を張った生徒たちも効果に驚いていた。

「もっと試そうぜ！」

「でもデコイがもうないぞ」

「矢もだ。普段は全然足りる数なのに」

「みんな少し休憩。その間に次の準備をする」

　イーサンが生徒たちに言った。

　生徒たちは声を揃そろえて「はーい」と答えた後、「しょうがないな」とか言って物足りなさそうだ。

「待って」

　生徒たちのやる気が削そがれて、緊張の糸が切れる前に私が声を出して止めた。

「どうなさいましたか副帝殿下？」

「効果を体感してもらうにはこのまま続けた方がいいと思う」

「しかしデコイも矢も――」

「代わりに僕がやるよ。みんな、さっきと同じことを続けて」

　言うと、イーサンは少しの間きょとんとして、それから頷うなずいた。

　そして生徒たちに。

「聞いた通りだ、副帝殿下がデコイと矢の再準備を済ませるまでそのまま待機」

「待機の必要はないよ」

「え？」

「障壁組、行くよ」

　私はそう言って、並列で障壁を張ってる生徒たちに向かってファイアボールを撃った。

　出力を思いっきり絞り、一つ一つをさっきの矢と同じくらいになるよう攻撃力を落として、そのかわり数百個を連続で、絶え間なく打ち続けた。

　障壁をやめかけた生徒たちが一瞬慌あわてたが、障壁は無事持ち直した。

　ファイアボールは魔法障壁に当たって――弾はじかれ続ける。

　矢と違って、私の魔力ならこのレベルのファイアボールを一昼夜撃っても魔力が切れることはない。

　延々と撃ち続けた。

　その一方で。

「直列組」

「は、はい！」

「なんですか」

「僕をデコイだと思って撃ってきて」

「え、そんなことをしたら……」

「それにあっちのもやってるし……」

「大丈夫。撃ってきて」

　ちょっとだけ強めに言うと、生徒たちは慌てて頷いて、直列で魔法出力を合わせて、威力二倍のファイアボールを撃ってきた。

　それを、私は魔法障壁で防ぐ。

　デコイと同じ効果を出すために、威力を実感させるために。

　生徒たちのファイアボールの破壊力を見極めて、ちょうど障壁の防御力と相そう殺さいされて一発で砕け散る程度のものにした。

　障壁が砕かれても即座にまた新しい障壁を張って、それを砕かせる。

　左手は弱ファイアボールで並列障壁の相手、右手は障壁で強ファイアボールの相手を同時にする。

「す、すげえ……」

「一人で俺たちをまとめて相手してるぜ……？」

「俺いろんな魔法使い見てきたけど、こんなこといっぺんにやれる人初めて見た」

「前から思ってたけど……副帝先生って本当何者なんだ？」

「こら、無駄口を叩かない。攻撃組も防御組ももっと集中して」

「「「は、はい！！！」」」

　一度注意すると、そこはさすが最上級生。

　全員が集中して、私を相手に直列と並列の練習に励むようになった。

　そして半日経たった頃には、全員がしっかり、新しいやり方を体に覚えたのだった。










05◆善人、訓練道具を改造する







　授業が終わって、解散していく生徒たち。

　新しいテクニックを覚えて、次のステージに進んで。

　全員が興奮、あるいは満足げな表情をしていた。

　それを見送る私。ふと、横からガランって音が聞こえてきた。

　振り向く私、そこにいたのは大人の女性だった。

　髪が長くて長身で、冷静沈着な大人って感じの女性だ。

「申し訳ありません、殿下」

「あなたは……さっき弩いしゆみを撃っていた……」

「カーラ・フェイスと申します、殿下」

　魔法学校の女教師、カーラは恭うやうやしく私に頭を下げた。すると、

　ガラガラガラン。

　彼女が抱かかえていた、矢尻をつぶした矢が腕の中からこぼれて、地面に落ちた。

「すみません、すぐに拾います」

　カーラはそう言って、しゃがみ込んで矢を拾い直して腕に抱えた。

　そして立ち上がり、再び、

「お騒がせしました、失礼します」

　と、立ち去ろうと私に頭を下げた。

　ガラガラガラン。

　矢がまたも腕の中からこぼれて、地面に落ちた。

「……」

「……」

　微妙な空気が流れた。

「す、すすすすみません。一度ならず二度までもお見苦しいところをお目にかけてしまって！」

　ミスの連発でカーラは慌あわてだした、目がぐるぐるしている。

　さっきまでのキリッとした長身美女の雰囲気はどこへやら、って感じで跡形もなくふっとんでいた。

「落ち着いて、ね」

　すっかり動揺してしまった彼女の代わりに、私は矢をまとめて魔法で持ち上げた。
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　九歳児の筋力には重すぎる量だが、魔法を使えばこの程度ならどうということはない。

　苦もなく持ち上げて、彼女に訊きく。

「これをどこに運べばいいの？」

「そんな！　殿下にさせるわけには」

「とりあえずあそこでいいかな」

　カーラが恐縮するのをスルーして、矢を持ったまま弩の近くまで運んでいった。

　すでにかなりの数の矢が回収されていて、弩の横で小山のように積み上げられている。

　私は持ってきた矢を山の上に積んだ。

　追いかけてきたカーラはぺこり、と頭を下げた。

「あ、ありがとうございます」

「どういたしまして」

「先ほどの授業、拝見させていただきました」

　パニックから立ち直ったカーラは、再び冷静沈着な、できる大人の女の空気をまとっていた。

「同時に双方、いえ最上級生三〇〇名の相手をしてしまうとは。さすが殿下と感服いたしました」

「ありがとう」

「それに比べてこっちは……」

　カーラは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で弩の方を見た。

　それに釣られて私も見てみると、弩の一部が壊れていることに気づいた。

「あ、壊れてる。矢が切れてたわけじゃなかったの」

「矢の数も尽きておりました、それと同時に、訓練ではこんなに長く連射をしたことがありませんでしたから、耐久性が追いつかなかったのです」

「なるほど」

「今日中に直さねば、生徒たちの実習にも支障が出ます。下級生たちも使いますから」

「なるほど。なら、僕が直すよ」

「え？　いえ、いくらなんでも、それでは殿下のお手を煩わずらわせすぎです」

「僕は名誉校長で教師だからね、生徒たちのことを優先に考えなきゃなんだ」

「殿下……」

　カーラは驚きと感動が半々に混ざった目で私を見る。

「あっ、でも……」

「どうしたの」

　一度は私がやることに納得しかけたカーラだが、再び難色を示した。

「殿下のことをいろいろ存じ上げております。魔法学校外での噂うわさも聞き及んでおります」

「はあ……」

「今回の授業もそうですが、殿下の手にかかると何もかもがパワーアップすると、もっぱらの評判です」

「そんなふうに思われてたんだ」

「この弩、生徒たちの訓練用なので威力が上がってしまうと……」

「それが心配だったんだね。大丈夫、わかってるよ。威力を上げるようなことはないから」

「は、はい。それなら……」

　カーラが納得したところで、私は壊れた弩と向き合った。

　まずは壊れた箇所を確認していく。この程度の破損ならすぐに直せそうだ。

　ふと、積み上げられた訓練用の矢が目に入った。

　パッと見、かなりの数はあるが、この程度では、これからの訓練には全然足りないってことはさっき証明されたばかりだ。

　並列の魔法障壁の訓練のためには、もっと長く撃ち続けられるようにしなきゃダメだ。

　長く撃ち続けられて、威力はそこそこ。

　この二つの条件を満たすものを、肌身離さず持っている賢者の石に訊いた。




　　　　　☆




「できた」

　日が暮れようかという頃、弩の改造が終わった。

　明日も生徒たちが使うものだから、魔法を使って超特急で作業した。

　それを見ていたカーラが、

「すごい、一瞬で修理してしまわれた……」

「じゃあカーラ、ちゃんと使えるかどうか、ちょっと試してみてくれるかな」

「わかりました」

　カーラは矢を手に取って、弩につがえようとしたが。

「待って、矢はいらないよ」

「え？」

「弦つるを引いて、空っぽのままセットしてみて」

「こうでしょうか――えっ！」

　驚くカーラ。

　彼女が弩の弦を引いてセットすると、弩自身が地面から土を吸い上げた。

　吸い上げた土がみるみる形を変えて、複数の矢になって、発射できるように弦にセットされた。

「こ、これは？」

「撃ってみて」

「は、はい」

　カーラは戸と惑まどいながらも、言われた通り弩を放った。

　弦に弾はじかれ、土の矢がまとまって飛んでいく。

　土の矢は木の矢と変わらない放物線を描いて遠くの地面に刺さった。

　直後、刺さった矢が崩壊して、もともとの土になって、大地に還かえった。

「うん、上う手まくいったみたいだね」

「殿下、こ、これは？」

「見ての通り、セットすると自動で矢を土から生成する構造にしたよ。周りに土がある限り、矢の尽きる心配もない。威力は見ての通り、当たったらすぐに土に戻る程度にはもろい。といっても形を維持して飛んでいくから、障壁なしで当たったら結構痛いと思うよ」

「……」

「これなら並列障壁の訓練もバッチリだね」

「……」

　説明を続けようとするが、気づけばさっきからカーラは絶句したままである。

「どうしたの？　これ、ダメだった？」

「そ、そんなことないです！」

　カーラは慌あわてて両手をブンブンと振った――ゴンッ！

　勢いあまって、手を山積みの木の矢にぶつけて、悶もん絶ぜつしてしまう。

　パニックになるとドジっ子が発動する体質……なのかな。

　そんなカーラは涙目になるのを堪こらえながら、私に言った。

「そんなことありません。すごいと思いました」

「そう？」

「……」

「またどうしたの？　今度は冴さえない顔で弩を見つめたりして。ダメなところがあったら遠慮せずに言ってね、生徒たちの勉強が最優先だから」

「いえ、そうじゃなくて……ただ」

「ただ？」

「噂通りで……こうしてなんでもできてしまう副帝殿下がいると、私たちはそのうち全員お役御免になって失業してしまう。と思っただけです」

「……それは困ったね」

　それは私の本意じゃない。

　なるべくそうならないように気をつけなきゃ。










06◆善人、就職率を上げる







　この日も朝から魔法学校に来て、最上級生たちの訓練を見守っていた。

　直列の攻撃魔法と、並列の魔法障壁。

　生徒たちはまだ完全にそれを使いこなしているとは言えないが、それでも以前よりはだいぶ強くなっている。

　この調子で上達していけば、卒業までには全員がマスターできているだろう。いいことだ。

　生徒たちの上達次第だけど、直列の障壁に並列の魔法攻撃もありかな。

　短時間ならなんでも防ぐ盾たてに、チクチクと長時間攻撃し続ける魔法。

　これらも教えようかなと思っている。

「まったく……信じられぬことだ」

「エリザ――陛へい下か!?」

　いきなり横に人がやってきて、話しかけられた。

　やってきたのは帝服に身を包んだ、皇帝モードのエリザだ。

　名前の方を口にしかけたけど、人前――生徒の前だってことを思い出して、とっさに言い直した。

「へ、陛下？」

「本当だ、皇帝陛下だ」

「どうしてこんなところに……」

　それでも私の声が届いてしまったのか、訓練していた三〇〇人の生徒たちがエリザに気づいて、一斉にざわめきだした。

「報告にあったから来てみたのだ。まさかとは思ったが、目まの当たりにしてなお信じられぬ光景よ」

　皇帝モードの時のエリザは口調が堅くてとっつきにくい感じがちょっとするけど、その分威厳があって、見てて惚ほれ惚ぼれとする。私は好きだ。

　そんな彼女に、私は訊きき返した。

「信じられないって、なんのこと？」

「報告があってな。アレクサンダー卿きようが一晩で生徒を十倍以上は強く育てた、と」

「報告？」

　小首を傾かしげてから、ハッとしてイーサンの方を見た。

　初老の魔法学校校長は微妙にドヤ顔をした。

　そうか、イーサンが報告したのか……まあそれが彼の職分だし当然か。

「一晩で十倍などなんの戯ざれ言ごとかと思ったが、実際自分の目で見てみると……十倍どころの騒ぎではないではないか」

「うん、運用次第では十倍以上かもね。こらみんな、何をボサッとしてるの？　陛下が来ているんだよ。だったらこれは天てん覧らん授業。ちゃんと練習して」

　私が言うと、生徒たちはハッとして、慌あわてて訓練を再開した。

　直列でファイアボールを放つ生徒たちはますます張り切ってデコイを木こっ端ぱ微み塵じんにしていった。

　並列で障しよう壁へきを張っている生徒たちは地味だが、魔法障壁をいつまでも維持できるであろう余裕を見せながら雨あられのように降り注ぐ矢を防いだ。

「よく育て上げてくれた。アレクサンダー卿、そなたに感謝しよう」

「ありがたき幸せ」

「褒ほう美びを取らせねばな、なにか望むものは」

「とんでもありません。陛下が喜んでくれたらそれで十分です」

　一瞬、エリザの顔に朱がさした。

　なぜか動揺したように見えたが、皇帝モードの彼女は一瞬で立て直した。

「そうか、いらぬと申すか」

「はい。私は仕事をしただけですから」

「時に、そなたには婚約者がいたな」

　うん？　いきなりなんの話だ？

　アンジェのことならエリザも知ってるはずだけど……。

　よくわからないけど、とりあえず答えた。

「はい。シルヴァ準じゆん男だん爵しやくの長女、アンジェリカ・シルヴァです」

「副帝たるそなたの正室に準男爵の娘では少々釣り合いがとれぬだろう。良い機会だ、余の義理の妹にしてやろう」

「陛下の？」

「うむ、それでその者は皇女……皇族の一員だ。それならそなたの身分にも釣り合おう」

「「「おおおおお！！」」」

　生徒たちがまた手を止めてしまって、一斉に歓声を上げた。

　アンジェを義理の妹にする、それがエリザの「褒美」だということを、生徒たちは全員がすぐに理解した。

　男であれば功績に対して、役職を与えたり出世させたりすればいいのだが、女性となればそれも難しい。

　そこでよくある手段として、皇帝が義理の娘にする……あるいは皇帝がエリザみたいに若かったり年齢が近かったりすると義理の妹にすることがある。

　義理の娘か妹にすれば、その娘は一躍姫に――皇女殿下になる。

　ある意味玉の輿こしのようなものだ。

「すげえな」

「今の皇帝陛下が皇室に新しく人を迎えるのってこれが初めてか？」

「ああ、名誉ある第一号だ」

　ざわざわする生徒たち。

　アンジェを皇女にか……断る理由もないし、素直に受け入れることにした。

「ありがとうございます、陛下」

「うむ。それにしても、そなたはやはり凄すさまじいな。魔法学校に送り込んで良かった」

「そうですか」

「そなたならやってくれるとは思っていたが……これほど育った生徒たち、すべてが王宮や軍で採用できぬのはもったいないな」

　エリザは少し考えてから、宣言するように言い放った。

「校長よ」

「はい、なんでしょうか」

「今年の親衛軍の採用枠、例年の二倍……いや三倍に増やそう」

「「「おおおおお！！」」」

　さっきよりも大きい、いや本日一番の歓声が上がった。

　皇帝親衛軍、この魔法学校の進路としてはあえて述べるまでもないほどの超人気就職先だ。

　何しろ皇帝直属の親衛軍、給料も良ければ名誉でもある。

　数多くの進路の中で、功績を立てたときに一番皇帝の目に触れやすい＝出世しやすいことでも知られている。

　同じことをやっても他に比べて出世が、貴族に成り上がれる確率が倍近く上がる。

　だから、毎年かなりの高倍率で競争の激しい就職先だ。

　それをエリザは三倍に採用枠を広げると宣言したのだから、生徒たちが喜びで歓声を上げるのも無理はない。

「御み心こころ、感謝いたします、陛下」

「よい、余は当たり前のことを言っている。これほど育った生徒を公職にとどめておけぬのはもったいない、とな」

「まさにその通り……ではありますが」

「うむ？　なにか反論が？」

　エリザは目をすがめて、イーサンを見た。

　イーサンは平然と、微笑んだまま答えた。

「副帝殿下であれば次々と人材を育てあげてくださるので、なんら問題はないかと」

「ふむ、それもそうだな」

　エリザはイーサンの言葉に納得した。

「改めて――生徒たちに代わり、陛下に感謝の意を申し上げます」

「感謝するのならアレクサンダー卿にするがいい。彼の教えがこの結果に導いたのだからな」

「確かにそうでございますな。さすがは副帝殿下、感謝いたしますぞ」

　イーサンがそう言うと、エリザの宣言に大喜びしていた生徒たちが一斉に私の方を見た。

　喜びを丸ごと尊敬と感謝に変えて、私を見つめてくるのだった。










07◆善人、さらに株を上げてしまう







　エリザと二人っきりになって、魔法学校の敷地内を歩く。

　彼女は帝服のままだが、周りに第三者がいないので、僕にだけするフランクな口調になった。

「ありがとう、アレク」

「え？」

「生徒たちのことよ、よく育ててくれたわね」

「お気にめした？」

「ええ、もちろんよ」

　エリザは満足げに微笑んだ。

「このまま卒業したとして、学校を出たばかりの新兵だけど、それでも能力的にはベテラン兵並みはあると思うわ。全員が間違いなく即戦力よ」

「うん、それくらいはある思う」

「だから、ありがとう」

「どういたしまして。これからももっと人材を育てるよ、エリザのために」

「――っ！」

　エリザは一瞬目を見開き、息を呑んで、微かすかに頰を染めた。

「そ、そうしてちょうだい」

「うん」

「……そういうことなら」

　なぜか顔を赤くしたエリザだが、次の瞬間いつもの彼女に戻っていた。

　口調は普通の女の子、しかし表情と見えているものは紛まぎれもなく帝国皇帝。

「今の親衛軍の現役兵も再教育してほしいわね」

「親衛軍の現役兵も？」

「ええ、親衛軍に籍を置いたまま、魔法学校に再入学させるわ」

「どうしてそんなことを？」

「そうしないと最先端の技術を学べないでしょ。一度入隊したからって退たい役えきまでぬくぬく過ごさせるつもりはないから」

「……うん、そうだね。それくらい緊張感を持たせとかないとね。親衛軍って、いざって時のエリザの安全がかかってる人たちだから」

「といってもこの魔法学校にこのまま入れるのもいろいろ無駄はあるわね。基本はできてるし、最新技術を新たに学べればいいわけだから……新設ね」

　少し考えて、エリザがぶち上げるように言った。

「新設？」

「うん、魔法学校上学院ってところかしら、それを新設するの。場所は……アレクの領地でいい？」

「え？　ぼくの？」

　いきなりこっちに振られてびっくりした。

「あたしのために育ててくれるんでしょ？」

「……うん、わかった。任まかせて」

「任せるわ」

　エリザは満足した顔で頷うなずいた。

　新しい魔法学校も任せられて、仕事が増えることになったけど、彼女を守るためには必要なことだししょうがない。

「じゃああたしはもう王宮に戻るわ。善は急げってね、すぐに話を通してくるわ」

「うん、またね」

　話がまとまったところで、エリザと別れて、彼女を見送った。




　　　　　☆




「ちょっとこれどういうこと!?」

　魔法学校でしばらくぶらついてたら、帰ったはずのエリザがものすごい剣幕で戻ってきた。

「どういうことって何が――って、シャオメイじゃないか」

　よく見ると、エリザはシャオメイの腕を摑んで、引っ張るようにして私のところに連れてきていた。

　無理矢理引っ張られてやっきたせいか、彼女は息が上がっている。

「はあ、はあ……アレクサンダー様……」

「どうしたのシャオメイ？」

「よ、よくわかりません。魔法の練習をしていたら、陛へい下かが急に」

「ふむ……どうしたのエリザ」

　訊きくと、エリザは唇を尖とがらせた。

　ほとんど見ない、彼女のすねた顔だ。

「どうしたもこうしたもない、こんな子がいるのならちゃんと教えてよ」

「こんな子って？」

「あなた、さっきやってたことをもう一度見せなさい」

「は、はい」

　相手が皇帝だからか、それとも純粋にその剣幕に気け圧おされたからか。

　上がった息が落ち着いてきたシャオメイは、若じやつ干かんおどおどした様子で、地面から生えている一輪の花を摘つんだ。

　それを両手で抱かかえるようにして、胸元で祈るようなポーズで持った。

　そのまま目を閉じて、魔力を高めた。

　魔法が起動する、シャオメイが持っていた花がみるみるうちに凍りついた。

　花はまるでオブジェクのように、氷のブロックの中に閉じ込められた。

　ある意味、虫入り琥こ珀はく。

　あっちは虫を閉じ込めた宝石だけど、こっちは花を閉じ込めた宝石のようだ。

「お見事、よくやったねシャオメイ。完全に使いこなしてるじゃないか」

「ありがとうございます、アレクサンダー様のおかげです」

　シャオメイは楚そ々そとした様子で微笑んだ。

　永久凍結の魔法。シャオメイに教えたそれは完全にマスターされていた。

「なんで言わなかったのよ！」

　私がシャオメイの成長を喜び、ほめていると、横からエリザが不満そうな声で割り込んできた。

「言わなかった？」

「ううんそれ以前よ。こんなにすごい子をどうやって育てたのよ」

「どうやってって言われても」

「さっきの生徒たちもすごかったけど、あくまで即戦力クラス」

　エリザはシャオメイをビシッと指さした。

「この子はそんなレベルじゃない！　この永久凍結の魔法、帝国が雇ってる魔術師の誰よりもすごいじゃないの」

「……あぁ」

　そういえばそうかもしれない。

　イーサンもそのようなことを言ってた気がする、永久凍結はやれる人間がいないとかなんとか。

　なるほど、シャオメイはもうそういうレベルか。

「どうやって育てたのよ」

「どうやってって……普通に？」

　そう答えると、エリザは呆あつ気けにとられて、絶句してしまった。

　ややあって、ため息をついた。

「つまり……あたしはまだまだあなたを甘く見てたってことね」

「そうかな」

「ふう、反省だわ」

　別に反省するようなことじゃないと思うけど。

　どうやら、エリザの中での私の株がさらにもう一段階上がったみたいだった。
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　エリザはため息をついたが、すぐにいつもの表情に戻った。

　割り切り、立ち直りの速さが彼女のすごさで、魅力なところだと思ってる。

「ベテラン兵の教育は他の人に任まかせるわ」

「いいの？」

「あんなの誰でもできることだし。それよりも……あなたはこういう子、こういう替えがきかないような子を育てて」

「うん、エリザがそう言うのなら」

「で、あなた……シャオメイだっけ」

「は、はひ！」

　シャオメイは軽く嚙みながら、びしっ、と直立不動のポーズで皇帝・エリザに敬礼した。

「シャ、シャオメイ・メイと申しますです！」

「あなたが欲しいわ、すぐにでも王宮に来て」

「それってスカウトってこと？」

　緊張してるシャオメイの代わりに聞いた。

「ええそうよ。これほどのことができるのなら、もう魔法学校で勉強することもないじゃない。飛び級で卒業させるわ」

「なるほど」

　私はシャオメイの方を見た。

　こういうことは本人の意志が重要だ。

　普段内気で自己主張が得意そうではないシャオメイ、ちゃんと本心を訊きこうと思った――が。

「す、すみません」

　予想に反して、シャオメイはおずおずと、しかし迷いのない目でエリザに主張した。

「私、陛へい下かのところに行けません」

「なんですって？」

「も、もう少し、アレクサンダー様のおそばで勉強がしたいです」

　眉をひそめる皇帝エリザ、それに怯ひるむことなく見つめ返す小動物チックなシャオメイ。

　食われる前のリスがドラゴンを威い嚇かくしているような構図に見える。

　二人はしばし睨にらみ合って……エリザの方が折れた。

「はあ、そういうこと？」

　口調は疑問形ながらも、何かを確信しているっぽい口調で、エリザはため息をつきつつ言った。

「まったくもう……」

　そして、今度は呆あきれた目で私を見る。

「え？　なに？」

「なんでもないわよ。シャオメイ、だっけ？」

「は、はひ！」

「そんなに緊張しなくていいよ、怒ってないから」

「は、はい……」

「話はわかった。今のことは忘れて」

「ごめんなさい、陛下……」

「いいのよ。元凶が彼なら納得せざるを得ないし。それよりも、そういうことならちゃんと勉強しなさい。彼のもとで学べるなんて、前世よっぽどいいことをしたからなのよ？」

　エリザは私を指さしながら言った。

　たしかにシャオメイは私のもとで勉強したいというのを断る理由したが、だからといってそれで私がなぜ元凶呼ばわりされるのかがよくわからない。

　わからないが、話はまとまったので、とりあえずよしと――。
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「――っ！」

「どうしたのアレク、急に血相変えたりして」

「これは……この魔力の異変――」

　それに気づいた私がパッと振り向くと、視線の先、その遠くから爆発が起きた。

　空まで煙が立ち昇るほどの巨大な爆発、少し遅れて地面が揺れた。

「いけない！」

「ちょっとアレク!?」

　エリザたちを置いて、私は飛行魔法で飛び出した。

　全速力で爆心地に向かうと、そこは魔法学校の敷地内にあるダンジョンだった。

　ダンジョンの中から煙がもうもうと上がって、そして、生徒の一団が命からがらって感じで逃げ出してきた。

「どうしたの!?」

「あっ、副帝先生……」

　生徒の一人が私を見て、気まずそうに目を逸そらした。

　見覚えのある生徒だ。

　ついさっきまで授業をしていた、魔法学校最上級生たちだ。

　全員が最上級生で、よく見れば――。

「怪け我がをしてるじゃないか、しかもこんなに大怪我を」

　仲間に肩を貸してもらって這ほう々ほうの体ていで逃げてきた生徒の中には、素人しろうと目めでもわかる全治数カ月レベルの重傷者がいた。

「いったい何があったの？　普通はあり得ないよ、キミたちはこのダンジョンのことをよく知ってる、何年間も通っているんだ。なのにこんな大怪我をするなんて」

「うっ……」

　怪我をしていない生徒たちは気まずげに、顔を背そむけてしまった。

「答えて！」

　強く迫ると、一人の生徒がおずおずと答えた。

「ち、力試しをしようって」

「力試し？」

「副帝先生から教えてもらった魔法で、普段は潜もぐらない深い階層にチャレンジしてみようって」

「最初はすいすい行ってたんです。でもそれが逆に油断に繫つながっちゃって」

「気がついたら目の前にものすごいモンスターがいて……全員の直列で力を合わせて倒そうとしたんだけど……」

　一人が告白を始めたのをきっかけに、生徒たちは次々と状況を説明してくれた。

　その時、ダンジョンがまた爆発した。

　地中から火柱が立ち昇って、ダンジョンの入り口をぶち破って天まで届く勢いで噴き出してきた。

「ひ、ひぃ！」

　生徒たちはすっかり怯おびえていた。

　腰が引けたり、地面にへたり込んだりしている。

「これはまずいわね」

「エリザ！」

　さっきの場所に置いてきたエリザが追いついてきた。

　一目でわかるまずい状況に、彼女は深刻そうな顔をした。

「エリザは離れてて」

「ええ。学校のすぐ外に待機させてる親衛軍を呼んでくるわ」

　エリザはそう言って、早足でこの場から離れた。

　判断が素早い。

　もはや生徒や教員レベルで対処できそうにないと判断したエリザは、即座に皇帝親衛軍の出動を決意した。

　それは間違ってない、エリザにできる判断で最善のもの。

　ドゴーン！！！

　だが、状況は加速度的に悪化している。

　三回目の爆発、ダンジョンの入り口はさらにぐちゃぐちゃになった。

　強大な魔力が近づくのを感じる、何かが出てくる!!

「副帝先生!?」

　心細げな生徒たちを尻目に、私はダンジョンの中に飛び込んだ。

　ダンジョンに入った瞬間、濃厚な魔力に息が詰まりそうになる。

　が、同時にそれは相手の居場所を教えてくれた。

　私は魔力の発生源に向かっていった。

　すぐに相手と出くわした。

　背中に生えた六枚の漆しつ黒こくの翼を羽ばたかせる男。

　互いに遭遇して、止まって睨み合った。

「悪魔……か」

「ああん？　なんだてめえ、ガキは引っ込んでろ」

　悪魔は手を真横に振った。

　まるで目の前に羽虫が飛んできたから払ったような仕草。

　瞬間、純粋で真っ黒な魔力の塊かたまりが私めがけて飛んできた。

　とっさに魔ま障しよう壁へきを張って、それを防ぐ。

　手が、じんじんと痺しびれた。

「……今ので無傷だと。ガキ、てめえ何もんだ」

「アレクサンダー・カーライル。それよりもあなたは何者？　なんでこんなことをするの？」

「俺様はアザゼル。知れたこと、ありとあらゆるものを全て破壊し尽くすのよ」

「破壊し尽くす？」

「生まれ変わったばっかりだから力がなかったが、ガキどものおかげで封印は解けた。この力でその目的を果たすのよ」

　そう話すアザゼルの目には狂気があった。

　そうか、生徒たちが直列で増大した魔法で攻撃したが、それがダメージじゃなくて、何かの間違いで彼の封印を解いたってことか。

　そういうことはよくある、攻撃とは突き詰めれば強大な力の奔ほん流りゆうだ。

　それはダメージとして体の組織を吹き飛ばすこともあれば、その者にかかっている封印を吹き飛ばすこともある。

　今回は後者だったってことだ。

　いや、それよりも。

「やめた方がいい、そんなことをしたら死んだ後――」

「知ってるよバーカ」

「――え？」

「悪行を重ねてしまうと次の人生がやべえことになるって言いたいんだろ？　知ってるよ、んなこと。なぜなら、俺様は連続で悪魔人生を強しいられてるからな」

「それって……」

「悪魔ってのはな、生きてるだけで全身に信じられねえくらいの苦痛が走るんだ。苦しくて、つらくて、でも多少のことじゃ死ねねえ」

「……」

「はっ、俺様は大昔によっぽどの悪事を働いたみたいだから、もう九回連続で悪魔に生まれるようにされたんだ。何をしたのかも覚えてねえのに、『そのこと』だけを覚えてるようにされたんだ。上の連中に」

「……そうだったんだ」

「どうせこの先も悪魔に生まれ変わることを強いられるくれえなら、力を手に入れたこの瞬間好き放題にやらせてもらうぜ！」

　アザゼルのその状況はとても悲しいものだった。

　深い絶望による、もうどうにでもなれっていうすさんだ心境だった。

　多分記憶が残ったままなのも、罰なんだろう。

　何度やっても悪魔として生まれ変わる、終わりのない苦痛。

　いくら生まれ変わっても魂の牢ろう獄ごくからは逃れられない。

　そんな、悲しい運命。

「――っ！」

　でも、だからといって。

　それで今目についたものを無差別に壊して回ったんじゃ悪夢は続くだけ。

　説得はきっと無理、というよりそれは彼に失礼だ。

　黙って苦しみを受け入れろ、なんて説得はダメだ。

　私は賢者の石に訊きいた。

　肌身離さず持っている、全ての知識を持っている賢者の石ならわかるはず。

　苦しみから解放する方法を。

　賢者の石は一つの方法を教えてくれた。

　とても難しい方法、だけど。

「やるしかない」

「なあにさっきからぶつぶつ言ってんだ！！」

　アザゼルが飛んでくる。

　凶暴な顔と肌にピリピリ突き刺すほどの殺意で、私に向かってきた。
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　手を突き出す、魔力を手の先端に集中させる。

　ＳＳＳランクの人生、選択次第で神にもなれたほどの魔力。

　それを、持続して出し続ける。

　人差し指と中指を揃そろえて、その先に魔力を集中。

　魔力が凝ぎよう縮しゆくして、まばゆい、小さな太陽のような玉になった。

「――なっ」

　驚きよう愕がくしつつも、突進してくる勢いが止まらないアザゼル。

　クロスカウンター、攻撃をよけつつ小さな太陽を彼の体の中に突き入れた。

「う、うおおお、うおおおおお!?」

　アザゼルは胸を押さえてもんどり打った。

「あつい、あつい、あついあついあついあついあつい――」

　苦しんで、のたうち回るアザゼル。

　次第に体の中から光が漏もれ出して、彼の体を包み込んだ。

　ふらっとした。

　魔力を全て使い切って、立っていられなくなった。

「アレク！」

「……エリ、ザ」

　私を後ろから支えてくれたのは、親衛軍を率いてダンジョンに入ってきたエリザだった。

「あなたがここまで消しよう耗もうするなんて……あの悪魔、よほどの強敵なのね」

　エリザは手を振り上げた、それに呼応して親衛軍が動きだした。

　一いつ糸し乱れぬ行動はさすが皇帝親衛軍だと思った。

「もう大丈夫、終わったから」

「そう、あれでもう倒したのね、さすがアレク」

「ううん」

　私は深呼吸して、力を入れて自分の足で立った。

「倒してはいないよ」

「え？」

　驚くエリザといっしょに、アザゼルを見る。

　光が彼を包む、その光は徐々に薄くなって、彼の体の中に溶けていく。

　やがて、光が完全におさまった後。

「……えっ？　て、天使？」

　驚くエリザ。

　そう、そこにいたのはさっきと同じ六枚の翼があるけど、悪魔ではなく、天使の姿だった。

「な、なんだこりゃ……」

　エリザだけじゃなく、アザゼルも驚いていた。

「まだ体が痛い？」

「え？　あっ、どこも痛くねえ」

「そう、良かった」

「てめえが――いや、あんたがやったのか」

「うん。これでもう破壊する理由はないよね」

「……あ、ああ」

　絶句するアザゼル、そしてエリザ。

「信じられない……悪魔を天使にした？　いったいどういうこと？」

　とりあえず、悪魔の危機は去った。
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「こ、こりゃいったいなんなんだ……」

　エリザも驚いているけど、当の本人であるアザゼルも状況を理解できないって顔で、自分の両手を穴が空くほどの勢いで見つめていた。

「悪魔だったのに……天使に変わっただと？」

「体が痛くなくなったって言ったよね。他に違和感とかない？」

「それより、これってどういうことだ？」

「そっちを訊きいてくるってことは、体の方は大丈夫みたいだね」

「……」

　アザゼルはしばらく私をじっと見つめてから、ハッとした顔で。

「あっ、そっか。あんたが神か」

「うん？」

「天使を作れるのは神だけじゃねえか」

「うーん、違うよ」

　さすがにね。

　生まれ変わるとき神になることはできたけど、私が選んだのは人間。

　正しよう真しん正しよう銘めい、人間として生まれている。

「ちょっと魔力が高いだけの、ただの人間だよ」

「そうなのか……いやそんなことはどうでもいい」

「どうでもいいんだ」

「神だろうが人間だろうが、あんたは俺様の恩人だ！」

「うん」

　医者と患者の関係に近いからね、それは間違いじゃない。

「助けてくれたこの命、あんたのために使わせてくれ――」

　アザゼルは私をまっすぐ、熱烈な眼まな差ざしで見つめて。

「――アニキ！」

　と呼んできた。

　いきなりの、しかも生まれ変わってから初めての呼ばれ方に、私は面めん喰くらった。

「アニキ？」

「おう！　俺様にできることならなんでも言ってくれアニキ！　アニキに恩返しがしてえ」

　だったらまずはその「アニキ」って呼び方を変えてくれ――って思ったけど、多分ダメだろうな。

　この手の人間――彼は天使だけど――は生まれ変わってからよく見てきた。

　父上とか義父ちち上うえとかホーセンとかその他いろいろ。

　その人たちとダブって見える。

　多分、何を言ってもアニキ呼ばわりはやめてくれないだろうな。

「はあ……はあ……ア、アレクサンダー様」

　諦あきらめ交じりの苦笑をしていると、私やエリザに少し遅れて、シャオメイがようやく追いついてきた。

　一生懸命走ってきたのか、私の前で膝ひざに手をついて、可愛らしく肩で息をしている。

「大丈夫かいシャオメイ」

「は、はい。大丈夫です。それよりもアレクサンダー様……あれ？　もう終わっちゃってますか？」

「うん、終わってる」

「わああ……さすがアレクサンダー様」

　シャオメイはキラキラした瞳で、感動の眼まな差ざしを私に向ける。

　シャオメイのそれはいつもの反応だが。

「じー……」

　それを、アザゼルが見つめていた。

　私を見つめるシャオメイになぜか関心があるようだが、

　やがて、さっきもしたようなハッとした表情で。

「あっ、そっか。アニキのいい女ひと――つまり姐アネさんなのか」

「えええええ!?　ち、違います！」

「残念だけど違うよ」

「そうなのか!?　お似合いだと思うんだがな……」

　アザゼルは残念そうな顔をした。

　そんなアザゼルを見て、私は改めて考えた。

　天使アザゼル、私を慕したい、何かさせてくれと言ってくれる彼。

　何もさせないのでは彼の気が済まないだろう、何かをさせないと。

　少し考えてから、アザゼルに言った。

「アザゼル、僕はこの魔法学校の名誉校長だ」

「おお！　さすがアニキ、その歳としで校長とかすげえ。子供校長だな！」

「ここは大事な場所だよ、でも何かが起きた時たくさんの敵に襲われる。だからアザゼル、ここを守ってくれないか」

「おお、おおお、おおおおお……」

　アザゼルはいきなり震えだしたかと思えば、そのまま膝から崩れ落ちた。

　天を仰いで、滝のような涙を流す。

「アニキから頼まれた……アニキの大事な場所……」

　ひとしきり感極まった後、アザゼルは涙を拭ふいてパッと飛び上がった。

「任まかせろアニキ！　この学校は俺様が命に代えても守ってやるぜ！」

　とても熱血だった。

「どれくらいの敵からなら守れる？」

「アニキのためだ、一〇〇万人でも二〇〇万人でも――」

「アザゼル」

　私は彼の目をまっすぐ見つめた。

　真ま面じ目めな話だ、と言外に強くたしなめて。

「どれくらいの敵なら？」

「……人間程度なら一〇万まで、丸一日はいける」

　アザゼルは私の意図を察して、真剣な顔で答えてくれた。

「そっか、ありがとう」

「ありがとうアレク」

　アザゼルにお礼を言った直後、静観していたエリザが私にお礼を言ってきた。

「これでここは、いざって時の砦とりでとしては完璧ね」

「そうかな」

「ええ。一〇万なんて想像しうる最悪の状況だし、それで一日も保もてばあなたが来てくれるでしょ」

　エリザはにこりと微笑んだ。

　そこまで私を信じてくれるのか。

　だったら……その信用に応こたえなきゃ。

　そして、報むくいなきゃ。

「……」

「アレク？」

　急に黙り込んだ私の顔を覗のぞき込むエリザ。

　そんな彼女への返事を待たせて、賢者の石に問いかけた。

　思ったことを実現するための魔法を。

　この世に存在するありとあらゆる知識を内包する伝説のアイテム、賢者の石。

　賢者の石はすぐに私が望む答えを教えてくれた。

　私は賢者の石から教わった魔法をさっそく使った。

　地面に二つの輝く魔法陣が、私の足元から広がって出来上がった。

「アザゼル」

「おう、なんだアニキ」

「エリザと契約を結んでくれないか」

「えー、その女と？　俺様はアニキのために戦いたいんだが……」

「お願い。エリザは……僕が今、一番守りたい女性なんだ」

「――っ！」

　エリザが息を呑む音が聞こえた。

　なぜか顔を背そむけてプルプル震えだして、横顔も耳もちょっと赤い。

　気になるけど……今はアザゼルの説得だ。

　私はアザゼルをまっすぐ見つめた。

　頼む、という強い意思を込めて。

　そのアザゼルは私と、そしてエリザを交互に見た。

　やがて、さっき二回もしたあのハッとした表情だ。

「あっ、そっか。その女とアニキは好き合ってて、だからアニキは彼女を守りたいのか」

「アザゼルは早とちりが多いね」

　この短期間でもう三回目だ。

　でもまあ、こういう一本気な性格も彼の魅力かな。

「それは早とちりじゃないと思います……」

　シャオメイが何かをつぶやいたが、アザゼルの説得に集中しているので聞き逃した。

「どうかな、アザゼル」

「おうさ！　アニキがそこまで言うのならなんだって結んでやるよ」

「じゃあその二つの魔法陣の片方に入って」

「おう！」

「エリザも」

「どういう魔法陣なのこれ？」

「すぐにわかるよ」

「わかった、アレクのことだしね、信じる」

　エリザは迷いのない口調で宣言した。

　アザゼルとエリザ、二人は二つの魔法陣にそれぞれ入った。

　魔法陣が煌きらめき、光が二人を包む。

　契約は一瞬にして完了した。

「じゃあ、いくよエリザ」

　私は魔力を出して、強力な攻撃力を持つ炎の魔力球にした。

　それをエリザに飛ばす。

　魔力球がエリザに当たる――瞬間。

　エリザの姿がフッと消えて、アザゼルのそばに瞬間移動した。

　いきなりの瞬間移動、エリザもアザゼルも、シャオメイもエリザの親衛軍たちも。

　その場にいる全員が驚きよう嘆たんの声を上げた。

「こ、これは……？」

「転送魔法――アレクゲートとでも名づけようかな」

　賢者の石で得た知識、かつてこの魔法を作った人間は特別名前をつけていなかったようだ。

　だからとりあえずの名前をつけた。

「アレクゲート……」

「エリザが危機に陥おちいった時、アザゼルのそばに飛ばす魔法だよ。どこにいても、アザゼルのそばに」

「どこにいても？」

「うん、都の王宮にいてもね」

「そ、そんなことができるの？」

　エリザは驚愕した。

「アザゼル」

「おう！」

「アザゼルには悪いけど、この魔法学校から離れないでね。そしてエリザがもし飛ばされてきた時は」

「任せろ！　アニキの大事な人、ぜってえに守り抜く。クサレザコどもには指一本触れさせねえ」

「ありがとう」

　ホッとする私、ぐるっと魔法学校を見回した。

　まだまだ教えることはあるが、今までとは格段に強くなった生徒たち。

　悪魔から生まれ変わった、一騎当千の守り神の天使。

　ピンチになった時、エリザを一瞬で天使のそばに飛ばすアレクゲート。

　これで、この魔法学校。

　皇帝の最後の砦は、史上最強に堅けん牢ろうになったはずだ。

「アレク」

　エリザが私の前にやってきて、まっすぐ私の目を覗き込んできた。

「本当に……ありがとう」

　エリザは、思わずどきっとするような笑顔で言ってきた。

「うおおおおお！　やってやるぜアニキ!!」
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　一方でものすごく意気込んでいるアザゼル。

　ひょんなことから天使に「アニキ」と呼ばれて慕したわれたが。

　これもＳＳＳランク――神に匹敵する者の人生だからかな、と私は思ったのだった。







第四章

01◆善人、貴族の美味しい所にワクワクする







　カーライルの屋敷。

　久しぶりに帰宅してきて、屋敷の庭で治ち癒ゆ魔法の勉強を頑張るアンジェとのんびり過ごそう――と思っていたんだけど。

「おう、魔法学校に行ってきたぜ。この目でしっかり見て、ついでに殺やり合ってきたさ。義弟おとうとが従えたヤツ、ありゃ間違いなく天使だったぜ」

「おおう、さすがはアレク。いずれやると思っていたが、こうも早く天使すら従えてしまうとはな」

　静かに過ごせない理由、それは父上とホーセン二人の存在だ。

　私が屋敷に戻ってきたのを追いかけてきたかのように、ホーセンもカーライル領までやってきて、父上と私の話で盛り上がった。

「それだけじゃねえ、魔法学校のガキどもも強くなってたぜ」

「ほう？　どれくらいなのだ？」

「最上級生の三〇〇人、前は模擬戦で蹴散らすのに三分もあれば十分だったが、この前行ったときは五分もかかるようになってたぜ」

「なんと！　帝国最強の武人であるホーセンを相手に五分も保もたすとは」

「それもこれも義弟の教えがいいからだ。自分が強いだけじゃただの一流、周りも強くしてこそ超一流ってもんだ」

「ははは、だったらホーセンはただの一流だな」

「おうよ、ただの一流だ。義弟にゃおよばねえ」

　父上とホーセン、二人はものすごく楽しそうだった。

　いつの間にか二人は飲み始めていて、この先さらに盛り上がることが簡単に予想できてしまう。

「僕の話でよくそこまで盛り上がれるね」

　私が苦笑いしつつ言うと、アンジェがニコニコと微笑みながら。

「お二人とも、アレク様が大好きなんですよ。それに」

「それに？」

「ずっと聞いてますけど、何もおかしなことはおっしゃってませんし」

「おう！　よくわかってんじゃねえかお嬢ちゃん！」

　離れたところで酒盛りをしてるはずのホーセンがこっちの会話に割り込んできた。

　二人と違ってアンジェの声は九歳の少女の声量――よりもちょっと控えめなくらいなのによく聞こえたな。地獄耳かな。

「その通り、俺たちは当たり前のことしか言っちゃいねえ。義弟は天才、一〇〇年――いや千年に一人の天才だ。なあ兄弟」

「うむ、まったくもって同感であるな兄弟」

　酒が入っているからか、ホーセンと父上はノリで「兄弟」と呼び合っていた。

　二人の年齢や立場などを考えたら何もおかしくないけど。

「俺たちの義弟に乾杯！」

「我らの息子に乾杯！」

　互いに兄弟と呼び合いながら、私のことを片や「義弟」、片や「息子」呼ばわり。

　なんかもう人間関係がメチャクチャだよ。

「おう、そういえばそろそろアレだな」

「あれ？」

「兄弟が前に言ってたあれだよ。四年に一度開くあれ」

「ああ、アレク杯か」

　父上とホーセンの会話で、私はそのことを思い出した。

　私を溺でき愛あいして、私――アレクサンダーの名前をもっと世間に広めるために、父上は私が生まれた年から、四年に一度「アレク杯」なるものを開いてきた。

　なぜ四年おきなのかというのは、短すぎず長すぎず、下準備も含めて本番が一番盛り上がるのが四年という期間だからだ。

　アレク杯だけじゃなくて、他の重大な行事、特に帝国公式の行事は、毎年やるものをのぞけば、定期的なものでは四年間隔が多い。

　そしてそれは私が生まれた翌年――一歳の時にやって、五歳の時にもやって、そして九歳の今年また回ってきたのだ。

「うむ、そろそろだ。すまないなアレク、四年前よりもアレクは断然忙しくなったが、開催期間中は――」

「わかってるよ、ちゃんと出席するし、授賞式のプレゼンターもやるから」

「おおお！　さすがアレクだ」

　今のでなにが「さすが」なのかはわからないけど、父上はだいぶ酔っぱらってるので突っ込まないことにした。

「でよ、兄弟。そのアレク杯の優勝者の賞品はなんだ？　前にも兄弟から訊きいたっぽいけど、その時まだ義弟のこと知らねえから聞き流してたんだわ」

「土地と金だ。四人家族の農民なら一生暮らせる程度の額だ」

「なんでえ、くっそしょぼいな」

「いえしょぼくはないよ？」

　四人家族が一生暮らせるほどの額だよ？

　前世の私、平民だった私の生涯年収よりも多かったよ？

　ホーセンの放言に私は突っ込んだが、意外にも父上が、

「そうなのだ。前回それでお茶を濁にごしたが、ちゃんとしたものにせねばとずっと思っていたのだよ」

　ホーセンの言葉に同調していた。

　いや父上、全然濁してません、むしろこれ以上はないほどに価値のある賞品だ。

「こういうのはどうでえ？　優勝者に義弟が一つだけ願いを叶かなえてやるってのは？」

「ふむ、悪くない考えかもしれない。どう思うアレク」

「僕は構わないけど……そんなのでいいの？」

「『そんな』じゃねえ[image: ]」

「『そんな』ではない[image: ]」

　父上とホーセンが思いっきり、声を揃そろえて私の言葉を否定してきた。

　酒が入ってるせいで、二人はいつもよりもテンションと主張が激しい。

　…………いつも通りって気もちょっとだけする。

「あの……お父様」

「うん？　どうしたアンジェ」

　二人と違って、ものすごく控えめに、アンジェが手を上げて発言した。

「私、すごく幸せです。アレク様の許嫁いいなずけにしてもらえてから、すごく、幸せな毎日です」

「うむ、当然だな」

「そこは威張らないでください父上、微妙に恥ずかしいです」

　私が突っ込むも、アンジェは構わず、話を続けた。

「もしも、ですけど。アレク様杯の優勝者が女の人なら……賞品はアレク様のお嫁さんになる権利……というのはどうでしょう」

　アンジェから出たびっくりな提案。

　だけど、まったくの前代未み聞もんというわけではない。

　ミスコンテストをやって、領地内で一番いい女性を結婚相手にする、なんてのはよく聞く話。

　むしろ貴族に嫁とつげるとなったら、みんな玉の輿こしに乗るために死ぬ気でアピールする。

　もっと開け、なんて声もちょこちょこ聞こえるくらい。

　さらに、前世が平民である私の視点からすれば、それは貴族にしか許されない贅ぜい沢たくな特権だと思う。

「どうですか、アレク様」

「僕は構わないけど……」

　アンジェを見る。

　アンジェは私の許嫁、いずれ結婚して正室になることが決まっている女の子だ。

　貴族の正室は、側室をどれだけ上う手まく管理できるかで評価される。

　アンジェのためにも、いずれはいい子たちを側室にすることも考えていた。

　だから、アンジェが望むならそのことにまったく異論はないし……実のところ、転生してから珍しく直面した「貴族の美お味いしいところ」が目の前に並べられて、ちょっとドキドキわくわくしているくらいだ。

「……うん、そうしよう」

「はい！　ありがとうございます！　アレク様！」

　自分の提案を受け入れてもらえたアンジェは無邪気に喜んだ。

　こうして、四年に一度のアレク杯の賞品が決まり。

　それが告知された結果。

　女性の参加者は、四年前の一〇〇倍を超えてしまった。










02◆善人、空間の法則をねじ曲げる







「アレク様、何を考えているんですか？」

　屋敷のリビング。

　私が窓の外を眺めながらもの思いに耽ふけっていると、それを気にしたアンジェがそう訊きいてきた。

「うん、アレク杯の優勝賞品を考えてるんだ」

「え？」

　虚を衝つかれたかのように、一瞬きょとんとしてしまうアンジェ。

　私はにこりと微笑んで安心させつつ。

「わかるよ、アンジェが不思議に思うの。優勝者には僕と結婚する権利をアンジェが提案したんだもんね」

「はい……それ、やっぱりダメなんですか……？」

「いやそんなことはない、ただ当たり前のことなんだけど、優勝者が男の人の可能性もあるじゃないか」

「…………あ」

　言われて初めてその可能性に気づいたって顔をするアンジェ。

「ご、ごごごごめんなさい！　私、すっかり忘れて」

「大丈夫」

　またにっこりと笑って、アンジェを安心させてみた。

　そう、アレク杯は別に女性のみの参加じゃない。

　普通に男も参加するし、現に前の二回とも男が優勝していた。

「父上やアンジェがなんと言おうとこれだけは譲れないけど……男の人だったら結婚とか絶対になしだからね」

「は、はい！　わかります！」

「うん、よかった」

　本気でちょっとホッとした。

　あり得ないとは思いたいが、父上とか義父ちち上うえとかホーセンとか、……あとエリザとか。

　私の周りには予想外の行動をする人物が多い。

　万が一もないとは思いたいが、男と結婚させられるようなことになりそうなら、その時はＳＳＳランクの魔力を全開で使ってでも抵抗する。

「それに、女の人が優勝しても結婚を望まないかもしれないじゃない」

「それは絶対にありえません！　絶対！」

　アンジェは強く主張して、「絶対」を二回も言った。

「アレク様と結婚できるチャンスがあるのに断る人なんているはずがありません！」

「……そっか、うん、ありがとう。だったら、優勝者が男の人だった時のことだけを考えるよ。男の人は何をもらって嬉しいのかなって、考えてたんだ」

「えっと……えっと……」

　アンジェは必死に考えるけど、今一つ思いつかなかったようだ。

「あっ、そうだ！　アレク様、ちょっと待っててください」

「うん？　うん、わかった」

　アンジェに頷うなずくと、彼女はリビングから飛び出していった。

　しばらくして、一人のメイドを連れて戻ってきた。

　メイドは若いが、屋敷の古株であるアメリアだ。

　アメリアは困った顔をしている。

　いきなり連れられてきて、何が何だか、って顔だ。

「お待たせしましたアレク様」

「どうしたのアンジェ、アメリアを連れてきたりして」

「アメリアさん、すごく物知りなんです。アレク様がいない時は、いろいろ教えてもらってるんです」

「へえ、そうなんだ」

「アメリアさん、アレク様のお話を聞いてください」

「はあ……どうなさったんですかアレク様」

　いまだに狐きつねにつままれたような顔をしているアメリア。

　私はこれまでの事情を彼女に説明した。

「というわけで、何がいいのかなって思って」

「難しいですね。成人男性なら金、土地、女あたりかと思います」

「そこだよね」

　実際、前世が普通の男だった私の感覚でもそんな答えを出していた。

　もっとまとめれば「金」の一言で終わってしまうが、ちょっと範囲を広げるというか解釈を広げたら、土地と女も候補に入ってくる。

「でもそれじゃあまり変わり映ばえがしないんだ。もともと父上が、一生食べるに困らないくらいの額を賞金にしてるしね」

「でしたら」

「うん」

「アレク様のお墨付きとか」

「お墨付き？」

「例えば農民が優勝したとして、その人が育ててる作物にアレク様の名前をつけてあげるんです。アレク様印、あるいはアレク様御ご用よう達たし。そうするだけで同じものでも価値がウナギ登りですよ」

「なるほど」

「それか、そもそも農地――住所にアレク様の名前をつけるとか」

「土地に僕の名前か……土地か……」

　その方向性で少し考えてみた私。

　ふと、頭の中にいい案が閃ひらめいた。

　カッと目を見開く、それをアメリアが気づく。

「どうしたんですかアレク様」

「いい案を思いついた。ありがとうアメリア」

「いえ、どういたしまして」

「何を思いついたんですかアレク様？」

「論より証拠、ちょっと庭に出よう」

　私はアンジェとアメリアの二人を連れて、リビングから屋敷の庭に出た。

　土の魔力球を出した。エリザの頼みでハイベア地方の反乱を鎮しずめるため地下道を掘る時にも使った、土の魔力球。

　かなり広い庭の芝生のまん中に、土の魔力球で一メートル四方のスペースを削り出した。

　そのスペースの中心に立って、目を閉じる。

　賢者の石に問いかける。魔力を高めて、一メートル四方の穴に魔法をかける。

「……よし」

「アレク様？　何かしたんですか？」

　スペースの外から、アンジェは不思議そうな顔で訊いてきた。

「僕のそばに来るとわかるよ、アンジェ」

「はい……えええええ!?」

　一メートル四方の穴に入ってきたアンジェが驚きよう愕がくの声を張り上げた。

「アンジェ様？」

「アメリアも入ってみて」

「かしこまりました……これはっ」

　アメリアも驚きに目を見開かせた。

　二人が入ってきた一メートル四方のスペースの穴、そこは一メートル四方ではなくなっている。

　空間がグングングーンと広がって、土の魔力球で地面を削ったスペースは一〇〇メートル四方くらいに広くなった。

「ひ、広くなりました」

「外に出てみて」

「はい……あっ、元のままです」

「外から見ると小さい、中に入ると広くなる……すごい！　すごいですアレク様！　これどうしたんですか！」

　アメリアは興奮しつつも状況をわかりやすく言葉にまとめて、私に訊いてきた。

「空間魔法の一種だよ。あっ、そこにもっとわかりやすいのがあるね」

　私は少し離れたところにある、庭師の道具小屋を見つけた。

　先に行って中に入って、同じ空間魔法を使ってから、二人を中に招き入れる。

「わああ！　今度は小屋が大聖堂みたいに広くなりました！」

　外から見た時は魔法をかける前と変わらないが、中だけ広くなるという魔法だ。

「信じられません……こんなの聞いたこともありません。これもアレク様しか使えない魔法ですか？」

「うん、そうだよ」

「すごいですアレク様！」

「どうかなこれ」

　アンジェは部屋の中に入ったり、出たりした。

　外からはただの道具小屋、中に入ると大聖堂並みに広くなった空間。

　それを数度くり返し。

「すごくワクワクします！」

　とアンジェは素直に感想を述べるだけだったが、一方のアメリアはここに至った事の始まりをしっかりと覚えていて。

「さすがアレク様でございます。これなら土地や空間を広げただけでなく、農地ならアレク様のお墨付きも事実上与えるという、一挙両得の素晴らしいお手並みでございます」

　と、絶賛してくれた。

　そこまでほめてくれるのなら、優勝者が男だった場合、これを賞品にすれば大丈夫だな。










03◆善人、技術爆弾で侵攻してしまう







　帝国の守護竜、カラミティの背中。

　その背中にアンジェと一緒に乗って、空を飛んで移動した。

　父上の領地の、とある村が不作ということで税の減免を願い出てきたので、そこに詳しい話を聞きに行く最中だ。

　アレク杯を控えてるし、領内の不安要素を潰つぶして回らないと、と思ってる。

「わあ……すごい景色……」

「アンジェは本当に、空からの景色が好きなんだね」

「はい！　すごく大きくて、広くて、えっと……広くて……」

　アンジェは必死に自分の中に存在する単語を搾しぼり出そうとしていた。

　言葉足らずだが、それが逆に本当に好きなんだなと感じさせる。

「あっ、もう着きそうです……」

　ふと、アンジェはちょっぴり落胆した。

　視線の先に人の住む村がある。

　周りを畑に囲まれた農村、今回の目的地。

　カーライルの屋敷から離れた、カーライル公こう爵しやく領の辺境にある村。

　それが見えたということは、空の旅もおしまいということ。

「アンジェ」

「はい、アレク様？」

「帰りは少し寄り道していこうか」

「――はい！　アレク様！」

　アンジェはものすごく嬉しそうに頷うなずいた。

　愛らしいその笑顔、見てるといろいろしてあげたくなってしまう。

　私が前世の記憶を持っている、精神年齢が数十歳のおっさんということもあってか。

　アンジェに対する感情が、まだまだ父親と娘のそれに近い。

　さて、そうと決まれば、さっさと用事を済ませたい。

「カラミティ」

「承知した」

　カラミティはゆっくりと高度を落とし、目的地の農村に着陸した。

　村の入り口、そこですでに待ち構えている者がいた。

「お待ちしておりました、アレクサンダー様」

「あなたがここの責任者？」

「はい。村長のファーマーです」

　名乗ったファーマーという男は四〇近くの中年。

　農作業で自然と鍛きたえた体はがっしりとしていて、信頼できそうな顔つきをしている。

「うん、早速で悪いけど、畑に案内してくれるかな」

「畑を……ですか？」

「実際どう不作なのか見てみたいんだ」

「わかりました、こちらでございます」

　ファーマーはそう言って、私たちを案内しようと先導しだした。

「あれ？　そっちじゃないの？」

　私は反対側にある畑を指した。

「あちらはミラー伯はく爵しやくの領地です」

「そうなの？　あっ、ここってカーライル領のはじっこだったね」

「はい、公爵様と伯爵様の領地の境目にあるんです」

「そうなんだ……こんなにくっついてるんだ」

　納得した私は、ファーマーについていった。

　彼の案内で畑にやってくると、作物はしなしなで、ほとんど枯れかかっていた。

「ひどいね……。土地はちゃんとしてる？」

「はい。アレクサンダー様のおかげで、肥料は不足なく与えられてます」

　魔法の道具袋を逆に使ったテクニック。

　魔力の強い人が持てば収納してるものは時間がたっても腐らないが、魔力が低い人が持てば逆にすぐに腐ることを利用して、その袋を農村ごとに配った。

　そのおかげで、カーライル領では肥料の使用量が増え、収穫量も増大した。

　この村にも一度来たことがあって、その時に袋を与えている。

　それが機能している証拠に、しゃがんだ私は土がちゃんと肥えているのを確認できた。

「だったら、なんで作物がこうなってるの？」

「天気です」

　ファーマーは苦虫を嚙み潰したような表情をした。

「今年は天候に恵まれなかったのです」

「それでこうなったんだ」

「村のジジババ――古い人間が言うには来年の天気も……」

「だめなの？」

「コッカー鳥が戻ってこないからだとか」

「ふむ」

　頷きつつ、肌身離さず持ってる賢者の石に訊きいた。

　コッカー鳥、普通の鳥だが、環境の変化に弱いため、古くから「気候が安定している土地」に住むことで知られ、農民たちの間ではその年の天気を占う貴重な鳥らしい。

　なるほどね。

「それは厳しいね」

「なので……アレクサンダー様！」

「わわ」

　ファーマーがいきなり私に土下座して、隣にいたアンジェが慌あわてた。

「どうか、どうか今年の税を――」

「土下座はいいから」

「なにとぞ！」

　よほど切せつ羽ぱ詰つまってるのか、ファーマーは頭を地面にこすりつけたまま、上げようとしない。

「それよりも状況をなんとかしよう」

「え？」

「天気がよくなかったというのは、具体的にどう良くなかったの？」

「なにが、とは？」

　膝ひざをついたまま、私を見あげながらきょとんとするファーマー。

「冷害？　それとも雨不足？」

「冷害……ですが」

「なるほど」




　このあたりでは冷夏だったからこうなったのか。

　私は少し考えて、いつものように賢者の石に知識を求めた。

　ありとあらゆる知識を持っている賢者の石、すぐに私が求めた知識を答えてくれた。

「……うん、ちょっと離れてて。アンジェも」

「ど、どういうことですか？」

「アレク様に任まかせておけば大丈夫ですよ」

　アンジェは愛らしい表情で、ファーマーを促うながして、一緒に私から離れた。

　周りを見回して、畑を確認。

　範囲をちゃんと確認してから、魔法を使う。

　魔法陣が足元から広がって、その後薄い膜まくのようなものがドーム状になって、畑を覆おおった。

　ひと塊かたまりの土を拾って、頭上に張った膜に向かって投げつけた。

　物理的な膜は土の塊を弾はじいた。

「うん、これで良し」

「こ、これは？」

「これは――アンジェは知ってるかもね。ほら、屋敷の薔ば薇ら」

「お母様が大好きな、薔薇を育ててるガラスの部屋ですか？」

「そうそれ。あそこ、一年中温かかったよね」

「はい。あっ、それと一緒なんですね」

「そういうこと」

「……そ、それって」

　ファーマーは驚きよう愕がくした。

「聞いたことがあります、貴族様の屋敷にしかないガラスの部屋……確か温室という……」

「うん」

　ガラスは貴重品だ。

　平民だとそもそもガラスを使わない家があるくらい高価なものだ。

　それを丸ごと建物に使った温室は、貴族にしか許されない贅ぜい沢たくなもの。

　しかしそこは農業に携たずさわるもの。

　さっき見た村にガラスはほとんど使われてなかったが、植物が安定して育つ温室の存在は知ってるみたいだ。

「こ、これが……」

「これなら気温は上昇する、作物は順調に育つね」

「は、はい！」

　ファーマーは嬉しそうな、救世主を見るような目をした。

　すくなくとも彼の不安が晴れたとわかる反応。

「よし、村の畑全部に張ってしまおう。案内して」

「……ッありがとうございます！　ありがとうございます！！」

　ファーマーは膝をついたまま、何度も何度も私に頭を下げた。

　そのファーマーの案内で、村の畑全部に魔法をかけて、露ろ天てんに見えるが実際は魔法の温室にした。

　一通りやって、最初の畑に戻ってくると。

「あぁ……本当に温かくなってる」

　感嘆するファーマー。

　最初に温室にした畑の気温が早速上がりだしたのだ。

「やっぱりすごいですアレクサンダー様」

「うん。畑はこれで全部？」

「はい！　本当にありがとうございます！」

「どういたしまして」

　これで一件落着、と、私はアンジェの方を向いて。

「帰ろっか、アンジェ」

「はい！」

　約束してた空のデートの続きをするために、アンジェの手を取って、一緒に村の中心部に戻った。

　そこにカラミティを待たせているのだ。

　そうして村の中心部に戻ってくると、カラミティのそばに村民の一団が待ち構えていた。

　村民たちは私を見ると、いきなり全員でひれ伏した。

「ど、どうしたの？」

「お前ら……」

「ファーマー、どういうことなの？　彼らをやめさせて。これ以上のお礼はいいから」

「それが……」

「村長なんでしょ？」

「そうなんですけど……あいつら、隣の村の奴らなんです」

「隣の……あっ、ミラー伯爵の」

「はい……だからうちの村の連中じゃなくて」

　自分の命令は聞かない、と難しい顔をするファーマー。

　村長だから命令してやめさせろ、って思ったが、そもそも別の村の住民ならそれも無理か。

　いや、そんなことよりも。

「本当にどうしたの？　なんでいきなり」

「アレクサンダー様！」

　平伏している男たちのうち、まん中の一人が顔を上げて、私を見つめた。

「そっちのことを見てました」

「こっちの……温室のこと？」

「袋の時からずっと思ってました。俺たち――」

　男がそこでいったん言葉を切ると、ほかの村民たちも一斉に顔を上げて、声を揃そろえて。

「「「ずっと、アレクサンダー様の民たみになりたかったです!!」」」

「……僕の？」

「どうか！　俺たちをカーライル領に入れてください！」

　隣村の人たちは、ものすごく強い眼まな差ざしで私を見つめた。

　つまり……ミラー伯爵領を抜けて、カーライル公爵領の領民になりたいってことか。

「わわ、領地替えを村の人から切り出されるの、初めて見ました。すごいです」

　アンジェがちょっとアワアワする。

　私も初めてそんなのを聞いて、だいぶ驚いてしまった。










04◆善人、四人分の仕事をする







　隣の村の村民たちが私に頭を下げ続けている。

　気持ちはわかるが、ここで私が「うん」って頷うなずくといろいろ問題が生まれる。

　他領の住民を受け入れるのは複雑で、微妙な政治問題だ。

「わかった。いろいろ掛け合ってみるから、しばらく待って」

「……はい」

　ひれ伏している集団の中央にいる人物、おそらくは向こうの村長だろう。

　その人物がすこし落胆した。

　頼み込んでカーライル領に入れてもらおうという思おも惑わくがありありと見えた。

「ところでそっちの住民の数は？」

「えっと……一二七人……ですが」

「そっか」

　私は自分の収納袋を取り出した。

　カーライル領で余よ剰じよう作物を買い取り続けた収納袋、一万人単位を養える食糧が入っている。

　そこから食糧を取り出して、道ばたに――こっち側の領内に食糧を積み上げた。

　積み上げた分は小さな山くらいの分量があった。

「こ、これは？」

「ファーマー」

「は、なんでしょう」

「さっき見たような、育ち切らなくて食べれない作物は肥料になるよね」

「はい……そのつもりです」

「これから作物は安定して育つし、肥料は大量にいるよ。だからどっかからそういうのを買い取って肥料にするといい。原資はこれ、一三〇人分くらいの食糧かな。これで、どことどう取引するかは任まかせる」

「――っ！」

「「「ありがとうございます！」」」

　ファーマーと向こうの住民たち、双方は同時に意図を理解して、一斉に私に頭を下げてきた。

　副帝でアレクサンダー同盟の盟主である私がよその民たみに施ほどこしをしてしまうと内政干かん渉しようになるけど、現地の住民が物々交換で商取引する分には何の問題もない。

　さて、当面のことはそれでいいとして……あとは畑だな。

　一番いいのは向こうの畑も温室にしてしまうことだ。

　だがこれが難しい、物は今みたいに置いていけばいいが、魔法をかけるのは「私がやった」という行為になってしまう。

　問題は……ないと言えばないのかもしれない。

　皇帝であるエリザに話せば、鶴の一声で何もかも解決する。

　そうするべきか、と少し悩んだ。

「むぅ……」

「あっ……。アレク様、これ落としました」

「うん？」

　アンジェから拾ってもらったものを受け取った。

　それはシャオメイが作ったもの。永久凍結の魔法で作った、花入りのオブジェ。

　どうやら腕を組んで首を捻ひねってた時に落としてしまったようだ。

「……永久凍結か」

　受け取った瞬間、頭の中で何かがぼんやりと浮かび上がり、すぐにそれがはっきりと形になった。

　永久凍結の魔法、今や人間でそれができるのはシャオメイだけで、通常は魔導具で発動させる魔法。

　魔導具。

　肌身離さず持っている賢者の石に訊きいた。

　魔法を魔導具にする方法を。

　すぐに答えが返ってきて、それを実行する。

　まずは魔力球を作った、白の魔力球を三つ。

　次に魔法を使った、土地に透明な膜を張って、温室にする魔法。

　その魔法が発動する直前に、用意した魔力球を三方向から同時にぶつけて、強くて純粋な魔力で、魔法の効果を固定した。

　すると、水晶玉のようなものが出来上がった。

　中にまだらな模様が渦巻く、綺麗な水晶玉。

「アレク様、それってなんですか？」

「温室の魔導具、これを使うとさっきのあの魔法が発動する」

「えええええ!?　ま、魔導具って一人で作れるものなんですか？　あれってたくさんの魔法使いが協力して作るものだってご本で読みましたけど」

　それは誤解だ。

　あらゆる知識を持つ賢者の石が言うには、同じ出力の魔力を同時に四ライン出せれば作れる。

　あえて例えるのなら「四本の利きき手があれば作れる」もので、じゃあ一人では無理だね、ってことだ。

　ただし四本の利き手を持つ人間がいれば一人でも作れる。

　私の魔力はＳＳＳランクと常人を超越したものなので、一人でも作れた。

　論より証拠。

　もう一度魔力球を三つ出して、温室の魔導具を作ってみせた上で、アンジェに言った。

「こんなふうに、疑似的に四人分の作業を一人でしてみたんだ」

「うわぁ……すごいです、さすがアレク様」

　アンジェが感心し、納得したところで、私は魔導具を生産し続けた。

　あっという間に、水晶玉のような魔導具が数十個積み上げられた。

「ファーマー」

「は、はい！」

「今聞いた通り、これは温室を作る魔導具。これも取引は任せるよ」

「わかりました！！」

「「「ありがとうございます！！」」」

　向こうの村の住民たちがさらに一斉に頭を下げた。

　これで、両方の村とも大丈夫だろう。










05◆善人、撃破と治療を同時にする







　昼間のカーライル屋敷の中、アンジェの魔法の勉強を見てあげていると、メイドのアメリアが報告にやってきた。

「アレク様、お客様がお見えです」

「お客様？　父上じゃなく、僕に？」

「さようでございます」

　アメリアははっきりと頷うなずいた。

　なんというか……珍しいな。

　この屋敷は、公的には公こう爵しやくである父上の屋敷で、私はただの公爵の息子って扱いだ。

　だから来客のほとんどは父上の客で、私を訪ねてくるのは非常に珍しい。

　あるとすれば義父ちち上うえかホーセン、エリザといった近しい人たちくらいだ。

「どんな人なの？」

「名刺を預かっております」

　アメリアはそう言って、黄金の板を私に手渡した。

　貴族の名刺は、主おもに初めて訪問する相手に渡すことが多い。

　自分の身元と立場を証明、あるいは「主張」するために使われる。

　だから名刺の造りが豪華で仰ぎよう々ぎようしくなることがほとんどだ。

　アメリアが渡してきたのはまさにそういうタイプの名刺。

　純金製で、普通の子供じゃ片手では持てないほど重い黄金のプレートだ。

　名刺を受け取って、刻まれた文字を読む。

「アルバート・ミラー伯はく爵しやく……」

「ミラー伯爵って、アレク様ッ」

「うん、そうみたいだね」

　先日同行したアンジェはすぐに気づいた。

　そう、あの辺境の村。

　私の技術に心を打たれて、カーライル領への移住を求めてきた者たちの村。

　そこはミラー伯爵領――この名刺の持ち主の領地だ。

「このタイミング、まったくの無関係ではないね」

「いかがなさいますか」

「もちろん会うよ。丁重にご案内して。僕もすぐに行くから」

「かしこまりました」

　アメリアが去った後、アンジェが怯おびえた顔で私を見た。

「アレク様……もしかして……怒られますか？」

「どうだろうね……うん、ちょっとは怒られるかもしれないかな」

　あの村ではなるべくミラー伯爵のメンツを潰つぶさないように、回りくどいやり方で村の人々を救済したが、世の中にはその回りくどさを逆に嫌う人間もいる。

　良かれと思ってやったことが逆効果と出ることもよくあるのだ。

　さて、どうなるかな。




　　　　　☆




　応接間にアンジェと一緒に（来ると言って聞かなかった）やってくると、中には一人の老人がいた。

　髪も髭ひげも真っ白で、目は糸のように細くて、穏やかな微笑みを浮かべている。

　好こう々こう爺や。そんな言葉が頭の中に浮かんだ。

「ほっほっほ、ボウズが副帝殿下かね」

　声も穏やかで、人の好よさげなおじいさん、って感じだ。

　隣にいるアンジェがホッとして、はっきりと胸を撫なで下ろしたのが気配で伝わってきた。

　老人が座ってるソファのそばまで行き、軽く頭を下げた。

「初めまして、アレクサンダー・カーライルです。ミラー伯爵に会えて、とっても嬉しいです」

「ほっほっほ、礼儀正しいのう。そちらの娘さんは？」

「ア、アンジェリカ・シルヴァです！　アレク様の許嫁いいなずけです」

「なるほど、ボウズの嫁さんか。うん、多めに用意してきて良かったぞい」

「多めに用意？」

　どういうことだ？　って思っていると、ミラーはどこからともなく紙箱を取り出して、ソファの前のテーブルに置いて、蓋ふたを開けた。

　箱の中にはケーキがあった。

　イチゴをふんだんに使った美お味いしそうなケーキ。

「わあぁ……」

　普段はしっかりしていても、そこはやはり九歳の子供。

　アンジェはケーキに目を輝かせた。

「ほっほっほ、ケーキはお好きかな」

「はい、大好きです！」

「それは良かった。是非召し上がってくだされ」

「……アメリア、これを切り分けてきて」

「かしこまりました」

　ここまで案内してきたアメリアは紙箱ごとケーキを受け取った。

「アンジェもアメリアと一緒に行って。好きな大きさに切ってもらって。あっ、ついでにケーキに合うお茶も」

「はい、アレク様はどうしますか」

「アンジェと同じで」

「わかりました！」

　アンジェは嬉しそうに頷いて、紙箱を持ったアメリアと一緒に応接間から出た。

　二人が出ていって、ドアがパタン、と閉められた瞬間。

「聡さといじゃねえかボウズよ」

　ミラーの口調がいきなり変わり、糸のように細められていた目がカッと見開かれた。

　部屋の温度がいきなり、一〇度近く下がったような気がした。

「なんのことですか？」

「とぼけんじゃねえ、わしが小手試しした瞬間メイドと嫁を遠ざけたじゃねえか」

「……」

　そう、豹ひよう変へんしたミラーが言う通りだ。

　彼が「召し上がれ」と言った瞬間、ものすごいプレッシャーが私にのしかかってきた。

　ピンポイントでかかってきたプレッシャーは、混じりっ気のないピュアな生命エネルギー。

　魔力とは違う、武の達人の放つ「気」ってヤツだ。

　それで押してきたから、私は同等の魔力で抵抗しつつ、二人を応接間から遠ざけた。

　気と魔力、私たちは今、腕相撲でがっちり手を組んでスタート待ちのような状態だ。

「どうしていきなりこんなことをするんですか？」

「わかりきったこと聞くんじゃねえボウズ。わしの領土を掠かすめ取ろうとしたそうじゃねえか」

「あれは――」

「おうボウズ、わしの二つ名、知らねえとか言わねえよな」

「……皆殺しのミラー」

　村の一件の後、必要だと思って、ミラー伯爵に関する知識を賢者の石から聞いた。

　アルベルト・ミラー。ホーセンと同じく、帝国では武人として名を馳せた男。

　ホーセンの武力が一〇〇だとすれば九九くらいと、純粋な強さでは帝国では二番手。

　しかし戦場に立ったとき、ホーセンが敵のみ粉砕するのに対して、ミラーは敵味方関係なく皆殺しにすることから、その異名がついてしまった。

　元々は名もなき一いつ兵ぺい卒そつだったが、ある日急に強くなって、敵味方関係なく暴れだしたらしい。

　生涯通して打ち立てた功績はホーセンに匹敵するが、味方殺しが多すぎて、公爵になったり男だん爵しやくまで下げられたり。

　爵位が乱高下する人生を送って、最終的に今の伯爵に落ち着いた。

　文字通りの狂犬、誰もが敬遠して関かかわり合いになりたくないと思われている人物だ。

「よく知ってるじゃねえか。そのわしの領土にちょっかい出してくるたあ、この落とし前、きっちりつけてもらおうじゃねえか」

「むっ」

　プレッシャーが強くなった。

　ミラーの「気」が一瞬で倍近く膨ふくれ上がった。

　抵抗せざるを得なかった。

　このまま押し切られてしまうと体が押し潰つぶされる。腕相撲で言えば腕が叩きつけられてへし折られる状態だ。

　だから私は魔力の出力を上げて、抵抗した。

「無駄だ無駄だ無駄だぁあああ！　ケツの青いボウズがわしに手向かうなど無駄あぁ！」

　激高するミラー。

　初対面の時とはもはや別人、好々爺の雰囲気など見る影もない。

　ミラーは血走った目で、口からもよだれを垂れ流してさらに圧をかけてきた。

　ドス黒く、あきらかに殺意が籠こもった気。

　このままではやられる、と、私はムパパト式で魔力の波を掬すくって、ピークの出力を探して、一気に押し返そうとした。

「――っ!?」

　波を感じ取っていると、同時に向こうの「気」の波も拾ってしまった。

　おかしかった。とてもおかしかった。

　ミラーの気は、ところどころメチャクチャ弱い。

　普段の出力が一〇〇だとすれば、数秒に一回、コンマ何秒かのレベルでゼロに落ち込むことがある。

　それは普通あり得ない。

　魔力も気も、人間の体から出るエネルギーだから体調に影響される。

　生きている限り、出し続けてる間は一瞬とはいえゼロになることはあり得ない。

　完全にゼロなんて、死ぬかそれに近い状態でもない限りあり得ない。

　抵抗しつつ、状況を分ぶん析せき。

　その原因を賢者の石に訊く。

　すぐに、答えが返って――。

「わしを相手によそ見かボウズ！　そりゃ命知らずってもんだろうがあ！」

「くっ！」

　さらに倍近くの気が押し寄せてきた。

　このままじゃ潰される、ムパパトで九九％の出力を掬って、魔力を一気に押し出した。

「がはっ！」

　ミラーの気を押し返した。

　プチン！　という音が聞こえた。

　老人はふらつきながら後ずさって、仰向けで大の字になって倒れた。

　直前まで圧倒的に巨大で、部屋を覆っていたミラーの気が、みるみるうちにしぼんでいき、今は見た目とほとんど変わらない、弱々しい老人そのものになった。

　完全に押し勝ったことで、一時的に弱まっているようだ。

「か、かかか。やるじゃねえかボウズ。あー……もうわしも年ねん貢ぐの納め時か。よし、殺せボウズ――」

「まだ、どこか痛い？」

「――は？　なにを言っとる」

「痛いところ、まだある？」

　改めて聞いた。

　ミラーは一瞬きょとんとしてから、パッと上体を起こし、地べたであぐらを組んだ姿勢で、自分の頭を押さえ、さすったり、撫なで回したりする。

「ねえ、ねえ、どこにもねえ！　五〇年間続いた頭痛がどこにもねえぞ！」

　ミラーの声は驚きの中に、あきらかな喜びの色があった。

「なんか変な呪いがあったから解いてみたけど、無事解けて良かった」

「呪い!?　呪いだったのか」

「うん……知らなかったの」

「知らねえ！　これまでどんな医者でも魔術師でも『わからねえ』って匙さじを投げてきたんだ。ボウズ！　どうやってわかった？」

「どうやってって、そういうものだからわかったとしか」

　答えると、ミラーはポカーンとなった。

　が、それも一瞬のことで。

　彼はすぐに破は顔がんし、天を仰いで大笑いした。

「わしを倒しただけじゃなくて、あの一瞬で治療――解呪までやったのか」

「うん――」

　私はハッとした。

　この流れ、私は知ってる。

　既き視し感かんがある、何回もやってしまった流れ。

「かーかかかか。すげえなボウズ！」

　案の定、大喜びするミラー。

　その反応は、父上や義父上、ホーセンたちの反応とかぶる。

「気に入ったぞボウズ！」

　あぁ、やっぱり同じ流れだった。










06◆善人、最強と最凶のケンカを片手間で止める







　帝都。

　王宮にある、謁えつ見けんの間。

　カーライルの屋敷から瞬間移動魔法で飛んできた私は、皇帝・エリザベートに拝謁していた。

「というわけで、アルベルト・ミラー伯はく爵しやくを同盟の一員として加えたく」

　あの後、私のことを気に入ったミラーが自分も同盟に入りたいと言ってきた。

　父上たちと同じノリなのがもうはっきりしているし、同盟に加われば例の村の一件もまったく問題がなくなる。

　私がちょっとげっそりする以外なんの問題もないので、早速魔法でここまで飛んできて、エリザに許可をもらおうというわけだ。

「差し許す……というより」

　エリザの表情が変わった。

　威厳のある帝国皇帝から、親しみやすいエリザに。

　エリザは、驚きを隠せない――って顔をする。

「よくあの狂犬を手て懐なずけたわね。さすがアレクだわ」

「皇帝に対してもあんなだったの？」

「敵、飼い主、そして自分自身。全部を咬かみ殺さずにはいられないような生き様よ」

「自分自身もなんだ……」

　それは予想以上だ。

　皆殺しのミラー、「皆」は他人ばかりと思っていたけど、自分自身も入っていたらしい。

　まあ……今となってはわからなくもない。

　それは多分呪いのせいだ。

　ミラーは呪いが解けた後、五〇年間続いた頭痛がなくなったと言ってる。

　呪いによる狂犬みたいな性格と、頭痛のせいで攻撃的になっていたと考えれば納得がいく。

「まあ、そのうちわかるわ……ってもう手懐けたのならこの先見られないわね」

「多分、そうかも」

　何しろ父上たちと同じようなノリになってたから。

「なんにせよそれはいいこと。同盟の件わかったわ、好きになさい」

「ありがとうございます、陛へい下か」

　これで、アレクサンダー同盟に、メンバーが正式にまた一人加わった。




　　　　　☆




「……」

　瞬間魔法でカーライルの屋敷に戻ってきた私は目を疑った。

「うおおおおおりゃああああ！」

「カアッ！　カカカカカカカクカカカカアァッ！」

　……怪獣大戦争？

　屋敷の庭で、なぜかホーセンとミラーが戦って――いや殺し合っていた。

　ホーセンは身長の三倍もある大おお太だ刀ちをぶん回して、届く範囲内の木や草や庭石など、ありとあらゆるものを粉々にしてる。

　一方のミラーは素手……に見えるが手の色が紫がかった黒で毒々しく、ちょっとでも触れた物をどろどろに溶かしていた。

「うらああ！　クソジジイが！　てめえのその面つらが前から気に食わなかったんだ！」

「ヒヒ、ヒヒヒヒヒ！　それはお互い様じゃい。そのやかましい声を出す喉のどをグズグズに溶かしてやるよお！」

　怒りと狂気、敵てき愾がい心しん丸出しの二人、その戦いは熾し烈れつを極めている。

　うかつに二人の間に飛び込んだらただじゃすまない、下へ手たをすれば跡形もなく消し飛ばされそうな、そんなものすごい殺し合いだった。

「アレク様！」

　戻ってきた私を見つけたアンジェが、慌あわててこっちに駆け寄ってきた。

「アンジェ、これどういうこと？　何があったの？」

「それが……ホーセン様が遊びに来て、それでミラー様と鉢はち合あわせしたんですけど、どうしてかいきなり二人が戦いを始めてしまって……」

「ふむ……話を聞くに、どうやら二人とも前からお互いのことが嫌いだったみたいだね」

「どうしましょうアレク様」

「うーん」

　眉をひそめる。

　互いに嫌い合ってるのは仕方ないこととして、この場はとりあえず止めよう。

　暴れ回るホーセンとミラー。

　帝国のツートップの武人のぶつかり合いは、冗談ではなく放置すればこの屋敷を廃はい墟きよに変えかねない勢いだ。

　それに、多分どっちかが……最悪両方とも死ぬ。

　殺し合いの域で戦ってる二人は、すでに両方ともそれなりの傷を負っている。

　傷で動きが鈍にぶくなると思いきや、それに反比例してあたり一帯を包む殺気が濃くなっていく。

　うん、早く止めよう。

　止めないとダメだ。

　私は深呼吸して、魔力を放出しつつ、二人の間に飛び込んだ。

　右手でガシッとホーセンの大太刀を摑んで、左手でミラーの毒どく爪づめを受け止めた。

「義弟おとうと！」

「ボウズ！」

　二人は私の出現に驚く。

　殺気が薄まった、二人とも私にいつもの表情を向けてきた。

「俺の刀を止めるとは、さすが義弟、底が見えねえな」

「わしの毒爪に触れたのになんともないじゃと。いやはやボウズには驚かされるばかりじゃ」

「うん？」

「ほう？」

　私をそれぞれ褒ほめた後、二人は互いに見つめ合った。

　ほんの少しだけ残っていた殺気が、みるみるうちに消えていく。

「なんだ、てめえ、義弟を殺とりに来たんじゃねえのか」

「おまえさんこそ、ボウズを利用する腐れ外げ道どうじゃなかったのか」
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「んなわけあるかよ。義弟を利用？　んなヤツがいたらこの円えん天てん刀とうで跡形もなく切り刻んでやる」

「なんじゃ、気が合うではないか。わしもおまえさんがそういうヤカラと思い込んでいたからこそ、生いかさず殺さず、丸一日かけてじっくりと骨まで溶かそうと思っていたんじゃ」

「……」

「……」

　私の頭上で、私を挟んで見つめ合う二人。

　やがて二人は手を出して、ガッチリと握り合った。

「話がわかるじゃねえか、頭からっぽのクソッタレだと思っておったが」

「てめえこそ、誰かれ構わず嚙みつくクソジジイだとずっと思ってたけど、見る目はちゃんとあるじゃねえか」

「かかか、ボウズを見りゃそうなるわい。浄化されたのよ」

「なに！　そんな羨うらやましいことをされたのか！」

　なにやら通じ合った二人。

　さっきまで本気の殺し合いをしてたのが噓のように意気投合した。

　二人は刀と爪、それぞれの武器を収めつつ、「おっと」って感じで私を見た。

「すまねえな義弟、暴れて悪かった」

「許せボウズ、詫わびになんでもするのじゃ」

「そうだ、庭をぐっちゃぐちゃにしたから直さねえと」

「そうじゃった、手伝うぞ」

「それなら大丈夫」

　私は周りを見た、いや確認した。

　二人の怪獣大戦争で、荒れ地にまっしぐらだった庭は、すでに元通りに直っている。

　飛び込んで、二人を止めたのと同時に修復魔法をかけといたのだ。

「それなら大丈夫？　……って本当だ」

「いつの間に……ボウズがやったのか？」

「うん。それより二人とも怪け我がはどんな具合？」

「え？　そういえばなんともねえ」

「わしもじゃ……腕が斬ざん撃げきを受けすぎて膾なますみたいになっていたはずじゃが……ボウズが？」

　頷うなずく。

　飛び込んだ時、二人の怪我も治しておいた。

　帝国のツートップの二人、武力一〇〇と九九の二人。

　その二人が殺し合ってて、もしかしたら気がつかないだけで、すでに致命傷を負ってる可能性もあるから、実は庭よりも先に治ち癒ゆ魔法をかけたんだ。

　二人とも無事治ってるようで何よりだ。

　ホーセンとミラー、二人はしばらくきょとんとしてから――同時に大笑いした。

「がーはっははは！　こりゃ一本取られた。まさか止めるだけじゃなく、庭を直すのと同時に俺たちの怪我も一緒に治しちまうたあな」

「うむ。わしらの時代は終わり、というわけじゃな」

「てめえは気づくのがおせえ、んなの義弟が生まれた瞬間終わっとるわ」

「おまえさんだって今思い知ったくせによく言う」

「はは、ばれちまったか」

　二人はさらに意気投合した。

　なんというか……うん。

「はわ……アレク様すごいです……」

　いや、すごいのは二人の変わり身だろ、と私は思ったのだった。

　何はともあれ、無事に事が収まって良かった。










07◆善人、専門家の２歩先を行く







　ミラー領、カイエラ村。

　ここまで同行してきたミラーと肩を並べて、この村の畑を眺めていた。

　視察。

　ミラーがアレクサンダー同盟に入り、辺境の村がその恩恵を受けたことで、早速ミラー領内各地からいろいろ救いを求める声が上がってきた、その一つがこのカイエラ村だ。

　私とミラーの前に荒れ果てた畑があり、背後の少し離れたところで村人たちがハラハラしながら見ている。

「かなり畑が荒れ果ててるね、石とか木の根っことかいっぱいだ」

「まずいのかそりゃ」

　ミラーはきょとんと訊きき返してきた。

「うん、これじゃまともに耕作できないと思う。見た感じだいぶ長いことこうなってたようだけど、今までどうしてたの？　これじゃ作物はまともに採とれないでしょ？」

「ケンカ」

「え？」

「いろんなところにケンカふっかけて、それでぶんどった戦利品でまかなってた」

「それ……ケンカじゃなくて略奪だよね」

「そうとも言うな」

　ミラーはカカカと笑った。

　呪いが解けたことで、険が取れて。

　白い髪とヒゲで笑うミラーは初対面の印象通りの好こう々こう爺やって感じだが、やっぱり言ってることがどことなくやばい。

「だってそいつら税を払えねえって言うんだもん、したらケンカふっかけてよそから奪うしかあんめえ？」

「税を上げたりしなかったの？」

「なんで？　乾いた雑ぞう巾きん絞っても出ねえもんは出ねえだろ」

「……なるほど」

　きょとんとした顔で言い放つミラー。

　領地経営は放棄してるし、人格的にちょっとやばかったけど、圧政者ではなかったみたいだ。

「ボウズ、これをどうすんでい？」

「そうだね、まずは土からかな」

「土？」

「岩とか木の根っことか、全部取り除いてふかふかの土にするよ。そうしないとまともに作物が育たないもんね」

「ボウズよ、そりゃ無茶ってもんだろう。こいつらみたいに地上に出てるのをどけるのは簡単だけど、地中にも山ほど埋まってんぜ？」

　ミラーはとんとん、と地面を踏んだ。

　そこは達人、感触でわかるんだろう。

「しかもこの畑の広さ、何千人かが総出でかからねえと、まあ今年の種まきとか間に合わねえだろ」

「大丈夫、見てて」

　私はそう言って、片手を垂直に空に突き上げた。

　魔力を手のひらに集めて、魔力球を作る。

　七色のうちの、土の魔力球。

　かつてエリザと一緒に反乱軍の砦とりでに潜入した時に使ったあの魔力球だ。

　ただ、あの時とは違って、今度は巨大サイズを作る。

　手のひらの上に、私の体の数十倍のサイズの魔力球ができた。

　まるで巨岩のようなそれを、荒廃しきった畑に向かって投げつけた。

　ついでに手のひらサイズのものも作って、時間差で投げつける。

　土の魔力球は、土や岩、木の根っこなど、そこにあるものをまとめて呑み込んで、粉砕した。

　畑一つ呑み込んで、ありとあらゆるものを砕いて吐き出す。

　魔力球がしばらく留とどまって、やがて消えた後。

　大地は、地中まで含めた全てを一回粉砕されて、粉々でふかふかの土になった。

「うん、これでいいかな」

「まじかい、一瞬でやりやがった」

「わかる？」

「おう、ボウズの言う通り、ふかふか、挽ひきたての小麦粉みてえだ」

　さすが達人だな。

「これでひとまずは畑らしくなったはずだよ。後は本業の人たちが細かく体てい裁さいを整えていけばもう大丈夫」

「ほー、さすがボウズだ」

「ねえ、そこの人たち」

　私は、ミラーに怯おびえて距離を取っているカイエラ村の住人を手招きした。

　私のやったことを目撃して、驚きが怯えを凌りよう駕がした村人のうちの一人が慌あわてて走ってきた。

「な、なんでございますですか？」

「畑は、今見えてるのが全部？」

　私は残りの荒廃している他の畑を指しながら訊きいた。

「は、はいでございます！」

「わかった」

　緊張しすぎてる村人をそっと放置しつつ、目の前に見えてるのをまとめてやってしまおうと思った。

　私は再び手を空に向かって突き上げて、整地のための、土の魔力球を作った。

「あの！」

「うん？　どうしたの？」

　村人が意を決して、って感じで口を開く。

「土の問題だけじゃないんです」

「どういう意味でい？」

　ミラーのことがやっぱり怖いのか、村人は一瞬身を竦すくめたが、勇気を振り絞って言った。

「水源も……水も足りないんです、この村には。ちょっと前の嵐で川の流れが変わってしまって、井戸も半分以上埋まってしまって」

「なんもいいことねえじゃねえか、ここって」

　ミラーは呆あきれた、が。

「それなら大丈夫」

「え？」

「多分もうすぐ――ほら」

　私はさっきの畑を指した。

　畑のまん中から、湧き水が噴き出している。

「み、水が？　どうして」

「さっきこれと同じの、でもちょっとちっちゃいのを一つ投げたでしょ」

「……？」

「おう、そういえばそんなこともやってたなボウズ」

　村人は首を傾かしげていたが、ミラーはちゃんとそれを見ていたようだ。

「それが地下を掘っていたんだ。今湧き出てるのは地下水。ここの下にはちゃんとした水脈があるから、後でちゃんと水のことも解決するよ」

「あ、ありがとうございます！」

「やるなボウズ」

「うん？」

「必要なことを二手三手先まで読む、一流――いや超一流の手腕じゃ」

　そういうものなのかな。










08◆善人、豊穣の女神を救う







　カイエラ村の畑を一通り整地――いや再開拓して、農作に適した土地にした後、今度は水源をちゃんと確保するための作業に入る。

　小さい魔力球でいくつか掘った中で、一番水が湧いてる場所に立った。

「これをどうするよボウズ」

「そうだね、ここに土を盛って、そこから全部の畑に流れる用水路を作るよ」

「高台を作るのか」

「うん、その方が水を流すのに便利だと思う」

　さてどうするか。

　賢者の石にいい方法は――と訊きこうとした、その時。

　大地がいきなり揺れだした。

「――え？」

「危ねえ！　つかまれボウズ！」

　ミラーは私の手を摑んだ。

　どこからどう見ても老人のミラーだが、まるで足が地面に根を下ろした大樹の如ごとく、地震の最さ中なかびくともしなかった。

　一方、離れたところでそれぞれの畑でこれからの農作に思いを馳はせて、テンションを上げていた村人たちは次々と転げ回った。

「揺れが長なげえ……なんじゃこりゃ」

「あっ！」

「どうしたボウズ！」

「水の色が紫に……あれは……毒？」

「むぅ！」

　ミラーの顔色が変わった。

　私が魔力球で掘り当てた、あっちこっちから湧き出してる水が、一斉に毒々しい色合いに変わっていた。

　ポコポコと水が沸ふつ騰とうしたかのように泡を吹き、紫色になってドロドロしている。

　誰が見てもまずは「毒？」ってわかるだろう。

「こいつぁ……まさかッ」

　何か知ってるの――とミラーに訊こうとした瞬間。

　大地がさらに大きく揺れて、地中から鼓膜が破れそうな爆音を轟とどろかせながら、黒い物体が飛び出してきた。

　物体は空中に、建物の三階くらいの高さまで飛び上がって、その場でピタッと静止した。

　女の姿だった。

　黒いドレス――ボロボロのドレスをまとった女。

　目が濁って、全身がプルプル震え、口から紫色のよだれを垂らしている。

　空中に留とどまったまま、獣けもののような呻うめき声を漏もらしている。

　まるで地獄の底から響いてくるような、おどろおどろしい呻き声だ。

「やっぱりヤツか！」

「ヤツ？」

「アスタロトってんだ、五〇年前アイツに会った後わしはおかしくなった」

「ってことは……ミラーに呪いをかけた張本人」

　頷うなずくミラー。

　なるほど、言われてみれば彼女とミラー、いくつも共通点はある。

　ミラーの毒手、それと今地面から湧き出している毒の水。

　そして何より、アスタロト本人の体から放たれている瘴しよう気き。

　念のために、賢者の石に「アスタロト」のことを訊いた。

　あらゆる知識を持っている賢者の石。

　……なるほど。

「あれ以来姿を現さなかったが……ボウズが掘り返した地中にいたってことかい」

「そうかもしれない」

「なんにしろだ。ここで会ったが百年目、目にものを見せてくれるわい」

「待って」

「なんじゃいボウズ」

「僕にやらせて」

「……そうだな」

　アスタロトを見た瞬間から戦意を燃やしていたミラーは、私が名乗りを上げた瞬間、あっという間に冷静になって、顔から険が消えた。

「ボウズに任まかせた方がいいわな」

　ミラーはそう言って、完全に観戦モードになった。

　私は一歩踏み出して、アスタロトに向かった。

　空中で、それまでただただ苦しんでいたアスタロト。

　そのアスタロトが僕に気づいて、さらに苦しみだした。

　よだれをまき散らし、口を頰まで裂けるくらい開けて、何かの液体を吐いた。

　毒水よりもさらに毒々しい色合いをしている。

　多分――毒の原液。

　それが私目がけて飛んでくる。

　とっさに炎の魔力球を作って、それを蒸発させた。

　一部消し損そこねたものが地面にこぼれると、土さえもその毒に溶かされた。

　周りから悲鳴が上がり、村人たちが逃げ惑まどう。

　時間はかけられない、一気にいく。

　私は手を突き出し、指先に魔力を集中させる。

　ＳＳＳランクの魔力、神に等しい魔力。

　それを指先に集めて、小さな太陽のような魔力球を作った。

　毒液を完全に無効化されたアスタロトが、獣のような咆ほう哮こうを上げて、私に向かって飛んできた。

「ボウズ！」

　ミラーの叫び声を背にしつつ、アスタロトに向かっていく。

　迎撃――そしてカウンター。

　これまでで一番濃厚な毒液を追加の炎の魔力球で消しながら、カウンターで小さな太陽を打ち込む。

　魔力球がアスタロトの体内に入る。

　光が彼女を包む、苦しみでのたうちだす。

　これまでの苦しみと違うタイプの苦しみ。

　この苦しみは私が打ち込んだものの効果が出たからだ。

「おお、効いてるぞい」

　百戦錬磨のミラーもそれを見抜いているようだ。

　しばらくして光が落ち着いた頃になると、アスタロトは糸の切れた人形のように、膝ひざから崩れ落ちて地面に倒れ込んだ。

　ミラーがゆっくりと歩き、私に近づく。

「終わったか」

「うん」

「かかか、さすがボウズ。わしを五〇年間苦しめた元凶をいとも簡単に始末するとはよ。感謝するぜい」

　そう話したミラーの表情は晴れやかだった。

　――が。

「ううん、始末してないよ」

「……は？」

　どういうことだ、って顔をするミラー。

　それに答えるよりも先に、アスタロトが立ち上がった。

　地面に手をついて、ゆっくりと体を起こす。

「まだだったのか！」

　本能による反射的な行動か、アスタロトの動きに反応して身構えるミラー。

「ううん、違うよ」

「へ？」

「どう？　まだ苦しい？」

　ミラーにじゃなく、アスタロトに訊いた。

　彼女はきょろきょろと、何が起きたのかわからないって顔で周りを見ていた。

　瞳には、知性の光が戻っていた。

「ここは……人間の世界？　わたくしいったい何を」

「喋しやべった!?　いや普通に喋った？」

　驚きよう愕がくするミラー。

　私は、賢者の石に確認を取ったときに得た知識を語った。

「アスタロトは元々邪悪な存在ではなかったんだ。本来は豊ほう穣じよう――豊作を司つかさどる神だったんだ」

　説明してから、再びアスタロトに訊く。
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「どう、まだ苦しい？」

「……いいえ。そう、あなたがわたくしを助けてくれたのですね」

「悪くなった要素を取り除いただけだよ」

「感謝しますわ」

　どうやらもう大丈夫のようだ。

　かつての豊穣の女神だった彼女の復活は、きっとこの大地にとってプラスになるだろう。

　私とアスタロトが向き合っている傍かたわらで。

「はあ……すげえなボウズ。悪魔を倒したと思ったら女神に戻しちまいやがった。いつもいつもわしの予想の上をいくなあ」

　と、ミラーが舌を巻いていたのだった。










09◆善人、現人神になる







　ミラーといったん別れて、カーライルの屋敷にアスタロトを連れて帰ってきた。

　その高価な調度品をふんだんに使った居間。

　私が椅子に座り込んで一息つくが、アスタロトは私の前に立ったままなのに気づいた。

　解放されたアスタロトは女神そのものの神こう々ごうしさを放っていたが、所しよ作さはまるでアメリアたちのようなメイドに見える。

「アスタロトも座って」

「いいえ」

　彼女はゆっくりと、しかし迷いなく首を振った。

「主あるじ様の御前にわたくしの席などありません」

「そこまでへりくだらなくてもいいと思うんだけど」

「感謝の気持ちを少しでも。永えい劫ごうに続く苦しみの中、一時的なこととはいえ、オアシスを与えてくださったご恩に報むくいたいのです」

　アスタロトの話を聞いて、私はピンときた。

　ほとんど同じ境遇の者を一人知っている。

　元悪魔の、天使アザゼル。

　アザゼルが九回悪魔に生まれ変わって苦しむことを強しいられているのと同じように、アスタロトも似たような事情なんだろう。

　それを止めた私に感謝している。ということか。

　……。

「アスタロト」

「なんでしょう、主様」

「神に戻ったアスタロトは何ができる？　僕の知識だと、アスタロトは元豊穣の女神のはずだけど」

「ご明察お見それしました。その通りです、わたくしは大地を豊かにする力を有しております」

「僕たちの領地、アレクサンダー同盟傘下の領地を豊作にすることはできるかな。結構広範囲だけど」

「造作もないことでございます」

　アスタロトは即答した。

「村ごとに一つ、わたくしを祀まつる祠ほこらを建てさせれば。そこを依より代しろにして、わたくしの豊穣の力を分け与えることができます」

「わかった、すぐに作らせる。ごめんね、具合が良くなったばかりなのにすぐに仕事をさせちゃって」

「いえ、主様のお役に立てるのであれば、たとえこの身が砕けようとも」

「ありがとう」

　にっこりと微笑み、顔をわずかに赤くするアスタロトを連れて、父上のもとに向かった。

　豊穣の女神、それを祀る祠を、領内全ての農村に建てさせるための相談をするためだ。

　やっぱり、彼女も私のために何かしたいと思っているタイプだ。

　だれかが困るとかでもなければ、したいことは叶かなえたい。

　そう思う私であった。




　　　　　☆




　月日が流れて、四年に一度のアレク杯が終了したころ。

　父上と義父ちち上うえとホーセンとミラー。

　四人の貴族の領地が全て、かつてないほどの大豊作になった。

「うむ！　さすがアレクだ」

　屋敷の執務室で、父上と一緒に収穫の報告の書類を読んでいると、父上は満足げに、そして誇らしげに頷うなずいた。

「見ろ、全ての村が過去最高の収穫高を記録している」

「すべてアスタロトのおかげだよ」

「とんでもございません」

　同席して、私の背後にまるで秘書だかメイドだかのように立っているアスタロトが、いつものようにへりくだった。

　ちなみに女神の威光というか神々しさはそのままだ。

　背中にいるから私は大丈夫だが、父上がたまにまぶしそうに目を細めるのが少しおかしかった。

　そんなアスタロト、神々しさとは裏腹に、口調や態度はものすごく控えめだった。

「わたくしは主様の命めいに従っただけ。全ては主様の功績にございます」

「うむうむ。天使の次に神も従えてしまうとは。驚くには値あたいしないが私はすごく嬉しいぞ」

　いえ驚いてください父上。

「息子が神を従えた」という普通なら与よ太た話ばなしにしか聞こえないことを「驚くには値しない」って片づけるのはどうかと思う。

　とはいえそれが父上、通常運転の父上だ。

　今更突っ込んでもしょうがないことかもしれない。

「あれ？」

「どうしたアレク」

「ここ……この村だけ他よりもすごくないかな」

「うん？　中の中くらいだろう、こんなの」

「収穫の量はそう。でも耕作地の広さで比べると……」

「むっ、本当だ。他がおしなべて一・五倍程度なのに、ここだけ三倍ではないか」

「畑の面積は……増やしてないよね」

「増やしてないな」

　数字を見て、どういうことなのかと父上と一緒になって首を捻ひねる。

「……そこの村長は縛り首だな」

　父上がいきなり、ぼそっととんでもないことをつぶやいた。

　この父上から聞いた言葉の中で一番物騒な言葉だ。

「ちょ、ちょっと待って父上。なんですか縛り首とは」

「こんなのでたらめだ。周りが豊作なのを聞いて、アレクにゴマをするために水増ししているのに違いない」

「そうと決まったわけじゃ――」

「これを見ろ」

　父上は懐ふところから石を一つ取り出した。

　成人男性の手のひらと同じくらいの大きさの石だ。

「これは？」

「流星――いや隕いん石せきだ。とある村から献上してきたものだが……みろ」

　石をひっくり返す父上、そこには「アレクサンダー・カーライル」と、私の名前が刻まれていた。

「どうして僕の名前が？」

「この隕石にもともとあった溝らしい。それが偶然アレクの名前なので、縁えん起ぎのいいものとして献上してきたものだ」

「そんなことがあったの!?」

「アレクは世界一の息子、いや男だ。普通にしてても偉業は積み上げられるが、こういう噓はその偉業に泥を塗るから許せん」

　父上は珍しく、私に関係することなのに怒っていた。

「ちなみにその村は……」

「厳重に叱しかって村長を罷ひ免めんした。実害はなかったからな」

　ほっ……。

　理性的な処置をした父上に私はホッとした――。

「それ以上の処分をしたらアレクの汚点になるからな！」

　――もとい、かなり感情的に処分をしたようだ。

「だが今回のは許せん、これがまかり通って周りに伝染すればいずれ大きな災いを生む。だから――」

　縛り首だ！　と父上がもう一度、言こと霊だまになりそうな言葉を口にする前に止めた。

　言いたいことはわかるが、縛り首はやりすぎだ。

「待って父上、僕が状況を確認してくる」

「アレクが？」

「うん、ここは僕に任まかせて」

「……ふむ、そうだな。アレクが行けば真実は即座にあきらかになるだろう。よし、任せるぞアレク」

「うん」

　とりあえず「縛り首」は止められた。




　　　　　☆




　瞬間移動魔法で、突出して豊作になったという、ゴーラル村にやってきた。

　アスタロトも一緒だ。豊作がらみの話だから、なにかインチキがあれば彼女ならすぐに見抜けると思ったからだ。

「すごいね、文句なしの豊作だ」

　一目見た私の第一印象はそうだった。

　畑に溢あふれんばかりの作物、人々の表情は明るく、家も服もその他ありとあらゆるものが新調されていて、豊かさが一目でわかる感じだ。

　収穫までほぼ無収入ということもあって、収入が入るとその反動で一気に金を使う。

　農家は景気の良さがはっきりと収穫量に比例する。

「ほかよりもかなり景気がいいから、数字通りの豊作っぽいね、でもなんで？」

「……あっ」

「どうしたのアスタロト、何か心当たりが」

「……はい、ここの祠ほこらは領内で唯ゆい一いつ、他とは違う造りになっているのを思い出しました」

「他とは違う？」

　どう違うんだろう。

　数日前に行った村のことを思い出す。

　そこの祠は、アスタロトの石像を祀まつっているありふれた祠だ。

　他の村の祠もだいたい同じ感じ、若じやつ干かんサイズの違いはあるけど、全部アスタロトをちゃんと祀ってると言っていい。

　それらと違って、唯一違う造り？

「どんなのなんだろ」

「あそこにございます、主様」

　アスタロトが指した先に祠があった。

　まず、遠目からでもわかるくらい、サイズは他のざっと倍はある。

「大きいからなの？」

「いいえ」

　違うのか。

　まあ、アスタロトが来てすぐに心当たりとして思い出す以上、中に入ってみればわかるか。

　私はアスタロトを連れて、祠に向かった。

　祠の前に立って、中を覗のぞき込む――驚いた。

「あれって……僕？」

「はい、主様とわたくしです」

「僕も祀ってるってこと？　しかもこの配置……僕がメインでアスタロトが従者みたいじゃないか」

「その通りでございます。わたくしと主様の関係をよく表しているのに感心して、それで張り切ってここに通常以上の加護を授けた記憶がございます」

「……なるほど」

　そうだったのか、とちょっと苦笑いした。

　本人が言う、テンションが上がる配置なら、そりゃ他に比べて三倍の効果があったのも納得できる。

　状況はわかった。

　インチキはなかった、それにはホッとした。

　が。

「この石像、なんか僕も神様になっちゃってるみたいだね……」

　人間の石像と祀る対象になる神の石像とでは造りが違う。

　アスタロトを侍はべらしている私は、どう見ても神の方の造りだ。

　やたら豪華で、石像なのに神々しい。

　神々の王。

　神話の中に出てきたそんなフレーズをふと思い出した。

「わたくしの主様でございます、妥だ当とうだと思います」

「そっか」

　そう話すアスタロト、彼女も父上たちのようなノリだった。

　アレク教の信者、女神アスタロト。倒とう錯さく的な香りがした。

「あっ！　副帝様だ！」

「女神様もいる」

「ありがたやありがたや……」

　祠の前で立ち話をしていると、私たちに気づいた村民たちがやってきて、アスタロトだけじゃなくて、私のことも拝おがみはじめた。

　気のせいか、私のことをより拝んでいる。

　多分気のせいじゃないだろう。

　豊穣の女神を従える現人あらひと神がみ的な存在に祭り上げられた私。

　やっぱり神々の王っぽい感じがした。

　ＳＳＳランクの生まれ変わり。

　どうやら人間に生まれ変わるのを選んでも、神的な存在になるみたいだった。







第五章

01◆善人、不殺の殺戮魔法を放つ







　謁えつ見けんの間ま。

　王宮に急きゆう遽きよ呼び出された私は、皇帝エリザベートに貴族式の作法にのっとった礼を一つして、頭を上げた。

　皇帝――いやエリザはまた美しくなっていた。

　九歳から一つ年を取って一〇歳になった私は、肉体的にはほとんど変わらずまだまだ子供なのだが、エリザはこの一年でさらに大人びて、美しくなった。

「召喚に応じ、参上いたしました、陛下」

「気楽で良い。そなたと余の間柄だ、必要以上にへりくだる必要はない」

　皇帝と副帝の間柄は普通どうなのかはわからないけど、もっと砕けた口調でいいのはわかった。

「わかりました、陛下」

「うむ」

　エリザは満足げに頷うなずいた。

「よく来てくれたアレク卿きよう」

「僕を急ぎで呼び出すなんて、なにか起きたんですか？」

「その通り、至急そなたにやってほしいことがある」

　皇帝エリザベートが目配せをすると、使用人たちが何かを運んできた。

　ボードに貼りつけられたそれは、帝国の版はん図とが描かれた巨大な地図だった。

「これは……まさか反乱？」

「理解が早い、さすがアレク卿だ」

　エリザは、これまた満足そうに頷いた。

　使用人が運んできた地図の上、北方の辺境あたりで一部分黒く塗りつぶされている場所がある。

　統治地域を示す枠組の中で、黒々と塗りつぶされた部分。

　一目で「反乱」だとはっきりわかる書き方だ。

「反乱だとわかれば、余が言いたいこともわかるはずだ」

「それはわかるけど、どうして僕なんですか？」

　一呼吸間を開けて、謁見の間をぐるっと見渡す。

　官かん吏りたちや使用人、警護の兵士たちがいるが、私が探そうとしている人物の姿はない。

　視線を戻して、エリザに訊きく。

「ここは帝国最強の武人、ホーセン・チョーヒを派遣した方が適任だと思うんだ」

「卿の言うことは半分正しくて、半分間違っている」

「どういうこと？」

「此こ度たびの反乱は規模が大きい」

「大きいの？」

「余が即位してからの最大規模だ」

　そうなのか……。

「故ゆえに帝国の断固たる意志を示すためにも、最強の札を投入して一気にケリをつけなければならん。もたもたするとその分、民心が揺らぐ」

「うん」

　それはまったくもって同感だ。

「しかしその最強の札とはチョーヒ卿のことではない。そなただ、アレク卿」

「……僕？」

「うむ。帝国最強にして余を除く最高位の人間、副帝アレクサンダー・カーライル。そなたが帝国最強であり、本気度をもっとも示せる札だ」

「なるほど」

　そう言われると確かにそうだ。

「やってくれるか、アレク卿」

「うん、任せて。陛下のために頑張るよ」

　話を理解した私は快かい諾だくする。

　するとエリザベートは満足そうに微笑み――なぜかちょっと顔が赤くなったのだった。




　　　　　☆




　私は討とう伐ばつ軍を率いて、出陣した。

　鎮圧のために編制された討伐軍、その数一万。

　一万の軍勢は、ただ移動してるだけでかなり壮観だった。

　中心では超巨大な輿こしが軍に守られて進行していた。

　その五メートル四方の輿に乗っているだけで、気が大きくなって、自分がなんでもできる人間って気分になる。

「そろそろ見えてきた、あれが反乱軍の本拠地、第七の砦とりで、アルカイドだよ」

「そっか。……それはいいんだけど」

　私は真横を向いた。

　同じ輿に乗って、私に「報告」をしてきたのはエリザ。

　将軍付きの小間使いの格好をしているのである。

　私は声を押し殺し――いや。

　消音の魔法を使い、エリザに問いかけた。

「なんでエリザが一緒に来てるの？」

「いろいろこの目で見たかったから」

「だったらエリザが出陣すればよかったじゃないか。皇帝の親征なら副帝の出征よりも本気度が示せるでしょ」

「それじゃだめなのよ。皇帝のあたしが出ると事が大きくなりすぎて、そこまでいくと逆に向こうに箔はくがついちゃう」

「……政治的な判断ってこと？」

「そゆこと」

　エリザはウインクしながら答えた。

　皇帝エリザの時とは違う魅力があって可愛い……けど。

「それに、皇帝が出て万が一のことがあったら大変でしょ。向こうも死に物狂いで狙ねらってくるし」

「うん、そっちはわかる」
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　皇帝は帝国にとって絶対的な存在。

　戦死するようなことがあれば、帝国そのものが崩壊の一途を辿たどる恐れがある。

　よほどのことがない限り「皇帝」は戦場に出ちゃいけない。

　皇帝とその他、究極的にはそう分類されるほど、「格」に開きがある。

「それなら来なきゃいいのに……安全に自分の目で様子を見たいってことね」

「わかってるじゃん」

　エリザはさらに嬉しそうに私の背中をパンパン叩いた。

　まあ、そういうことならしょうがない。

「それに……格好いいアレクも見たいもん……」

「うん？　今なんか言った？」

　直前まで高いテンションだったせいで、いきなりトーンダウンしたエリザの言葉を聞き逃した。

「なんでもなーい。いざって時はあたしだけでも逃がしてねって言ったの」

「わかってる。エリザは僕が命がけで守るよ」

　皇帝に万が一のことがあったら全国で戦乱が起きて多くの人が不幸になる。

　それは絶対に食い止めなければならない。

「……うふふ」

　満足したのか、うつむいて微笑むエリザ。

　そんなエリザから、視線を元の方角、アルカイド砦に向ける。

「じゃあ、あれを落とす方法を考えないとね」

「ううん、あれは最後」

「最後？　いやでも」

　私は手元にある地図に視線を落とした。

　この地域を拡大した地図、反乱軍の最前線に当たるところに、しっかりと「アルカイド砦」と記されている。

「ここを落とさないとその先に攻め込めなくない？」

「普通はそうなんだけどねえ、でも向こう、プラウの結界を持ち出したのよ」

「プラウの結界？」

「大魔法の一つ。一〇〇年に一度七つの星が重なるタイミングで、その魔力を利用した超広域結界魔法陣」

「どういう効果なの？」

「砦に番号が振られているのに気づいた？」

「うん」

　エリザが言う通り、地図上にある反乱軍の砦にそれぞれ番号が振られている。

　ドゥーベという砦には１。

　メラクは２、フェクダが３、メグレズが４、アリオトが５、ミザールが６。

　そして、目の前にあるこのアルカイドが７となっている。

「この数字はどういう意味なの？」

「この順番で攻略しないといけないの」

「ええ？」

「正確にはそこより若い番号の砦が残ってる限り、そこにいる兵士は何をやっても傷つかないんだ。無敵になる。だから１を落として、その次に２を落として、さらに３を――って順番でやらないとだめ、それがプラウの結界」

「やっかいな魔法だね」

「ほんとうそう！　一〇〇年に一回しか使えないから気のつけようもないし」

　憤ふん慨がいするエリザ、気持ちはわかる。

　それにしても本当にやっかいだ。

　地図を改めて見た。

　数字の若い砦ほど、反乱地域の奥に配置されている。

　まあ、今の効果を聞くと私でもこう配置するけど。

「だからまずは奥の、一番目のドゥーベから落とさないとダメなんだ」

「そっか……」

　念のために、肌身離さず持っている賢者の石に訊いた。

　賢者の石から得られる情報はエリザとまったく同じだった。

　私のＳＳＳランクの魔力を以もつてしても、アルカイド砦の兵士には傷一つつけられない。

　そういうものだ。

「ってことで、大回りさせるね」

「あっ、ちょっと待って」

「え？」

　驚くエリザ、私は立ち上がって、輿から飛び降りた。

「全軍停止、別命あるまでここで待機」

　私の命令を聞いた近くの伝令兵がそれを伝えた。

　命令の波が広がっていき、一万の軍勢がピタッと停止した。

「アレク!?」

「そこで待ってて」

　振り向き、肩越しにエリザに言ってから、前に進み出た。

　一万の軍からはっきりと突出した場所に立って、アルカイド砦と真っ向から向き合うようにして立つ。

　魔力を練り上げ、七色の魔力球を作る。

　その七色の魔力球をぶつけ合わせて、一つにしていく。

　衝突した魔力球は次々と色を変えていく。

　七つの色、全ての色が混ざり合った後にできたのは、無色の魔力球。

　透明だが、透明ともなにかが違う「無」の色。

　それを放った。

　魔力球がいびつに形を変えて、一本の筋になって砦めがけて飛んでいく。

「無」の色のビーム、私が使えるものの中で、一番破壊力の高い攻撃魔法。

　賢者の石の知識では、戦略兵器級に分類される広範囲魔法だ。

　次の瞬間、砦がえぐられた。

　氷の塊かたまりに焼けた鉄の棒を置いたのと同じように、砦がビームの形に綺麗にえぐられた。

　瓦が礫れきも残らない、砦だったものは綺麗に消滅した。

　背後でざわざわと、いきなりの出来事に兵たちが味方なのにもかかわらず動揺していた。

「アレク！」

　エリザが遅れて輿から飛び降りて、私の横に立った。

「い、今のは？」

「無色ビーム――まあ、ものすごい破壊魔法だよ」

「おかしいよそれ、だってプラウの魔法陣で守られて――」

「それは人間のことだよ。砦は守られてない」

「え？」

「ほら」

　私はエリザに望遠の魔法をかけた。

「何これ！　あっ、遠くが見える……ってみんな素っ裸!?」

「人間は傷つかないけど、それ以外のものに加護はないらしいよ。だから砦ごと吹っ飛ばせれば、無傷の人間を残して、武器も防具も全部なくなった素っ裸の人間の出来上がりってわけ」

「……」

　絶句するエリザ。

「うん？　どうしたの？　まだ納得できない？」

「……そうじゃなくて、そもそもおかしくて」

「え？」

「砦ごと吹っ飛ばす魔法って、そんな簡単に使えるものじゃないでしょ」

「……そっちか」

「もう、アレクがすごいってわかってたつもりだけど、まだまだ認識が甘かったってことね」

　エリザは半分呆あきれ、半分嬉しそうに言ったのだった。










02◆善人、敵将が偽物だと見破る







　三発の無色ビームで、アルカイド砦とりでを完全に消し飛ばした。

　何かの比ひ喩ゆじゃない、文字通り砦だったものを物理的に地上から消し去った。

「なんか変な演だし物を見せられてる感じ」

「どうして？」

　三発目を打ち終えた後、エリザが私の隣で呆あきれ交じりに言った。

「砦の中って兵舎とか武器庫とか糧りよう秣まつ庫とかいろいろあったはずじゃん？」

「あるだろうね。じゃなかったらただの囲いだね」

「そういうのもまとめて吹き飛ばしたくせに、人間だけが全員無事で、しかも素っ裸って」

「その苦情はプラウの結界に言ってよ」

　そう、私のせいじゃない。

　私はただ、プラウの結界で砦の中にいる人間は絶対無敵だから、魔法の出力を上げてそれ以外の全てを吹き飛ばしただけに過ぎない。

　人間は無敵だから、それ以外の全部を吹っ飛ばす、人間は無事だけど全員全裸。

　それだけの話だ。

「まいっか。はい副帝様、次の命令を」

　エリザは若じやつ干かんおどけるように言って、私を促した。

　そういえばそうだった。

　砦を吹っ飛ばしたのはいいけど、これで終わりじゃない。

　私は気を取り直して、大声で命令を出す。

「全軍突撃！　武器を持たない者ばかりだから安心して捕ほ獲かくして」

　命令が伝達され、砦消失で呆あつ気けにとられていた一万の兵士が我に返って、突撃を開始した。

　武装された一万の帝国正規兵、それに対して相手は数は不明だが全員素っ裸で武器は一切合切消し飛ばされた反乱軍。

　勝負は始まる前からもうすでについていて、兵が迫って包囲しただけで向こうは完全に降伏した。

　余談だが、白旗になるものも吹っ飛ばしたから、相手が降参の意志を示すまでにちょっとだけ時間がかかった。




　　　　　☆




「困ったわね」

「困ったね」

　元アルカイド砦跡地、三千の敵兵の前。

　捕獲した敵兵は、あえて素っ裸のまま地面に座らせた。

　拘束はしていない、なぜなら必要がないから。

　怪け我ががまったくなくて、追い詰められてない敵兵。

　砦を消し飛ばされたことで狐きつねにつままれたような顔をしているが、全員がまだまだ正気の域だ。

　正気の人間は、全裸状態ではまず隠したりする。

　素っ裸で放置してるだけで、動きを大幅に制限して実質拘束しているようなものだ。

　三千人の素っ裸の前で、私とエリザがむしろ困っていた。

　予想外の出来事だ――いや全員全裸からして予想外だが。

「もう一度言うよ、ここの責任者、総大将出てきて」

「カンペリ・フロンタルって名前の人」

　横でエリザが補足する。

　カンペリ・フロンタル。

　第七の砦の守将、反乱軍の総大将ともされている男。

　プラウの結界で砦内の人間は無敵だから、その男もこの素っ裸の群れの中にいるはずだ。

　シーン。

　私とエリザの呼びかけに反応した者はいなかった。

　捕獲された者たちは手で局部を隠しながら、怒って私たちを睨にらんだり、目を逸そらしたり、そわそわしたり……。

　反応はそれぞれだが、指揮官らしき者は見当たらない。

「困ったね」

「地位と権威って大半は服装に依よるところが大きいからね。正直全員素っ裸じゃ全然見分けがつかないわ」

「エリザだったらわかりやすいんだけどね。女の人の中で裸になっても一番目を引くし」

「な――何を言ってるのよ！」

　え？　あっまずい。

　思った通りのことを口にしたけど、これセクハラだ。

「ごめんなさい、無神経だった」

「べ、別にいいけど」

　……。

「ね、ねえ」

「え？」

「本当に目立つ？　あたしが同じ裸の女の中にいても」

「えっと……」

　迷う、どう答えたらいいんだ？

　ええい、すでにやらかしたんだ。

　だったら自分の発言に責任を持つしかない。

　私は率直な感想を答えた。

「うん、目立つ。きっと一目でわかる。エリザはまぶしいくらい綺麗だから」

「そ、そう……ふん、当たり前ね」

　エリザは鼻をならして顔を背そむけてしまった。

　大丈夫なのかな……大丈夫か。

　見た感じ、少なくとももう怒ってはないと思う。

　だったらこの話はここまでにしよう。

　私は改めて素っ裸の捕ほ虜りよたちを見た。

　エリザも気を取り直して、って感じで同じように視線を戻した。

「この中から目当ての相手を探すのって骨が折れるわね。一人一人拷ごう問もんにかけちゃう？」

「……ううん、大丈夫。僕が魔法でなんとかしてみる」

「じゃあアレクに任まかせる」

　エリザは気軽な様子で言って、完全に私に任せるって感じで、見物モードに入った。

　魔力を練り、だいぶ前に覚えた魔法を使う。

　賢者の石には問いかけない、すでに覚えてある魔法だ。

　利きき手を上げる、人差し指の先から一筋の光が糸のように伸びる。

　その糸がゆらゆらと、ある方角を指した。

「それは？」

「これについていくんだ」

　光の糸を道しるべに、捕虜をかき分けてその中を進む。

　私たちがかき分けて、少し遅れて帝国兵が作り出した道の中を、エリザと進んでいくと。

　光の糸が、ある男に辿たどり着き、その男を指した。

　中年の男で、私たちが目の前にやってくるとビクッとした。

　慌あわてて顔を背けるが、エリザが踏み込んで顔を摑んで、こちらを向かせる。

「聞いてた人相の特徴と一緒。あんたがカンペリ・フロンタルね」

「ふん！　ばれちゃ仕方がない」

「手間かけさせるわね、何か言うことは？」

「こんな辱はずかしめは受けん、殺せ！」

「カンペリ様！」「フロンタル様！」

　周りの兵士が悲鳴じみた声を上げる。

　それを聞いて、エリザはますます目の前の男が目当てのカンペルだと確信する。

「そこまで言うなら望み通り――」

「ねえ、おじさんだれ？」

「「え？」」

　男とエリザの声が綺麗に重なった。

　カンペリとされる人物は何かものすごく恐ろしいものを見たかのような表情した。

「な、なにを」

「おじさんはカンペリって人じゃないよね」

「どういうことなのアレク!?」

「偽にせ者もの――影武者だよこの人は」

「どうしてわかるの？」

「これ」

　私は指を動かした。

　目の前の男を指してる光の紐ひもがゆらゆら動いた。

「色が最初のままでしょ？　これ、本物に辿り着いたら赤く変わるんだ」

「そうなの？」

「うん。いざって時にエリザの影武者から本人に辿り着くために覚えておいた魔法なんだ。もちろん本物が近くにいたらそっち行くけどね。いざって時はアザゼルのところに飛んでるだろうけど、何か例外があるかもしれないしね」

「あたしのため……」

　エリザはぽっ、と頰を染めた。

　しかしすぐに気を取り直して、とばかりに咳せき払ばらいした。

「砦の総大将を見つけるどころか、その場で偽者だと判明させてしまうなんてね。……」

「どうしたのエリザ、いきなり考え込んで」

「アレクのことだから、この男が何も答えなくても本物を探し出せるんでしょ」

「うん、そうだね」

　そう、探すことができる。

　エリザを見つけるための魔法だ、影武者がどんな状態だろうとそうすることができる。

　いったん念じてから、光の糸を手放す。

　それが男の体の中に吸い込まれてから、何事もなかったかのように出てきて、明後日あさつての方角に向かってゆらゆらと飛んでいった。

　光の糸を追っていけば本物に辿り着ける。そういう魔法なのだ。

「さすがじゃない」

　エリザは、まるで自分のことのように嬉しそうに笑ったのだった。










03◆善人、損害ゼロで砦を落とす







　追跡の魔法に導かれて、さらに進軍していく。

　やってきた次の砦とりでは。

「ドゥーベ、だね」

「うん。第一の砦、ドゥーベ」

「確か番号が１だっけ」

「そう、普通に落とせる砦」

　輿こしの上で、頷うなずき合う私とエリザ。

　肌身離さず持っている賢者の石に念の為に確認した。

　プラウの結界、設定した番号よりも若い数字の砦が存在している間、その砦は無敵モードになる。

　第一の砦、ドゥーベ。

　一番若い番号の砦は結界の一部だが、実質普通の砦ということになる。

　エリザが語らなかった、賢者の石から追加で得た情報では、プラウの結界には他にもいくつかのオプションをつけられるが、何をどうやってもこのドゥーベは普通に攻撃できる砦であることに変わりはない。

「あの中にいるんだよね、カンペリ」

「うん、間違いない」

「じゃあ攻撃させる？」

「……うん」

　私は頷き、輿の上に乗ったまま立ち上がり、縁へりの一番前に進み出た。

「全軍突撃、ドゥーベ砦を落として。一番槍やりとカンペリ捕縛の人には特に褒ほう賞しようを出すよ」

　命令が即座に伝達され、士気がグングン上がった。

　輿を守る本陣の兵を残して、ほぼ全軍ドゥーベ砦に殺到した。

　私は深呼吸して、魔法を発動させるために、足元に魔法陣を出した。

「あれを撃つの？」

「ううん、無色ビームは今回使えない。普通に効くのなら、向こうの将兵まとめてぶっ飛ばしちゃうからね」

「それもそっか」

「ちょっと、みんなのサポートをしようと思ってね」

　なるほど、と納得したエリザを置いて、私はさらに魔力を高まらせた。

　ムパパト式で、魔力の波を感じ。

　限界、ピークの一二〇パーセントの一瞬を掬すくって、魔法を発動させる。

　魔法陣が広がり、大地が一瞬だけ光り輝いた。

「今のは？」

　魔法発動を確認したエリザが聞いてきた。

「ちょっとしたサポート、こっちが有利にする為のね」

「補助魔法ってこと？」

「そんなもの」

「そっか」

　エリザはそう言い、砦攻略の戦況が優勢であることを確認して、満足げに頷いたのだった。
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　ドゥーベ攻略戦は半日で終息した。

　砦の上に帝国の旗が上がったことを確認して、兵士に命じて、本陣である輿を前進させた。

「ご、ご報告申し上げます」

　砦の前まで来ると、隊長級の兵が数名、駆け寄ってきて輿の前でひざまずいた。

「どうだった？」

「砦は陥かん落らく、カンペリ・フロンタルと思おぼしき男を捕縛しました」

「うん」

　頷く私、真横でエリザが小さくガッツポーズしたのがちらっと見えた。

「こちらの損害は？」

「そ、それが……」

　言いよどむ兵士、私はなるほどと思った。

「怒らないから、正直に報告していいよ」

「は、はい」

　そう言われてもまだ言いよどむ兵士。

　しばらくして、ようやく意を決して。

「ゼ、ゼロです」

「ふぇ!?」

　隣でエリザが変な声を出した。

「うん、わかった」

「いやいやいやいや、わかったって。おかしくないアレク？　ゼロだよ？　いくら何でもゼロはあり得ないよ、そんなごまかしでごますりの報告をしたヤツは処罰しなきゃ」

　エリザが言うと、兵士がうっ、となった。

　そう、これが彼が言いよどんだ理由。

　普通では決してあり得ない、損そん耗もうゼロ。

「さっき魔法をかけたのを覚えてる？」

「え？　あっうん」

「あれ、厳密には魔法じゃなくて、プラウの結界を強化するものなんだ」

「強化？　そんなことしたらダメじゃん」

「強化っていってもいろいろあるんだ。プラウの結界のオプションの一つ、効果を限界まで上げると、相手の軍勢にも効果が及ぶ。

「相手……この場合こっちね」

「そう。無敵の砦の場合、攻撃する敵兵が弱くなる効果。そのかわり」

　一呼吸おいて。

「一番若い番号、普通の砦だと、相手が無敵になってしまう」

　だからつけなかったんだろうな。

　地形を併用すればつかえるオプションではあるが、それでも一つの砦は弱点を通り越して足手まといになる効果だ。

　プラウの結界を張った者が知っても知らなくてもやらなかったんだろう。

　それを私が無理矢理追加した。

　プラウの結界を破壊することはできないが、効果の後づけはできた。

　それをつけたことで、一番若い番号、第一の砦ドゥーベは砦側が弱体化、帝国軍側は無敵になって。

　結果、損害ゼロになった。

「ゼロ、ゼロって……」

　砦を攻撃した側の損害がゼロ。

　戦争で一番あり得ない戦果に、私をよく知っているはずのエリザでさえ驚きすぎて言葉をなくしてしまったようだ。










04◆善人、一〇〇年続いた呪いを解く







　第一砦とりでの城壁の上から、討とう伐ばつ軍ぐんの別働隊を見送った。

「兵力を半分に割ったけど、大丈夫かな」

　そばにいるエリザが訊きいてきた。

「大丈夫だと思う。命令通り砦を番号順に攻略していったら、プラウの結界でこっちが無敵になるからね」

「それもそうだね。さってと、事後処理だね」

「カンペリは首謀者だから帝都に護送してエリザに任まかせるけど、他の敵将兵たちの処遇はどうする？」

「アレクに任せる」

　エリザは全幅の信頼を私に寄せてくれていた。

　信頼に応こたえるために、上う手まく後処理をしないと。

　表向きは副帝とその小間使いだから、私はエリザを引き連れるような形で城壁を降りた。

　残した分の兵士が、捕縛した敵将兵を見張っている。

　まずは首謀者であるカンペリには、事務的に帝都に護送するように命令を下した。

　残った将兵をぐるっと見渡す。

　さて、どうするか――。

「一族の仇かたき！」

「覚悟！！」

　いきなり、殺気を伴った怒鳴り声が聞こえた。

　見ると、捕縛した一部の敵兵が、後ろ手に縛った縄ごと引きちぎって、私に飛びかかってきた。

　ほとんど半裸の、腰布だけをまとって、顔に入れ墨ずみのある戦士たち。

　敵兵の中でも異色な一団だった。

「副帝殿下を守れ！」

　兵が反応する、数十人が一斉に私と相手の間に割り込んだ。

　が、すぐに蹴散らされる。

　向こうは全員が歴戦の勇士って感じで、難なく一般兵を蹴散らしてなおも私に迫る。

　最初は素手だったのだが、こちらの兵から奪った武器で戦意がさらに高まる。

「アレク！」

　エリザの叫び声の中、魔ま障しよう壁へきで敵集団の攻撃を防ぐ。

　動きが止まったところで風の魔力球を作り、持っていた武器を砕き、全員返り討ちにする。

　襲いかかってきたのは、戦い方も見た目もどこぞの少数部族、って感じの相手たち。

「む、無念！」

「父ふ祖そのかたきを前にして」

「殺せ！　しかしこの無念は未来永えい劫ごう晴らすことなく貴様を呪うだろう！」

　殺気というよりもはや怨おん念ねん。

　倒した相手は、みんなが口々に呪じゆ詛その言葉を私に投げかけた。

　これは……訳ありだな。

　私は彼らに癒いやしの魔法をかけた。

　元々多少手加減はしていたのだから、軽傷だった。

　むしろ過か剰じよう回復にならないように、ぴったりと完全回復するように魔力を調整した。

「な、なんのつもりだ！」

　男の一人、一番複雑――いや多分本人たちからすれば一番格式の高い入れ墨をしている男が私に怒鳴った。

「戦いは終わったし、僕はもう敵じゃないよ」

「戯ざれ言ごとを！」

「それよりも話を聞かせて。言葉の端はし々ばしに気になることがあるんだ。父祖の仇ってどういうこと？」

「我らネイチャーの一族を辺境に押しやっておいてヌケヌケとッ！」

「辺境に？」

「忘れたとは言わせん！　一〇〇年前に、当時の皇帝が我々を故郷の聖地ズーランから追い出した。それ以来故郷に戻ることもできぬ、我々は北の辺境での生活を余儀なくされた！」

　なるほど、そういうことか。

　私は少し考えて、言った。

「わかった、じゃあ故郷に帰してあげる」

「……はぁ？」

　きょとんとする男たち。

　こいついきなり何を言いだすんだ？　ってなってるのが顔にありありと出ていた。

「帰してあげるって言ったんだ。ズーランのことは知ってる」

　知ってるというか、今賢者の石で調べた。

　それを言う必要はないので、普通に知ってるってことにした。

「ズーラン地方は僕の……アレクサンダー同盟の領内にあるから、僕の一存で決めることができるんだ」

　念の為にちらっとエリザを見たが、彼女は他の人間にわからない程度に、小さく頷うなずいてくれた。

　好きにしていい、と皇帝のお墨付きを得た私はさらに話を進める。

「一族っていうくらいだから他にもいるよね。連れに行ってきていいよ」

　と、相手に便べん宜ぎを図る言い方をしたが、それを聞いたネイチャーの男たちが激怒した。

「またもやヌケヌケと！　さらに我らを馬鹿にするか！」

「どういうこと？」

「この身に子々孫々、当時の皇帝がかけた呪い。それを知っててからかいやがって！」

「我ら一族、その血筋にかかった呪い。もはや我らは極寒の辺境でしか生きられぬ！」

「極端に熱に弱い、いや『温かい』にも耐えられない体なのだぞ！」

　全員が私を怒鳴りつける、血走った目、ほとんど絶叫しているようなガラガラの声。

　まさに一〇〇年分の積年の恨うらみが一気に噴き出した感じだ。

「それって、全身が猫舌みたいになってるってこと？」

「まだ愚ぐ弄ろうするか！」

　男の一人が砕かれた武器の切っ先を摑んで、怒りにまかせたまま飛びかかってこようとした。

「それならもう解いたよ」

「――えっ？」

　飛びかかろうとした男の動きが止まった、他の男たちもポカーンとなった。

「な、何を言ってる」

「さっき怪け我がを治したよね。その時になんか呪いがかかってて変だな、って不思議だったけど。呪いだったしついでに解いておいた」

「ば、ばかな……」

「帝国の人間がそんなことを？」

「いやそれ以前に、わが一族が一〇〇年かけても解けなかった血の呪いをこうもあっさり……？」

「信じられない？　じゃあ――」

　近くをぐるっと見回す、水を張った桶があったからそれを手に取った。

　小さめの炎の魔力球を作って、桶おけの中にぶち込んだ。

　炎の魔力球が水を温める。

　ちょうどいい湯加減になったのを確認してから、彼らにぶちまけた。

「あっ――熱く、ない？」

「温かい、こ、これが湯？」

「生まれて初めてだ……これが温かいってことなのか……？」

　お湯をぶっかけられた男たちは、驚いたり、目を見開いて感動したりした。

　呪いでお湯もかぶれない、生まれてから死ぬまで風呂にも入れず、温かい食べ物も食べられない一族。

　その血の呪いが解かれた一族の者たちは、やがて驚きも感動も感謝に変わる。

　それを、私に向けてきた。

「わ、我らの救いの神よ！」

「「「神よ！！」」」

　一族の戦士、三〇人近い男たちが一斉に、両手両膝ひざを地面につけて私を拝おがんだ。

　感謝されるのはわかってたけど、神って言われるのは予想してなかったな。










05◆善人、時空間魔法で大事な物を取り戻す







　プラウの結界を逆手に取って、七つの砦とりでを損害ゼロで落とした討とう伐ばつ軍ぐんを率いて、帝都に凱がい旋せんした。

　都から数キロ離れた先からでも、都の住民がほぼ総出で待ち構えているのが見えた。

　それくらい都の入り口には住民が殺到していて、完勝して戻ってきた討伐軍の、戦勝パレードを待望しているのがわかる。

　ちなみに今、私が乗っている輿こしの上にはエリザはいない。

　凱旋するにあたり、彼女は先に戻って、皇帝として討伐軍を出迎えねぎらおうとしている。

　さてと、まずはこの沿道の観衆をやり過ごし、王宮に向かおう。

　と、思っていると――。

　――おおおおお!?

　沿道で待ち構えている観衆から大きな歓声が上がった。

　歓声はただの喜びの感情だけじゃない、驚きや戸と惑まどいも少なからず含まれている。

　どうしたんだろうと思っていると、すぐにその理由がわかった。

　帝都をぐるりと囲む城壁、その開かれた城門。

　その向こうから皇帝・エリザベートが現れた。

　観衆の反応は彼女が現れたことに対するものだ。

　まさか……皇帝自みずから出迎えるとは。

　私はさっと輿から跳び降りて、むしろこっちから向かっていき、皇帝の前で流れるようにひざまずいた。

「アレクサンダー・カーライル、ただいま帰還しました」

「大儀であった、アレクサンダー卿きよう。そなたの功績は報告を受けている。獅し子し身しん中ちゆうの虫をよくぞ取り除いてくれた」

「もったいないお言葉でございます」

　私とエリザのやりとり、それを妨さまたげるものはいなかった。

　大観衆はほぼ全員が固かた唾ずをのんで、私と皇帝のやりとりを見守っていたからだ。

　ふと今回の討伐、エリザが語ったもう一つの目的を思い出す。

　帝国の本気度を示す。

　つまり――演出が必要だ。

　私はひざまずいたままエリザを見上げて、キリッとした、断言する口調で言い放った。

「私は陛下の剣。帝国の敵は、このアレクサンダー・カーライルが全て打ち砕いてご覧に入れます」

　これからも、という意味合いを込めて、エリザに言った。

　瞬間、固唾をのんでいた観衆のテンションが一気に最高潮に達した。

「やべえ！　かっけえ！！」

「無敵の副帝殿下の宣言よ」

「この時代に生まれて良かった……」

「皇帝陛へい下かバンザイ！　副帝殿下バンザイ！」

　私たちを称たたえる歓声の中、私はエリザと一緒に輿に乗って、戦勝パレードそのままって感じで入城した。

　沿道の歓声の中、手を振りながら、小声でエリザに訊きく。

「びっくりしたよ、まさかエリザがここまで迎えに来るとは」

「これも演出、わかるでしょ」

「うん。普通は皇帝は謁えつ見けんの間まで待つ、大きめの功績を挙げても王宮の入り口に来るまで。確か――」

「うん、ホーセンの時はそうだった」

「皇帝が城門を出て、都の外まで出迎えに来るのは破格過ぎる」

　流れるような台詞せりふのやりとり、まるで答え合わせをしているかのようだ。

　皇帝とか関係なく、普通の家庭でもそうだ。

　家に訪ねてきた客を迎えるのも見送るのも同じ。

　家の中にいるのと、外まで出るのとじゃかなり違う。

　沿道の観衆はエリザの狙ねらい通り、ものすごく盛り上がって、沸きに沸いている。

「それだけ本気ってことよ」

　エリザの言葉に何か別の意味があるように感じたが、それよりも、彼女がつけているイヤリングの方が気になった。

「どうしたの？　そんな目で見て」

「エリザのそのイヤリング……オリハルコン製？　珍しいね、オリハルコンを装飾品に使うなんて」

　オリハルコンというのは貴重な金属だが、その貴重さは硬度や魔法伝導の高さ――つまり戦闘においての実用性が高いからだ。

　貴人のアクセサリーは宝石や黄金といった、美的価値の高いものを使うのが一般的。

　貴人中の貴人、皇帝ならなおさらだ。

　皇帝の正装にオリハルコンを使うことは本来あり得ない。

　それに――。

「形がなんかいびつだよ」

「だってこれ、あなたが適当に溶かしたアレの残ざん骸がいだもん」

「アレ？」

「初めて会った日、カーライル卿の攻撃を防いだでしょう？」

「ああ、父上の『隙すきあり！』か」

　言われてピンときた私。

　全て思い出した。なるほど、あの時に魔力球で溶かした父上の大剣の残りか。

「なにもそんなもの使わなくても。もっとちゃんとした形に整えてあげようか？」

「いいのよ」

　エリザは大観衆に手を振りつつ、微笑んだままやんわりと断った。

「アレクと初めて会った日の記念だから。こういうのは、『その時のまま』に価値があるの」

「なるほど」

　自分にその発想はないが、言われると納得できる、そんな感覚だった。

　エリザがそう言うのなら何も言うまい。

　私はそのまま、エリザと一緒に凱旋パレードをこなした。
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　アレクサンダー同盟領、ズーラン地方。

　ネイチャーの一族、女子供が合流して五〇〇人近くに膨ふくれ上がったその一族を連れて、ここにやってきた。

「ここが……我々の聖地ズーラン……？」

　一族の若い衆は困こん惑わくしていた。

　それもそのはず、彼らを連れてきたここはパッと見廃墟、何もないただの草原だからだ。

「まちがい……ない……」

　そう言ったのは、一族の長老、ほとんどミイラのような老人だった。

　しわがれた、しかし重みのある声だ。

「あの山、あの川、間違いなくここがズーラン、我らが神を祀まつる祭壇があった場所じゃ」

「くっ！　帝国め、跡形もなく壊していきやがった」

「我らを追いやっただけじゃなく――外げ道どうが！」

　ネイチャーの一族は口々に帝国と、一〇〇年前の皇帝を罵ののしった。

「それって、やっぱり大事なもの？」

　私が訊きくと、一番格式張った入れ墨ずみの、戦士長ウーイが、少しだけトーンダウンした口調で答えた。

「はい、それは我々の先祖、一族代々の祖霊が眠っている場所」

「それはメチャクチャ大事なものだね……よし」

　私は肌身離さず持っている賢者の石に訊いてから。

「ウーイ、それにみんな。ちょっと離れてて」

「え……わ、わかった」

　ウーイは怪け訝げんそうだったが、私の言うことを聞いてくれた。

　ウーイが命じると、戦士たちも一族の女や子供たちも。

　ぞろぞろと、私から距離を取った。

　みんなが十分に離れたのを確認してから、魔法を使った。

　手を伸ばし、感じ取ったその場所に魔法陣を広げる。

　魔法陣越しに見えた地面がぐにゃりと歪ゆがんだ。

　しばらくして、歪んだそこから植物のように、建物が「生えて」きた。

　ゴゴゴゴゴ、と地鳴りとともに生えてきたのは、誰が見ても「祭壇」と呼ぶべき建造物だった。

　魔法陣の光が収まった頃には、それは完全に地上に顕けん現げんしていた。

　まるで最初からそこにあったかのように。

　私はネイチャーの一族に振り向いた。

「祭壇、これだよね」

「た、建て直してくれたのか？」

「おお、話に聞いたものと同じ見た目だ」

「これが……我々の魂の故郷……」

　ネイチャーの一族は半数近くが感動していた。

　しかし、それは主おもに若者たちだけだ。

　戦士長ウーイのような、ある程度大人になった者たちは一斉に複雑な表情をしている。

「どうしたの？」

「祭壇を建て直してくれたことには感謝しかない。しかし、それで途絶えたわが一族の歴史が戻るわけではない――」

「ううん、これは建て直しじゃないよ？」

「――へ？」

　それまで複雑そうな表情をしていたウーイがポカーンとなった。

「建て直しじゃない、これは本物」

「ほ、本物って……どういう……」

「時空間魔法の一つ。かつてここにあったものをそのまま引っ張ってきた。だから本物だよ」

「……」

「『その時のまま』、それが大事なんだよね」

「ば、ばかな……そんな魔法なんてあるわけが……」

　ウーイが受け入れられないでいると、一族の長老が震える足取りで祭壇に向かった。

　祭壇の前でぶつぶつ何かつぶやくと、おもむろに取り出したナイフで自分の手のひらを裂いて、鮮血を「捧ささげた」。

　すると、祭壇の中から人の形をした何かが出てきた。

　半透明で、上半身だけの人の形。

　それがわらわらと出てきた。

「おおお!?」

「わ、我が御先祖様！」

「本物だ！　本物の祭壇だ！」

　ネイチャーの一族は全員が一斉にひざまずき、全員が感動して大粒の涙を流しつつ、先祖たちを拝おがんだ。










06◆善人、失った分を取り戻す







　ネイチャーの一族が祭壇と先祖たちを拝おがんでいるのを少し離れたところから見守った。

　ちょっと眺めてるだけでもはっきりと彼らにとって、先祖代々の霊が眠っているこの地はよほど重要なのだと一目でわかる。

　だから、彼らの気が済むまで見守ることにした。

「あれ？」

　気がつけば、一族は儀式を始めていた。

　最初はただ感激して全員が感情のままに拝んでただけなのだが、いつの間にか一族の長老を中心に統率のとれた動きになっている。

　踊りのような動き、歌のようなリズムをもったささやき。

　原初的な、精霊信仰に見られる儀式だ。

　その儀式に呼応して、『力』が祭壇に集まる。

　何を始めるんだろう、って思って見ていると。

「ぐああああっ！！」

　いきなり一人の男が苦く悶もんの声を上げ、血を吐いて倒れた。

「どうしたの!?」

「大丈夫じゃ……これは必要なこと」

　しわがれた声で長老が答えた。

　男ほどじゃないが、長老もつらそうだ。

　足元がおぼつかなくて、今にも倒れそうだ。

「必要なこと？」

「一族代々伝わる『血』を、失われた『血』を再び一族に迎えるための儀式」

　まるでうわごとのように繰り返す長老。

　そういうことなら止めることはできない。

　私は儀式と、それに呼応して集まってきている力を観察した。

　儀式のことはわからない、しかし力の流れはわかる。

　大地の魔力、自然の中にある力を呼び集め、一族の人間が一心同体で一つの媒ばい体たいになって、その力を行使する。

　つまり自然の力を集めて、一族総出で魔法を発動するようなこと。

　それはわかった、同時にもう一つわかったこともある。

　あきらかに「器うつわ」が足りないということだ。

　自然の膨ぼう大だいな魔力に対して、一族の人間の数が足りなかった。

　人間の許容量には限界がある、個人差もある。

　それをある程度の人数で――ムパパトの並列と似たような理屈で、無理矢理容量を増やすことで儀式を行おうというのだ。

　それが……足りていない。

　人数が、集まってくる力に対してあきらかに足りていない。

　倒れた男だけじゃなく、一族の男も女も、大人も子供も。

　全員が頭のてっぺんからつま先まで、全身を真っ赤にして、血管がはち切れそうになって苦しそうだ。

　力が大きすぎて今にも爆発しそう、っていうのが見ててわかる。

　魔力の流れをしっかり観察してから、私はネイチャー一族の輪の中に入った。

「あっ……」

「え？」

「楽になった……どうして」

　一族のあっちこっちから驚きの声が上がった。

「続けて」

　短く、しかしはっきりとした口調で言い放つ。

　すぐさま長老を始めとする理解の早い何人かが状況を理解した。

　私が間に入って、器を大きくしたのだ。

　私の体を通る自然の力は、ＳＳＳランクの一二〇パーセント全開の魔力とほぼ同じだった。

　生まれ変わるときのことを考えれば、それはつまり神に等しい魔力ということ。

　一族の人間が耐えきれないのも無理はない。

　だが私は耐えられる、だから間に入った。

　理解の早いものたちは揃そろって私に尊敬の眼まな差ざしを送ってきた。

　自分の体にかかる負荷の減り方で、輪に入ってきた私の意図を悟ったのだ。

　あのまま放っておけば全員が自然の魔力で体が破裂していたところだ。

　きっと昔はできたのが、聖地から逐おわれ、一族の数も大幅に減ったことで、今ではできなくなったのだろう。

　ＳＳＳランクの私が九割に相当する力の通り道を引き受けたことで、儀式はスムーズに次の段階に進んだ。

　力が祭壇に集まり、つむじ風のように渦を巻きながら一箇所に集まった。

　そうしてできたのが――。

「本当に血だ……」

　思わず口に出し、つぶやいてしまう私。

　彼らが言う「血」が何かの比ひ喩ゆ表現だと思っていたが、そうじゃなかったようだ。

　祭壇と一族（＋私）を通して、自然の力で作りあげたそれは、宝石のようにきらめきながら宙に浮かぶ一滴の血だ。

「ミアベーラ」

「はい」

　長老が呼び、一人の少女が応じた。

　少女は立ち上がって、『血』に向かって進み出た。

　美しい少女だった。

　年はシャオメイ以上エリザ未満――だいたい一四歳ってところか。

　一目見れば忘れられない、相当に目を惹ひく美少女だ。

　彼女は『血』の前に立って、手を合わせて祈った後、ゆっくりとそれを手にして自分の胸に引き込んだ。

『血』は、彼女の中に溶け込んでいく。

　血の継承。

　なるほどこれも言葉通りだったわけだ。

　納得した直後、信じがたい光景を目まの当たりにする。

　ただでさえ美少女だった彼女は、みるみるうちにさらに美しくなっていった。

　ほんの数秒、『血』を完全に取り込んだ彼女は、私の人生の中で――ＳＳＳランクの人生と、その前世全て合わせた数十年の中で一番の美少女になった。

　羽化。

　美少女が、絶世の美女に羽化したのだ。

「おおお」

「儀式が成功したぞ」

「我らの光よ」

　今度はミアベーラを相手に、一族は次々と拝みはじめた。

　狐きつねにつままれたような気分で、賢者の石に理由を訊きいた。

　ネイチャー一族の『血』に関する情報を。

　答えはすぐにわかった。

　ネイチャー一族は、代々一族内で一番美しい少女に儀式を行い、「美」の要素を受け継がせてきた。

「美」だけを受け継いで、凝ぎよう縮しゆくさせたそれをさらに次の世代に受け継がせる。

　代々受け継がれてきた美の『血』、いわば美のサラブレッドだ。

　一〇〇年前、帝国の皇帝は地上最高の美女を力尽くで手に入れようとしたができなくて、腹いせで一族に呪いをかけて辺境に逐おいやって、彼らの聖地にあるこの祭壇を壊した。

　壊した後、念入りに塩もまいていったらしい。

　それを私が一族を連れて帰り、儀式のための祭壇も復活させた。

　それで、一〇〇年越しに凝縮された美がまた新しい少女に受け継がれた。

「救いの神よ」

　儀式が終わって、長老は私の方を向いて、しわがれた声で話しかけてきた。

「なに？」

「我らの歴史、我らの魂を取り戻させてくれて、心から感謝の言葉を申し上げる」

「よかったね」

「我々の感謝の気持ちを、是非、受け取ってもらいたい」

「プレゼントってこと？」

　長老は頷うなずいた。

　同時に、他の一族も私に視線を集中させた。熱烈に期待する眼まな差ざしだ。

　数百人が一斉に向けてくる熱烈な視線、感謝の気持ち。

　どうやら受け取らないわけにはいかないようだ。

　事情を知っているし、彼らが感謝してくるのは理解できる。

「我らのもっとも大切な宝物だ」

「わかった、ありがたく受け取るよ」

「では……」

　長老が言うと、ミアベーラが私に向かってきた。

　私が見てきた中で最高の美少女、美が凝縮された女の子。

　彼女から受け取るのか――って思っていると。

「感謝いたします、我らの救いの神よ」

　ミアベーラは私の前にひざまずき、深々と頭を下げた。

「……キミ、ってこと？」

「はい」

「そっか」

　一番大事な物、『血』受け継いだ者。

　そうくるとは予想できなかったが、できたらできたで納得だ。

「すごいものをもらったから、僕からもお返し」

「そんな！　これは我々の気持ち――」

　賢者の石に訊く。やりたいことの方法を教えてもらった。

　目を閉じて、手をかざして、魔法陣を広げる。

　今までの中でも難しい方の魔法だし、人にかけるから、慎重にやった。

　すると――。

「なっ、さ、さらに綺麗になった!?」

　一族の人間が驚きよう愕がくして、次々とガヤガヤしだすのが聞こえてきて、私は魔法が成功したことを理解した。

　目を開けて、ミアベーラを見る。

　彼女は不思議そうな表情で、自分の顔をベタベタ触っている。

　周りの驚き通り、彼女はさらに綺麗になっていた。

　そのことにネイチャーの一族の全員が信じられないって顔をしている。

「神よ、これはいったい……」

　長老が訊いてきた。

「安心して、変なものは加えてないよ。失われた一〇〇年、って言えばいいのかな」

「失われた一〇〇年……」

「うん。この一〇〇年間、みんなが本当ならできたはずの継承分。それを時空間魔法の応用で返してあげた。だから――」

「みんなの、本来の持ち物だよ」

　ざわつきがさらに大きくなった――かと思えば一族が全員、ぱっと私にひざまずいた。

　老ろう若にやく男なん女によ、全員が私にさっき以上の感謝を示した。

　お返しのつもりでこうなったことに、ちょっとだけむずがゆくなった。










07◆善人、完全不滅のドレスを作る







　瞬間移動魔法で、ミアベーラを連れてカーライルの屋敷に戻ってきた。

　着地した屋敷の庭で、アンジェが日課にしてる治ち癒ゆ魔法の練習をしていた。

　私に気づいて、アンジェは嬉しそうに駆け寄ってきた。

「お帰りなさいアレク様！」

「ただいま、アンジェ」

「そちらはお客様ですか――ふぇえ！」

　私の背中で、立ち位置的に半分隠れていたミアベーラの顔をはっきり見た途端、アンジェは素すっ頓とん狂きような声を上げてしまった。

「どうしたのアンジェ」

「すごい綺麗な人です！　すごい綺麗な人です！　すごい綺麗な人ですよアレク様」

　三回も言っちゃうほどか。

「もしかしてどこかのお姫様ですか？」

「ミアベーラだ、今日から一緒に暮らすことになった」

「神よ」

　背後からミアベーラが私に呼びかけた。

　振り向く。淑しとやかに佇たたずむ彼女は、アンジェが三回繰り返すのもわかるくらいものすごく綺麗で、ものすごく上品な感じだった。

　着ている服も、私と一緒に来ると決まった後に着替えたもので、仕立てのいい上品なドレス。

　アンジェの言う通り、どこぞの王女に見える格好だ。

　そんな彼女は上品ながらも意志の強そうな眼まな差ざしで私を見る。

「私のことは、どうかミアと」

「じゃあ僕のこともアレクって呼んで」

「それは神に対する冒ぼう瀆とく――」

「そうじゃないと僕もミアベーラさんって呼ぶよ？　僕より年上なんだからさんづけが普通だよね」

　彼女の言葉を遮さえぎりながら、にこりと微笑む。

　しばしの逡しゆん巡じゆん、やがて。

「わかりました。アレク……様、でいいでしょうか」

「うん、ありがとうミア」

「はわぁ……やっぱり綺麗です、すごく……」

　アンジェはほわあ、とため息交じりに言った。

　血の継承で美を受け継いだミア、その美しさは同性さえも見み惚とれさせるほどのものだ。

「僕が神様って呼ばれたことには驚かないんだ」

「え？　だってアレク様が神様って呼ばれるくらいすごいことをするのはいつものことだし」

「そんなにいつものことかなぁ」

「それに」

「それに？」

「アレク様って本当は、人間を助ける為に生まれ変わった神様なんじゃないかっていつも思うんです。だから神様って呼ばれても全然おかしくないですよ」

「父上たちに染まってきたねアンジェ」

　微苦笑する。

　私はＳＳＳランクの生まれ変わり。神様というのも、当たらずとも遠からずってところかもしれない。

「さて、こんなところにいるのもなんだし、屋敷の中に入ろう。みんなにミアを紹介しなきゃだし、部屋も用意してあげないとね」

「私！　アメリアさんに知らせてきます！」

　アンジェはそう言って、パタパタと屋敷の中に駆け込んでいった。

「僕たちも行こうか」

「はい」

　上品な仕草のまま頷うなずくミア。

　まるで貴婦人のようで、あるいはアンジェが最初に言ったどこぞの王女に思える振る舞いで、私についてきた。




　　　　　☆




　屋敷のリビング、背筋をピンと伸ばして、ソファに座るミア。

　それと向き合う私、そして私の隣にいるアンジェ。

「残念です、お父様もお母様も出かけてしまってました……」

「しょうがないよ。ミアの紹介はまた後日でいいさ」

　コンコン、とドアがノックされた。

　応じると、メイドのアメリアがワゴンを押して部屋に入ってきた。

　ワゴンの上には紅茶とケーキのセットが、三人分用意されている。

「――ッ！」

　ビクン！　とミアが一瞬震えたように見えた。

　何事かと思えば、彼女は相変わらず背筋をピンと伸ばしたままだが、視線はアメリアが押してるワゴンに釘づけになってる。

　もっと正しく言えば、ワゴンの上のケーキを食い入るように見つめていた。

　アメリアが紅茶とケーキを私たち三人に配り終えて、退室する。

　その間、ミアはずっとケーキをチラチラと、見てないふうでガン見していた。

「ケーキが好きなのかい？」

「い、いえ！　そんなことはありません」

「あるよね。ね、アンジェ」

「うん」

　アンジェは無邪気に微笑んで、頷いた。

「いえ、本当にそのようなことは――」

「だったら、口元のよだれはちゃんと拭ふいといた方がいいね」

「――ッ！」

　ミアはハッとして、慌あわてて袖そでで口を拭いた。

「あっ！」

　よだれをごしごし拭いてから、今度は拭くのに使った自分の袖をガン見した。

　ちょっとだけくしゃくしゃになって、べったりとよだれがついている袖口。

　彼女がそれまでしてた「上品」な振る舞いからはかけ離れたものだった。

「もしかして……」

「そんなことないです！」

「僕はまだ何も言ってないよ」

「――はぅ！」

　先走ったミア、綺麗な顔が真っ赤に染め上がってしまう。

　私は改めて、にこりと微笑んだまま、彼女に訊きく。

「今までのって、よそ行きの姿？」

「そ、それは……はぅ……」

　答えに迷うミア。

　キャラがすっかり崩れていた。

　さっきまでのお上品な雰囲気が跡形もなく消えてなくなって、今そこにいるのはあたふたしている年相応の女の子だった。

　そんな彼女があわあわしながら、答えようとした瞬間。

　リビングの中がいきなり暗くなった。

　何事かと思って窓の方を見ると、カラミティの巨体――いや顔が見えた。

　カラミティの顔が完全に窓を覆おおって、それで部屋の中が暗くなったのだ。

「どうしたのカラ――」

「危ないアレク様！」

　私の問いかけよりも先にミアが動いた。

　彼女はケーキと一緒に置いてあるナイフをひったくって、そのままカラミティに飛びかかった。

　ものすごいバネ、そして躊ちゆう躇ちよのない思いっきりの良さ。

　ミアは、ナイフ一本でカラミティに挑んだ。

　当然、カラミティに敵かなうはずもない。

　帝国の守護竜、空の王カラミティ。

　一四歳の少女がナイフ一本でどうこうできる相手じゃない。

　カラミティがフン！　と軽く鼻息を吹きかけただけで、ミアは突風に吹き飛ばされてしまう。

　吹っ飛ばされて、すっ転がっていくミア。

　すぐにパッと飛び上がるが、服があちこち破けて、手足や顔にもあちこちに擦すり傷を作っていた。

　それでも。

「食い止めます、アレク様は今のうちに！」

　どうやらカラミティを敵だと誤解して、身を挺ていして私を逃がそうとしているみたいだ。

「大丈夫だよミア」

「……え？」

「アンジェ、ミアに治ち癒ゆ魔法を」

「はい！　動かないでくださいねミアさん」

　アンジェがバタバタと駆け寄って治癒魔法をかける。

　その一方で私はスタスタと、二人が割った窓に近づき、手を出してカラミティの顔を撫なでた。

　凶悪に見えるドラゴン、それを撫でる私の姿に、ミアはきょとんとした。

「カラミティは僕の仲間だから」

「否いな、私は主あるじのしもべである」

「あはは、そうだね。ということだから、警戒しなくても大丈夫だよ」

「……こ、こんな巨大な竜を従えているというの？」

　啞あ然ぜんとするミア。

「それよりも……格好がボロボロになっちゃったね」

「はぅ！　も、申し訳ない。うぅ……またやってしまった……」

「また？」

　どういうことだ？　って顔をしてミアを見る。

　その視線に気づいたミアは、申し訳なさそうにうつむきながら。

「アレク様のお察しの通り、さっきまでのは作ってたんです」

「うん、そうだよね」

「私……一族の『血』を受け継いでるから、行いもちゃんと美しくしてないとだめなんだけど、気を抜くと……」

「つい体が動いてしまうんだね」

「はい……」

「それにケーキも」

「あ、あれは！　……だって、すごく美お味いしそうだから……」

　パッと顔を上げて、しかし尻すぼみに消えていくミアの抗議。

『血の継承』でおすましのミアも綺麗だが、今の彼女も可愛く見えた。

「ちゃんと綺麗にしてなきゃいけないんです。ドレスを着てると少しは我慢できますから……」

「なるほど、だからわざわざ着替えてからついてきたんだね」

「うん……でも……」

　ミアは視線を落として自分の格好を見る。

　それを見て、しょんぼりとしてしまう。

「ボロボロにしちゃった……」

「ふむ……、じゃあ僕がドレスをプレゼントしてあげるよ」

「えええ!?　そ、そんなの悪いよ」

「ちょっと待っててね」

　私はそう言って、ミアやアンジェたちを置いて、飛行魔法で破れた窓から飛び出した。
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　約一〇分後、戻ってきた私の手には新品のドレスがあった。

　白を基調にした、プリンセスドレス。

　状況が呑み込めなくて、ポカーンとなったままのミアに手渡した。

「はい、どうぞ。多分ミアがイメージしてる『綺麗』に合うドレスだよ」

「ありがとう……本当に綺麗……」

「ミアの美しさに負けないドレスを作るのにちょっと手間取っちゃった」

「つ、作ったんですか？」

「うん、せっかくだから着てみて。アンジェ、手伝ってあげて」

「はい！　ミアさん、行きましょう！」

「え？　あのちょっと待ってください――はぅ！」

　アンジェは持ち前の天てん真しん爛らん漫まんさを発揮して、ドレスを持って戸と惑まどうミアを引っ張っていった。

　ソファに座り直して、ついでに魔法で窓を直して、二人を待った。

　しばらくして。

「おお……」

　戻ってきたミアに、私は感かん嘆たんの声を漏もらした。

「ど、どうでしょうか」

　ドレス姿になったから、ミアはまたおすましモードになっていた。

『血の継承』、おすまし、それに一番似合うように作ったドレス。

　プラス効果の三乗で、ミアはものすごく美しくなった。

「綺麗ですよねアレク様」

「うん、アンジェもそう思うかい」

「はい！　はわぁ……」

　顔に手を当てて、ほうと息を吐くアンジェ。

　同性であるアンジェさえも見み惚とれるほどの美しさ。

　ミアは、生まれつき王女であったかのような佇たたずまいで、静かに私に頭を下げた。

「ありがとうございますアレク様。このドレス、大事にさせていただきますわ。決して汚したり破いたりしません」








[image: ]









　ミアの決意表明だった。

　服を大事にするのと、ちゃんとお淑しとやかにするという、二重の意味での。

「あっ、それなら大丈夫」

「え？」

「それ、汚れたり破れたりしてもいいように作ってるから」

「……え？」

　何を言ってるのかわからないって顔で、目を丸くするミア。

　私はティーカップを持って彼女に近づき、紅茶でドレスを汚した。

　ついでに手を伸ばして、裾すそを少しビリリ、と引き裂いた。

「はぅ！　な、何をなさるのですかアレク様」

「見てて」

　私がそう言った直後、ドレスに変化が起きた。

　紅茶で汚したところもビリリと裂いたところも元に戻った。

　まるで、何事もなかったかのように。

「こ、これは？」

「自己修復。そういうふうに作った。灰の一ひと欠片かけらでも残ってれば元通りに修復されるから、動きたい時、動かなきゃいけない時は遠慮なく動いていいよ」

「灰の一欠片でも？」

「うん。動かないでね」

　私は目をしっかり閉じてから、ミアに炎の魔法をかけた。

　ドレスをほとんど灰になるまで燃やし尽くす。

　目を閉じたまま、しばし待つ。

「わあ！　本当にドレスが元に戻った」

「何もないところから完全に……すごい……」

　ミアとアンジェ、二人の反応を聞いてから目を開ける。

　アンジェはニコニコと「すごーい」って顔をしていた。

　ミアはまだ「すごい……」と、呆あつ気けにとられたままだった。










08◆善人、伝説の結界を再現する







　ミアを連れて、領地内の農村を視察して回った。

　連れて、というのはちょっと語ご弊へいがあるかもしれない。

　私が領地の視察に出かけると言ったら、ミアがどうしてもって言ってついてきたのだ。

「アレク様の……」

「なに？」

「どの村にも、アレク様の神像がありますね……」

「神像じゃなくて石像ね」

　やんわりと訂正する、思わず苦笑いした。

　ミアの言う通り、これまで視察してきた農村は、どこの祠ほこらにも私の石像とアスタロトの石像がセットで並んでいる。

　そしてどれもが、私がメインでアスタロトがサブ。

　彼女が私のしもべ、という造りになってる。

　アスタロトの加護、その依より代しろである祠と石像。

　私の石像まで置いてある祠は最初一箇所だけだったが、そうすると女神アスタロトは喜んで加護を多めに授けるという噂うわさが広まって、どこもかしこも私の石像だらけになった。

「しかもどんどん過激になってます」

「あるよね、一部過激なのが。アスタロトが僕に傅かしずいてるのとかやり過ぎだと思うんだけど」

「でもそこの人が一番羽振りがいい感じでした」

「まあ……ねえ……」

　それは私も感じた。

　私の石像があった方がいいって噂が広まって一年くらい、作物によっては収穫一回分だけど、それでもはっきりと羽振り――住民の収入の差が出ているくらいだ。

　この事実も、きっと広まっていくのだろう。

「この先ますます過激になっていくのかな」

「女神を足蹴にするとか、ひざまずいている女神の頭を踏むとか」

「さすがにそれは怒るんじゃないかな」

　……怒る、よな。

　というか怒ってくれよアスタロト。

　それで豊作になったら私もいやだ。

　ミアと一緒に今いる村をぐるっと一周して、豊作を確信した。

「そろそろ帰ろう」

「ご一緒します」

「街で甘いものでも食べていこう」

「じゅるり――はっ。ご、ご一緒します！」

　プリンセスドレスをまとい、さっきまでお淑しとやかモードだったミアが、甘いものをって聞いた瞬間よだれを垂らして、慌あわててそれを拭ふいてごまかした。

「あはは、じゃあ行こっか」

　視察が終わった村の外れで、瞬間移動魔法を使うべく、一緒に連れていくためにミアに手を伸ばした。

　ザッ、ザッ、ザッ……。

　突然、大人数の足音が近づいてきた。

　乱暴な足音に、気がつくと私たちは取り囲まれていた。

　見渡す限り――ざっと一〇〇人はいる。

　まともな風ふう体ていじゃなく、手に持っているのも農具じゃなくて武器。

「僕に用……みたいだね」

　男たちは憎しみの籠こもった視線で私を睨にらんでいた。

「見たところ、ただの盗賊とかじゃないような感じだけど、何者？」

「はっ、知らねえか」

「そりゃそうだよなあ、お偉いさんは俺たちのことなんて知ってるはずねえよな」

　男たちは乱暴な口調で、当てつけのように言った。

　顔は笑ってるけど、笑っていない目で私を睨み続ける。

「俺らはなあ、てめえに邪魔されて、行き場をなくした反乱軍の生き残りだ」

「よくも邪魔してくれやがったなガキが」

「三枚に下ろして豚の餌えさにしてやる」

　口々に、私への憎悪をぶつけてくる。

　なるほどあの反乱軍の残党か。

　事後処理はしっかり指示したはずだけど、なるほど一部逃げ出したのもいたのか。

「一人でのこのこと、こんな辺へん鄙ぴなところまで出てきたのが運の尽きだな」

「副帝だの総指揮官だの、そんなのは今関係ねえ」

「ここじゃてめえはただのガキだ」

　さらに毒づく男たち。

　そんな男たちをしばし見て、私は静かに問うた。

「二番目から六番目の砦とりでの、どれかの人たちだよね」

「今のだけでわかるのアレク様」

「うん」

　不思議がるミアに頷き返す。

　反乱軍の討とう伐ばつでは、私が実際に出向いたのは一と七の砦だ。

　七の砦は無色ビームで吹き飛ばしたり影武者を見破ったりしたし、一の砦でも私が中心で立ち回った。

　私が見た目通りのただの子供じゃないのは、この二つの砦にいた将兵なら知ってる。

　消去法で他の五つなのがはっきりしてる。

「どの砦にいようと関係ねえ」

「ガキは殺せ、女は連れてけ」

「へへっ、いい女だぁ。後でみんなでじっくり可愛がってやるぜ」

　男たちが一斉に武器を抜いて、私たちに襲いかかってきた。

「――ッ！」

　それに対し、さっそく臨戦態勢に入り、ドレスの下に仕込んでいたらしい武器に手をかけるミアだが。

「大丈夫、何もしなくていいよ」

「え？　でも――」

　腰を落とした瞬間私にそう言われて、きょとんとするミア。

　その一瞬の隙すきをついて、何人かがミアに手を伸ばしてきた。

　そのままミアは捕らえられるかに見えた、が。

「あ、あれ？」

「これ以上近づけない……」

「見えない壁でもあるのか？」

　驚き戸と惑まどう男たち。

　彼らはミアの一メートル外からこっち、それ以上彼女に近づけないでいる。

　襲う襲わないではない、そもそも近づけないのだ。

「お前ら何を遊んでる！」

　男の一人が仲間たちの不ふ甲が斐いない姿に怒鳴りつける。

　一方で、ミアは私に訊いてきた。

「なにかしたんですかアレク様」

「うん、プラウの結界の応用」

「え？」

「あれと同じように。番号の若い順から攻略しなきゃダメってふうにした。さすがに個人の力じゃ七人までが限界だけど。今回は二人だから、僕が一でミアが二。僕がいる限りミアは無敵で触れもしないよ」

「えっ……」

「な……ん、だと？」

　ミアも、私たちを襲った男たちも、全員が驚きよう愕がくしていた。

　プラウの結界はここにいる誰もが知っているものだ。

　ミアの一族も男たちも、元は七つの砦の反乱軍に加わっていたから、その無敵ぶりをよく知ってる。

　経緯いきさつはわからないが、それがあるから反乱軍に加わった、という人間は決して少なくなかったはずだ。

　あれを――あれと似たようなものを私が使ったと聞いて、全員が言葉を失った。

「あれを人間に使っただと？」

「うろたえるな！　だったらガキから殺せばいいだけのことだ！」

　男がダミ声で怒鳴ると、それまで啞あ然ぜんとしていた他の仲間たちが一斉に我に返った。

　みんなして、「そうだそうだよな」って顔をしている。

　そう、それは正しい。

　プラウの結界、攻略法はただ一つ。

　番号の若い順に――この場合私から攻略する。

　それは間違いない。

　だが。

　ヒュン！

　私に斬きりつけてきた男の剣を炎の魔力球で溶かした。

　鉄の剣は熱したバターのように、どろりと溶け落ちて、地面を焦こがしながら跡形もなく消え去った。

　その勢いで、周りの男たちの武器も全部溶かした。

「……えっ？」

　啞あ然ぜんとする男たち、まだ状況に頭が追いついていない。

　逃げられてもこの先面倒だ。

　私はこぶし大の魔力球を人数分出して、私を中心に弾はじけるように一斉に飛ばした。

　一〇〇人程度の一般兵、落ちぶれたならず者たち。

　あえて説明するまでもなく、あっという間に全員サクッと倒して全滅させた。










09◆善人、反乱の芽を根絶する







　倒した反乱軍の残党全員にマジックカフスをかけた。

　全員にそれがしっかりかかったことを確認してから、地べたに座り込んでうなだれている彼らに話しかける。

「今かけたこれは魔法の手錠、日常生活を送る分には何も問題ないけど、犯罪とかをしたら反応して締めつけるようになるものだから」

「「「……」」」

　反応はない、何人かは顔を上げて私をちらっと見るが、その目は冷たい。

　それでも私は続けた。

「期間は三年間に設定した。その間に悪いことを一切しなければ、これは勝手に消えるようになってるから」

「……殺せよ」

　残党の一人が、あぐらを組んだまま、上目遣づかいで私を睨にらみつけてきた。

　今にも目から火を噴くかのような、恨うらみが強く籠こもった目。

「ううん、ちゃんと生きて」

「勝手なこと言うな！　食ってけねえからこんなことになってんだろうが！　なのに生きろだあ!?」

「問題は食べていけないだけなの？」

　男に訊きいて、同時にぐるっと他の残党たちを見た。

　大半は「ああそうだ」と言わんばかりに私を睨んでいる。

「じゃあ食べていけるようにしたら、こんなことはもうしない？」

「はっ！　貴族の言うことなんか信じられるか」

「俺たちを養分ってしか思ってないんだろ」

「俺たちがせっせと稼かせいだ金を自分の趣味に浪費するのが貴族だろうが」

　男たちの不満が爆発した。

　戦闘を始める前のハイテンションに比べて、こっちの方が生々しくて、心からの叫びに聞こえる。

「わかった」

　私は目を閉じて、魔法を使う。

　足元から広がった魔法陣が私とミアと、そして男たちを包む。

　次の瞬間、全身が浮遊感に包まれる。

　瞬間移動の魔法で、全員を連れて飛ぶ。

　まず空に向かって落ちて、頂点に達すると今度は目的地に向かって落ちていく。

「うわあああああ!?」

「な、なんだこれは！」

「助けて[image: ]」

　悲鳴がこだまする中、目的地に辿たどり着く。

　スムーズな着地の後、

「アレク様、ここはどこですか？」

　何事もなかったかのように、真っ先にミアが私に訊いてきた。

　目を開けると、他の男たちが腰を抜かしてへたり込んでいる中、プリンセスドレスのミアだけ平然と佇たたずんでいる。

「ここもカーライル領だけど、人がほとんど住んでないところなんだ」

　ミアに答えてから、改めて男たちに振り向く。

「この土地をみんなに貸してあげる。ここを開かい墾こんして、ちゃんと食べていけるようにすればいいよ」

　そう告げると、へたり込んでいた者たち、放心していた者たちが気を取り直して、私に猛反発してきた。

「簡単に言うな」

「そうだそうだ、土地だけあればいいってもんじゃねえ」

「貴族は知らねえだろうが、道具も種も金がかかるんだぞ」

「それなら提供するよ、最初の一年は」

　言うと、男たちは一瞬だけキョトンとしたが、しかしすぐにまた声を張り上げた。

「騙だまされねえぞ、どうせ俺たちを働かせて税金を搾しぼり取るんだろ」

「税金払えなかったら借金にしてその後ずっと利子を取り続けるんだろ」

「貴族の手口はわかってるんだ」

　よっぽど……北方でひどい目に遭あったんだな。

　反乱が起こった原因が今更ながらわかった気がする。

「その手錠が作動しない人は無税にする」

「「「えっ？」」」

　男たちはきょとんとした。

　今度は、さっきよりだいぶ長めの沈黙になった。

　全員が自分にかけられているマジックカフス――魔法の手錠を見た。

　手錠は犯罪を犯おかさない限り作動しない、そしてその期間は三年。

　手錠が作動しない限り無税ということは、真っ当に過ごしていれば三年間は税金免除という意味でもある。

　むしろそうだと暗に私は強調した。

　男たちの心が揺れている、そうわかった私はもう一押しした。

「三年間手錠がずっと作動しなかった人は、今日貸した土地をそのままあげる。ただしその後も犯罪を犯したら土地は没収だよ」

　全員がざわざわしだした。

　人というのは、一方的に与えると猜さい疑ぎ心しんに囚とらわれるものだけど、そこに制約があると意外とすんなり納得するものだ。

　三年間罪を犯さなかったら開墾した土地をあげる――は彼らの心に染しみ込んだようだ。

　最後に、ダメ押しをする。

　魔法を使って、大量の縄を作り出す。

　ただの縄、しかし一本一本が数百メートルはある長い縄。

　なんで縄？　って不思議がる彼らに。

「今日中にこの縄で囲んだ土地がキミたちの土地になる」

「「「――ッ!!」」」

　その瞬間、全員の目の色が変わった。これも制限の一つだ、しかも目に見えてすぐに効果を生む制限。

　それがトドメになって、男たちは縄に殺到し、それを奪うように手に取って土地を囲みに走った。

　全員が土地の確保に精を出すのを見守りつつ、

「アスタロト」

　私の呼びかけに応じて、背後の地面が光って、アスタロトが召喚された。

「わっ！」

　驚くミアもひとまず置いて、アスタロトに言う。

「お願いがあるんだ」

「何なりと、主あるじ様」

「三年の間、手錠が作動しなかった人は無条件で豊作にしてあげて」

「作動した者は？」

「減らして……ううん、はっきりと不作にして」

「承知いたしました」

　豊穣の女神アスタロト、彼女の加護があれば豊作も不作も思いのまま。

　アスタロトとマジックカフスの組み合わせがあれば、多分九九パーセントの人は真ま面じ目めに働くだろう。

　残りの一パーセントも、最初の見せしめ不作のあと、周りを見て改心するかもしれない。

　だめならまた考えればいい。

　これで反乱軍残党の処理も終わったか。

　さて、帰るか――。

「あれ？　どうしたのミア。そんな変な顔で私を見つめたりして」

　ミアはポカーンとなって私を見ていた。

　なぜかと訊いたあと、彼女は複雑そうな顔をした。

「アレク様……皇帝になればいいのに」

「うん？」

「アレク様が皇帝なら……反乱なんて絶対に起こらないのに」

　絶対そう、という口調で言い切るミア。

　そんな簡単な話かなあ。




　　　　　☆




「絶対そう」

「俺もそう思うぜ」

「民たみのためにわしが譲位を迫ってこようか？」

　屋敷にミアを連れて帰って父上たちに紹介したあと、今日の話をしたら。

　アレク同盟の面々、父上とホーセンとミラーが、とってもいい笑顔で危ないことを言うのだった。










10◆善人、全土の反乱を根絶する







　昼間のカーライルの屋敷、その庭で。

　ホーセンとミラーが共闘しての猛攻が嵐を巻き起こしていた。

　ホーセンは愛用の武器である身長三倍の大おお太だ刀ちをぶん回して、ミラーは鋭く尖とがった爪つめを乱舞させている。

　二人が攻撃をしかけている相手はミアベーラ。

　プリンセスドレスをまとい、どこからどう見ても王女にしか見えない楚そ々そとした姿で佇たたずむミアだ。

　帝国ツートップの武人の猛攻は、しかしミアには届かない。

　厚さ一メートルはある見えない壁にことごとく防がれてしまう。

　猛り狂う嵐、しかしミアの周囲はまるで無風だ。

「すごいですアレク様。お二人の攻撃がまるで効いてません」

「うん」

「でもでも不思議な光景です。あんなにすごい攻撃してるのにすごく静かで、なんか近づいても大丈夫に思えてきます」

　私と一緒に観戦しているアンジェがそう思うのも無理はない。

　プチプラウの結界。

　ミアにかけているそれで防がれた攻撃は斬撃音も打撃音もしない。

　アンジェの言う通り、静かそのものだ。

「近づくと大変よ」

　鈴を転がすような声がした直後、椅子が一脚、放り込まれた。

　放物線を描いてミアとツートップの間に落ちてきたガーデンチェアは、ホーセンとミラーによって、一瞬で粉々にされてしまう。

　跡形もない、文字通り塵ちり一つ残らない猛烈な攻撃だ。

「ほらね」

「エリザ、来てたんだ」

「ええ」

　振り向くと、今日は私服姿のエリザがそこにいた。

「陛へい下か――じゃなかった。お姉様！」

　アンジェは嬉しそうな顔をして、エリザに駆け寄った。

　エリザのご褒ほう美びで、アンジェは今や彼女の義理の妹、帝国の皇女たる立場だ。

　それは本来政略結婚と似たようなもので、いうならば「政略姉妹」なのだが、意気投合した二人はプライベートでは「お姉様」「アンジェ」と呼び合ってすこぶる仲が良い。

　屋敷の庭でじゃれ合う二人。

　一方、ホーセンとミラーによるプチプラウのテストも終わりを迎えていた。




　　　　　☆




「すげえな義弟おとうと、俺とミラー爺じいが全力でやっても歯が立たなかったぞ」

「ボウズにはいつもながら驚かされるのう」

　一通りのテストが終わった後、メイドに庭に用意させたガーデンテーブルセットを囲んで、ホーセンとミラーがともに上機嫌で笑って言った。

　私とエリザ、アンジェ、ホーセンにミラーの五人は椅子に座っているが、ミアだけはどうしてもと立ったままでいた。

　プリンセスドレスをまとい、まるで使用人のようにそばに立って控えている。

　その光景はだいぶシュールだ。

「なあ義弟よ」

　ミアをちらっと見ていたら、ホーセンが訊きいてきた。

「あの結界ってよ、義弟抜きでもかけられるか」

「僕抜き？」

「例えば義弟以外のヤツを一番にできるのかってことだ」

「それはもちろん――」

　できるよ、と言いかけた私だが。

「ばかだなあおめえ、七人の小さい集団で使うんだろう。ボウズ以上に一番がふさわしい漢おとこが他にいるか？　できるできねえの次元じゃねえ、意味がねえんだよ」

「そりゃそうだ！」

　ミラーがそう言うと、ホーセンも一緒になって「がはははは」と笑い合った。

「その結界って、アレクを入れて七人まで効果を出せるのよね」

「うん」

「それはとても絵になるわね」

「おう、俺もそう思うぜ！」

「絵になるのなら何かそれらしい名前も必要だわな」

「プラウの結界、大本の名前に倣ならって七星陣、とか？」

「クソだな」

　プライベートという場だからか、それともそういう性格でまったく気にしないからか。

　ホーセンはエリザ――皇帝である彼女の案を一いつ蹴しゆうした。

　これにはさすがのエリザも唇を尖とがらせる。

　が、不快の示し方が年頃の女の子だった。

「なんでさ。いいじゃん七星陣」

「そりゃあ七星陣ってのがぴったりなんだろうが、義弟の要素が入ってないのがクソだな」

「くっ、否定できない」

　いやできると思うけど。できるよねエリザ。

　というか……エリザまでその一派に染まるのか？

「そうだな……副帝と六人の使徒ってのはどうだ」

「一千万と六人の軍集団がオススメじゃい」

　エリザとホーセンとミラー。

　プチプラウのネーミングで三人は盛り上がって、今にも「アレクと愉快な仲間たち」とか言いだしそうな空気だ。

　気恥ずかしいけど和なごやかなので何も言わないでおいた。

　プチプラウの結界の話が一段落したところで、エリザが心持ち真剣なトーンになって、私の方を向いた。

「おおかた片付いたよ、反乱。事後処理も含めてね」

「そうなんだ」

「ええ。ほとんどあなたのおかげよ。ありがとうアレク」

「どういたしまして。エリザのお役に立てて嬉しいよ」

「……ッ」

　エリザはなぜか顔を赤くして、ちらっと空を見上げた。

　日光が気になるのだろうか。

　日差しは女の子たちに良くないし、屋敷の中に入ろうか、と提案しようとしたその時。

「むぅ」

「ほう、客かい」

　ホーセンとミラー、猛将の二人がほぼ同時に反応した。

　一斉に屋敷の入り口、扉の柵さくの方に視線を向ける。

　敷地のすぐ外に、一人の男がいた。

　格好は見た感じ旅人っぽいが……なんだろうか。

「見てきます」

「いや、ミアはいい。僕が行くよ」

　なんで？　って顔をするミアだが……いやいや。

　そんないかにも王女っぽい格好の人が出たらどんな客だって戸と惑まどうよ。

　中身がどうであれ、「血の継承」で純度一〇〇パーセントの美しさを受け継ぎ、プリンセスドレスをまとってそれに相応ふさわしくあるべきと振る舞うミアは、まさに傾けい城せい傾国の美女そのものだ。

　だから私が、自みずから出向くことにした。

「あたしも行くわ」

　エリザが同行を申し出て、私は頷いた。

　偽にせ者もののプリンセスの代わりに本物の皇帝がついてくるのもシュールな話だ。

　エリザと一緒に扉に近づき、旅人に問いかけた。

「うちに何か用？」

「副帝殿下……アレクサンダー様はいますか」

「僕がそうだけど」

「ああ！　よかった、やっぱりここが副帝殿下の屋敷で合ってたんだ」

　どうやら初めて訪ねてくる客らしい。

　扉を開けて敷地内に招き入れつつ、こっそり観察。

　旅装だが、その格好もボロボロで、顔は汗だくの上に砂すな埃ぼこりまみれ。

　遠方からかなり急いで来たのがありありとわかる格好だ。

「僕に何の用？」

「東で――俺たちの故郷で反乱が起きそうなんです」

「――ッ！」

　隣でエリザがビクッとした。

　彼女は皇帝だ、しかも直前に北方の反乱を鎮しずめたばかりだから、この話に激しく反応するのも無理はない。

　手をそっと握ってなだめつつ、男に訊く。

「それ、本当なの？」

「本当だ、こっそりそれを扇せん動どうするヤツがいる。話に乗っかった村も少なくない」

「そうなんだ……」

「お願いですアレクサンダー様！　副帝殿下!!　俺たちを助けてください」

「助ける？」

　そういえば男の立場を聞いてなかったな、と思い出す。

「僕に反乱軍に加われってこと？」

　またエリザがビクッとした。

　握る手に力を少し込める、「大丈夫そんなつもりはないよ」と暗に伝える。

「違う！　そりゃあ俺たちだって生活は楽じゃない、楽じゃないですけど、反乱なんかに巻き込まれるより副帝殿下に素直に助けを求めた方がいい。副帝殿下の噂うわさは聞いています。どうか！　お願いします！」

　えっと、つまり。

　助けてってのは、反乱を止めてくれって意味か。

「やるじゃねえか義弟、反乱の鎮ちん圧あつじゃなくて防ぐ段か」

「かかか、そりゃちーっと違うな。防ぐじゃねえ、防いでくれって頼まれるんだ」

「確かに！　さすが義弟だ」

「前代未み聞もんだわな、かっかっか」

　いつの間にかそばにやってきたホーセンとミラー、二人はものすごく上機嫌でそんなことを言った。

　しかしまた反乱か、エリザの立場を考えたら複雑だな――。

「って、本当にすごく複雑そう！」

　と思わず叫んでしまうほど、エリザは半分難しげな顔で、もう半分は誇らしげな顔。

　顔の筋肉が器用だな！　って突っ込みたくなるような表情をしていた。

　っていうかその表情って、どういう心境からくるものなんだ？

「どうか！　お願いします」

　ものすごく複雑そうなエリザに対し、助けを求めてきて、必死に頭を下げる男。

　反乱、戦争を回避するために必死なその姿は私を動かすのに充分だった。

「わかった、なんとかするよ」

「ありがとうございます！」




　　　　　☆




　こうして私は出向いて、反乱が始まる前の、芽の段階でサクッと潰つぶしてきた。

　当事者たちは「こっそり始めてる」段階だったから、あっさりと止めることができた。

　北方の反乱、そして東方の反乱未み遂すい。

　二つの事件を経へて、反乱には必ず副帝アレクサンダーが出で張ばってくるので、勝ち目のない戦いをするより恭きよう順じゆんした方が、むしろ前よりも生活が良くなるということが知れ渡り。

　帝国で民たみを巻き込んだ大規模な反乱は、それからまったく起こらなくなったのだった。














　　　あ と が き









　人は小説を書く、小説が書くのは人。




　皆様お久しぶり、あるいは初めまして。

　台たい湾わん人ライトノベル作家の三み木きなずなでございます。

　この度は拙作『善人おっさん、生まれ変わったらＳＳＳランク人生が確定した』の第二巻を手にとって下さり誠にありがとうございます！




　おかげさまで、二巻を刊行する事ができました。

　自分のキャリアの中でも、かなり早い段階で二巻刊行のＧＯサインをいただけました。

　また、発売後にＴＶＣＭも作っていただけました。

　これらは全て、一巻を多くの方がお買い上げ下さったおかげです。本当にありがとうございます！

　今後も全力でコンセプトに沿った作品を書いていきますので、気に入って下さった方はお買い上げいただければ幸いです。




　さて、少しそのコンセプトの話をば。

　本作のコンセプトは「いい人は報われる」、一巻とまったく同じです。

　別の言葉に言い換えると、今回の人生は「収穫の季節」です。

　ＳＳＳランクの人生はひたすらフィーバーして、力と財産と権力と美女、全てに恵まれた――恵まれるだけのお祭りでボーナスタイムです。




　主人公のアレクには挫ざ折せつさせることを一切考えてません。

　だって彼は善人で、前回の人生でもう頑張ったから。ひたすら善行を積んで生まれ変わったのですから。

　挫折するなんてあり得ないしあってはならないことです。




　善人は生まれ変わったら報むくわれる[image: ]




　このコンセプトだけは何があっても変わりません。

　前回から気に入って下さった方はなにとぞこの二巻もつづけて、初めての方は一巻も合わせてお買い上げいただければ幸いです。




　最後に謝辞です。

　今回も素晴らしいイラストをありがとうございます伍ご長ちよう様！　新キャラのミアはまさしく絶世の美女、一日一時間は見ていてうっとりしている毎日です。

　コミカライズ担当のＹ先生。すごく大ファンです！　アレク、アンジェ、エリザの三人が動いてるのは嬉しさのあまり失神しそうになりました。

　担当編集のＴ様、色々本当にお世話になりました！　ＴＶＣＭは一生の想い出になりました。

　ダッシュエックス文庫様、二巻刊行の機会を下さって本当にありがとうございます！　感謝の言葉もありません！

　これを手に取って下さった読者の皆様方、その方々に届けて下さった書店の皆様。

　本書に携わった多くの方々に厚く御礼申し上げます。




　次巻を皆様のお手元に届けられることを願って、この辺で筆をおかせて頂きます。





二〇一八年十二月某日　なずな　拝　
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